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　春は出会いの季節だと誰だれかが言った。

　けれども、恋こいとか愛とか自分には縁えんのないものだ。

　十八になろうという今までずっと、宮みや前まえ玲れ央おはそう思っていた。それに実際、今の玲央には不要なものだ。

　歴史ある隆りゆう星せい学園高校の生徒会長を任されてはいるものの、祖父の代から続いてきたこの学園を継つぐには、自分にはまだまだ勉強が必要だし、恋をしている暇ひまなどない。自分のことでも手一いつ杯ぱいなのに、この上恋をする余よ裕ゆうなどどこにあるのだろう。

　それに、生き真面まじ目めだと自覚している自分が恋に溺おぼれたり、そのせいでものの考え方が変わるなんてこと想像もできなかった。

　玲央には「品行方正」とか「清せい廉れん潔けつ白ぱく」などという言葉がよく似合う。

　ねちねちとした粘ねん着ちやく質しつなタイプではないこともたしかだが、それだけ人や物に執しゆう着ちやくがないというのも本当だった。

　──いや、本当はそうではない。そうしていたほうが自分が楽だからだ。

　一人っ子の玲央は生まれたときから学園を継ぐ運命にあり、誰に言われたわけでもないのに周りの人間に対して平等な接しかたを心がけてきた。小学校の頃ころから委員長、児童会長、生徒会長と生徒の代表として学園生活を送っていたせいもある。

　初対面の人間を相手にしても楽しく会話を交かわすことができるが、逆を言えば親密な話などできる相手はいない。うわべだけの会話はうわべだけの関係しか生み出さないことを玲央はやっと分かってきたところだ。

　本当は何でも話せる相手の一人くらいいればいいのにと思う。親友でも恋こい人びとでも形はなんだっていいから、しっかり関係を築けるような相手が欲しかった。けれどもそういう相手ができたとしても、会って話をしたり遊んだりする暇がなければいないのと変わらない。

　そう考えると、やはり今のような状じよう況きようでちょうどいいのだと自分に言い聞かせる。広く浅い関係が自分には向いているのだと。

　視線を落とすと、制服のシャツの袖そで口ぐちからのぞく時計に自然と目がいった。

（そういえば、あの人だけは違ちがっていたっけ……）

　華きや奢しやな玲央の腕うでには大きめなその時計は、スイスの名工によって作られたものだ。

　重じゆう厚こうなステンレススチールでできたそれはともすれば無骨にも見えて、繊せん細さいそうな玲央には不似合いにも思える。しかし玲央は、この時計をはめてもらった六年前からずっと大切に使い続けていた。

（先生……）

　玲央が中学受験の際、「お守り代わりに」とねだってこの時計を借りた人物だった。玲央の話は何でも聞いてくれたし、また玲央も何でも話すことができた。一時は両親以上に親しくしていたほどだ。

　決して忘れていたわけではないが、忙いそがしい日常を送る中でその人の記き憶おくはだんだん薄うすれつつあった。

「薄れはしても、忘れることはないかな……」

　純じゆん粋すいに楽しかった日々の思い出は、きらきら光る宝物のように玲央の胸にしまいこんでいる。それを時々そっと取り出して眺ながめては、満ち足りた気分に浸ひたるのだった。

　──それなのに、どうしてこんな……！

　玲央は驚おどろきと戸と惑まどいに呼吸も忘れて、自分を押し倒たおしてきた目の前の男を見た。

　冷たい感じのする整った顔立ちに感情を分かりにくくするシルバーフレームの眼鏡めがねがまるで別人のようだ。けれども玲央は必死で昔の面おも影かげを男の中に探した。

「あまりわたしに逆らわないことですよ」

　上から押さえ込まれると、非力な玲央は身じろぎすらかなわない。なぜ自分がベッドの上で男にのしかかられなければいけないのか分からず、得体の知れない恐きよう怖ふすら湧わき上がる。

　あれほど慕したっていた相手だというのに、あれほど優やさしかった先生だというのに、憧あこがれの人を前にしてどうしてこんな展開になっているのか玲央にはわからなかった。
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　自分の暮らす環かん境きようが人と少し違っているようだと気づいたのは、小学校の中学年の頃だった。

　父が経営する私立小学校に通っていた玲央の周りには、裕ゆう福ふくな家庭の子供は珍めずらしくもなかったが、学校以外の子供の教育を家庭教師だけに任せているのは玲央の家だけだったように思う。

　クラスの子供たちはこぞって学がく習しゆう塾じゆくに通っていて、そこの塾での勉強の進み具合を競きそい合ったりしていたものだ。学校の教科書を一ページでも先に勉強している者が偉えらいというようなたわいない子供同士の諍いさかいだが、これまで塾というものに通ったことがない玲央には、そんな競争すら羨うらやましく思えた。

　自分も塾に行きたいと何度か親に訴うつたえたこともあったが、そのつど一人の講師が何人もの生徒を相手にするような塾ではだめなのだと言われた。反対に先生に不満があるのかと問われ、とうとう玲央は塾に通いたいと訴えることを諦あきらめたのである。

　吸収のいい時期に優すぐれた先生の教育を受けられたのはいいことかもしれない。けれども玲央はマンツーマンの指導ではなく、同じ年とし頃ごろの友達と遊びの延長のような感覚で勉強をしたかっただけだ。

　それなのに、勉強に限らずバイオリンもピアノもいつも本格的で、玲央が望んでいたものとはどこかが必ず違っていた。みんなで演奏できて楽しいからと誘さそわれてバイオリン教室に行きたいと言ったはずなのに、気づけば先生のスパルタ指導の下もとにあって、みんなと楽しく演奏するということから遠いところにいた。

　どうやら自分は友達と同じ事が簡単にはできないらしい。

　父親が理事長を務める学園に通っていた玲央は、これまでも特別扱あつかいをされていると感じることがあった。それはたいてい窮きゆう屈くつに感じることで、喜ぶような類たぐいのものではない。

　幼いながらにして自分の立場を悟さとった玲央は、その頃から少しずつなにかを諦めることを知ったのである。はじめから叶かなわないことと思って望まなければ落らく胆たんも少ないだろう。自分の中でそう折り合いをつけた玲央は、楽しく勉強したいという希望を諦めて、家庭教師の本格的な指導に従うようになった。

　しかし、玲央が六年生になると、中学受験対策として今までとは違った先生がやってきた。

　新しい先生は父の大学に通う三年生で、優ゆう秀しゆうとのうわさを聞きつけた父が息むす子この家庭教師にと頼たのんだようだ。

「はじめまして、葉は山やま匡きよう悟ごです」

　まるで兄のように若い先生の登場にぽかんとしている玲央の手を取ると、葉山は包み込むようにしてぎゅっと握にぎった。

　整いすぎた顔立ちのため、葉山には近寄りがたい感がある。

　黒くろ髪かみと目め尻じりの少し切れ上がった目元も彼をストイックに見せて、気軽に話しかけられるような人間ではなかった。

　けれども、それまで著名な先生たちからの授業を受けていた玲央には、兄弟ほどの年の差しかない葉山の登場が嬉うれしくて仕方がない。かっこいいというのもプラスの要素として働いていた。

　すらりとした長身は見上げるほどであり、その背の高さに目を丸くしてしまう。

　するとシャープな顔立ちは、わずかに表情を柔やわらかくして玲央に微ほほ笑えんだ。こんなに雰ふん囲い気きのある笑い方をする人に今まで出会ったことがなくて、玲央は新しい先生のことを一目で気に入ってしまった。

　それまで苦痛にすら感じていた勉強なのに、玲央は葉山を紹しよう介かいされるとすぐに、彼の腕を引っ張るようにして自分の部屋の机に向かった。勉強の教え方も葉山はとても分かりやすく、もっともっと知りたいという欲求にかられて、玲央は葉山になんでも聞くようになっていた。

　たとえば、コロンブスが発見したという新大陸について。

　教科書には一言『発見』と書かれているだけだが、実際には何万年以上も前から先住人がいて、彼らからしてみれば侵しん略りやくされたことになるということ。世界地図を使って、地球球体説や当時勢力を振ふるっていたヨーロッパ中心の世界の説明をしてくれた。

　物事にはかならず側面がある。

　教科書を読んでいるだけならたった一行で済んでしまう問題も、葉山は玲央に興味を持たせ理解力を深めてくれる。

　授業といえば先生が大切だといった部分に赤線を引き、それを暗記するものだと思っていた玲央には、新しい知識を得ることがこんなに楽しく創造的なものだということは今まで知らなかったことだ。それまでとっつきにくいと思っていた勉強に親しみを持ったのは葉山の指導のおかげでもある。

　もちろん玲央は当時から成績もよく、学園内でも優等生として知られていた。

　けれども今まで一度として勉強が楽しいなどと思ったことはなく、いい成績を保つのは父の子供に生まれてしまった義務のようなものだと思っていた。それはまるで食事や睡すい眠みんのように好きとか嫌きらいとかで片付けられるようなものではなく、自分には一生ついてまわるものだと。

　それなのに、家庭教師が代わっただけで家に帰る足取りも軽くなるなんて。もっと早く葉山と出会っていたかった。できることなら、これからもずっと葉山が勉強を見てくれたらどれだけいいだろう。

　玲央は日を増すごとにどんどん葉山のことを好きになっていった。

　そんな玲央に葉山も親身に接してくれて、両親が不在がちのせいで何もかもが家政婦任せだった玲央に、自分のことは自分でできるようにと料理を教えてくれた。

　買い物などしたことがない玲央をスーパーに連れて行き、新しん鮮せんな野菜の見分け方や旬しゆんの食材を教え、また実際に産地も見せてくれた。

　残念ながら料理のセンスは玲央にはなかったようで、もっぱら葉山の料理を食べる一方だったが、自分たちのために野菜を作っている人がいるのだと知ると、食事を残したり好き嫌いを言ったりできなくなった。

　そんなある日のこと。

　優等生である玲央は、テストでひどい点数を取ってしまっていた。途と中ちゆうから解答欄らんを間ま違ちがえてしまったという単純ミスで、テストの終しゆう了りよう時間間ま際ぎわに気づいたのだが、直している暇ひまはなかった。

　０点に近い点数を取ってしまい、父の書しよ斎さいに呼び出されてひどく叱しかられた。玲央の事情も知らず点数しか見ていなかった父親は、勉強不足だと一方的に言い募つのり、家庭教師としての葉山の力量に疑問を抱いだくような発言をした。

　とっさに玲央は「先生は悪くない」と庇かばったが、その行こう為いが父の説教を長引かせることになり、玲央はうなだれるようにして部屋に帰ったのである。

　二階にある自室のドアを開くと、そこには待ち構えたように葉山がいた。

「叱られたんだって？」

　どこか哀あわれみを感じる口調で葉山は問う。どうやら玲央が父に説教されていることを家政婦から聞いていたらしい。

「ごめんなさいっ」

　玲央の口からついそんな言葉が飛び出していた。

　自分のミスであるのに葉山まで父に悪く思われてしまって、そのことが心苦しい。玲央がそう訴えると、葉山はそんなことは気にするなと優やさしく語りかけてくれる。

「今回のテストもケアレスミスだ。答えは間違えていないんだし、次から同じミスをしないよう気をつければいいんだよ。最後の応用問題も難しいのによくできてる。頑がん張ばって勉強したんだな」

　かばうようにそう言われると、胸がきゅっと締しめつけられるようだった。父親ですら分かってくれなかったことを、葉山はこんなにもよく分かってくれている。そう感じると玲央の胸にわだかまっていたしこりのようなものが消えてなくなっていく。

　そして、それは涙なみだの粒つぶとなって玲央の頬ほおを滑すべり落ちた。

「我が慢まんしなくていい」

　泣いている顔を隠かくそうとした玲央を葉山は止めると、泣き顔を気にしなくていいようにと胸を貸してくれた。

　人前で泣くなんて子供のようなこと玲央には考えられないことだというのに、葉山はあっさりそれを許してくれる。そんな葉山に触ふれて、玲央は普ふ段だん抑よく圧あつされてきたストレスを発散させるかのように涙を流した。

「なにも心配しなくていい。理事長にはあとでちゃんと話しておくから」

　後に知ることになるが、葉山は玲央のテストでのミスの詳しよう細さいを父親に説明してくれたらしい。テストの点が振るわなかったのは勉強不足なのではなく、ふだんしっかり勉強していると話してくれたようだ。

　葉山に対しては自分を取り繕つくろうことはない。自分のことを見ていてくれる葉山の前では呼吸をすることがとても楽だった。

　甘える相手のいなかった玲央は、葉山に軽く依い存ぞんしていたといってもいい。夏休みには避ひ暑しよ地の軽かる井い沢ざわへ葉山も連れて行ったほどだ。

　また葉山も、仔こ犬いぬのようにまとわりついてくる玲央によく付き合ってくれていた。家庭教師というよりはまるで世話係や従者のように玲央の側そばにぴったりついてくれていた。

　葉山とは九歳の年の差となにより身分の差があったが、そのわりに自分たちは仲がいいのではないかと思っていたほどだ。

　しかし、それも玲央の思い違ちがいでしかなかったようで、玲央が第一志望の中学に合格したと分かると、それを見届けるようにして葉山は突とつ然ぜん家庭教師を辞やめてしまったのだ。

　今までのお礼も別れの言葉も言う隙すきを与あたえてくれなかった。

　玲央には受験のお守りとして借りた葉山の腕うで時ど計けいが残されたが、それを返す機会も持てず、いまだ玲央の腕にあるのだった。







「──最後に、みなさんがこの一年を有意義に過ごせることを祈いのっています」

　都内にしては広いグラウンドに玲央の凜りんとした声が響ひびき渡わたる。

　細身で身長も百七十センチとさほど大きくない玲央だが、大勢の前に立っても見み劣おとることのないような芯しんの強さを感じさせた。

　普ふ段だんはもの柔らかな玲央だが、気品ある顔立ちゆえにときに冷たい印象を与えることもある。

　しかし、本人にツンと澄すましたところはなく、みんなに気き遣づかいのできることから生徒からの信しん頼らいも篤あつかった。

　ふつうであれば真面まじ目めな生徒会長など生徒から敬遠されてしまいそうだ。ましてや玲央は理事長の息むす子こである。生徒たちから煙けむたがられたとしても仕方がないような状じよう況きようであるが、生徒から人気のあるクラスメイトが親しくしてくれているせいもあって、それが生徒たちから認められている要素のひとつでもあった。

　品行方正、眉び目もく秀しゆう麗れいと、なにごとにも満たされていながらもおごりたかぶることのない玲央の存在はよい見本でもあり、生徒たちの生活態度を自然に引き上げている。

　新年度の始業式が済み、各クラスでのホームルームが終わると、今日はもう解散だった。

　新学期初日から生徒会の活動もないため、玲央は帰路につこうと教室を出る。コの字形に建つ校舎の中庭をあえて通るのが玲央の好むルートだった。

　体育館の一つくらい建ってしまいそうな広い中庭は石いし畳だたみでできていて、イタリアのコルティーレにも似ている。中庭のちょうど真ん中にはすり鉢ばち状に掘ほり下げられた階段があり、その真ん中には大きな噴ふん水すいがあった。

　建設当初、この中庭は温室として使っていたようで、渡り廊ろう下かは大きなガラス窓と扉とびらで仕切られている。たいてい扉は開きっぱなしなのであまり目に留まることはないが、よく考えてみればおかしな造りをしていると思う。

　今でも並列して建つ校舎の二階の高さにはボタン一つで透とう明めいな天てん井じようを作ることができた。雨でグラウンドが使えないときなどは体育の授業や部活動などにこの中庭が使われている。

　また、昼休みになると噴水の階段に座ってランチを摂とる生徒も少なくない。日当たりもよく心ここ地ちよい風も通り抜ぬけるため、生徒の一番の憩いこいの場だった。

　広くて贅ぜい沢たくな造りのこの中庭を玲央も気に入っていて、行きと帰りには必ずここを通る。隅すみに作られた花か壇だんの花を眺ながめることも日課だった。

　玲央の通学手段は基本的に電車だ。

　子供の頃ころは車で通学することも多かったが、一人で電車に乗れるようになると、進んで電車で通学していた。電車通学が好きなこともあったし、なにより自分でできることは自分でやらなければと思っていたからだ。

　高校から家までは電車で四駅。徒歩の時間を考えても三十分ほどの通学時間だった。

　それくらいであれば苦ではないし、むしろなにかを考えるにはいい機会だ。おぼっちゃん学校ということもあって、学園の前には今も迎むかえの車が並ぶこともあるが、玲央は車より電車のほうが好きだった。

　校門を抜けたところの桜並木のほころぶ花たちに見とれながら、父から早く帰ってくるよう言われていたことを思い出し、なるべく急いで家路につく。

　父がこんなことを言うのは珍めずらしいことで、なにごとだろうかと朝からずっと気になっていた。悪い話でなければいいのだけれど。

　賑にぎやかなアーケード街を抜けて少し歩くと、マンションやアパートの類たぐいはぐんと減って、昔ながらの住宅が増えてくる。駅からは少し遠いが国道には近く、電車を利用することのない富ふ裕ゆう層にはうってつけの土地だ。たいていの庭には立派な植木が植わっており、一軒けんごとの建たて坪つぼも広い。

　そんな中でも一ひと際きわ大きい屋や敷しきが玲央の家だった。

　三人家族であり住み込みの家政婦もいるが、学園のほかにも全国に展開する『アビリティ』という英会話学校の経営に忙いそがしい父と母は家にいないことも多いため、この広い家に玲央一人で暮らしているようなものだった。

　主に家族が使う通用口から家に入った玲央は、二階の自室に上がると制服を脱ぬいで私服に着き替がえる。車庫の前を通ったときに父の車があったところを見ると、父ももう家に帰っているのだろう。なにか用事がある風だったが、それはなんなのだろうと考える。

「進路、かな……」

　もちろん大学への進学を希望している玲央だが、その大学の選せん択たくに自由はない。父の経営する隆星大学へ通うからだ。

　とはいえコネで入学できるものではなく、付属の高校に通っているからといってエスカレーター式に上がれるわけでもない。

　これは中学受験もそうだったが、内部生の受験のほうが外部生よりも厳しい。なぜなら今までの成績まで合否の判断材料にされるからだ。成績にムラのある生徒などは受験資格すら与えてもらえなかった。

　学ぶことの楽しさを知って以来、常に首席をキープしてきた玲央だったが、テストの総合点はここのところ下がっていた。二位に転落するのも時間の問題かもしれない。

　それを咎とがめられるのではないかとドキドキしながら、一階にある父の書しよ斎さいへ向かう。

　身内の気軽さからノックもせずに書斎のドアを開けると、人の気配に気づいた父が玲央を振ふり返った。

「ああ、帰ったのか。こっちに来なさい」

「はい……あっ、お客さまでしたか？」

　執しつ務む机の前に置かれたソファに人の姿があるのを知って、玲央は慌あわてて父の顔を見る。

　父の来客にしては珍しく若そうな青年だが、もしかしたら父にとって大切な相手ではないだろうか。

　それなのにノックもせず部屋に入るなんて、躾しつけがなっていないと思われたら……。不安そうなまなざしを向けた玲央に父は破顔した。

「おまえもよく知っている相手だ。分からないのか？」

「えっ？」

　そう父に言われて、失礼とは思いながらも数歩近寄る。そして、改めて来客の顔をながめた。

　青年は座っていながらもずいぶん背が高いことが分かる。スーツ姿が板についていて風格を感じさせた。シルバーフレームの眼鏡めがねがとても知性的だ。

　眼鏡をかけている姿ははじめて見たが、この人は紛まごうかたなく……。

「葉山先生……？」

　考えるよりも先に言葉が口をついて出ていた。ポロリとこぼれるように落ちたその言葉を拾って、目の前の客はゆっくりとうなずく。

「ええ、久しぶりですね」

　吹ふき替かえ映画のような美声は玲央の記き憶おくと変わっていなかった。

　まじまじ顔を見ると、男らしさに磨みがきがかかった顔にはどことなく色気が滲にじんでおり、そんなものは以前の葉山になかったと気づくと思わず顔が熱くなる。

「うっそ。えっ、なんで……？」

　なぜ今になって葉山が現れたのか、玲央は父と葉山の顔を交こう互ごに見ながら説明を求めた。普段わりと冷静なはずの玲央なのに、動どう揺ようしているのか言葉が出てこない。

「まあ落ち着いてそこに座りなさい」

「あ、はい……」

　ソファを勧すすめられて、玲央は一番下座に腰こしをかける。

　客としてもてなされていた葉山と向かい合う形になって、気き恥はずかしさから視線を逸そらした。しかし、視界の隅で観察してしまうことはやめられなかった。

　葉山は今年、二十七歳になるはずだ。

　彼と同じ年とし頃ごろの教師は学園にも何人かいるが、その誰だれも比ひ較かくにならないほど葉山には少しの隙すきもなく大人に見えた。白いシャツと濃のう色しよくのスーツが葉山の艶つやを封ふうじているが、その隙間からどことなく色いろ香かのようなものがあふれ出てきている。

　顔つきなどは以前と大きく変わらないが、しばらく距きよ離りがあったせいか、よくよく見るとどきりとするほど鋭するどい目つきをしていることに気づく。レンズの奥の瞳ひとみが闇やみのように暗い色を湛たたえていた。

　昔のように無む邪じや気きにまとわりつくことなどできない今では、葉山が家政婦たちから近寄りがたいといわれていた理由がよく分かった。

　精せい悍かんな顔立ちと引き締しまった口元、そして英知あふれる葉山を目の前にすると、よほど自分に自信がない限り気き後おくれしてしまいそうだ。

　十八になるというのに体には厚みがなく、男らしい力強さとは縁えん遠どおい玲央にとって、目の前の葉山は眩まぶしいばかりだった。

「今日からまた葉山くんにうちに来てもらうことにしたから」

「えっ？」

　どういうことかと驚おどろいて玲央は顔を跳はね上げた。

「玲央には言っていなかったが、葉山くんとは何年か前からたびたび顔を合わせている仲でね。何度か飲みにも行ったよ」

　父がずっと懇こん意いにしている会計事務所の社員が葉山の知り合いだということだった。

　葉山自身は投資信しん託たく会社でストラテジストという投資の運用や戦略を考えるような仕事をしていたが、父の担当者が「貴校の卒業生で優ゆう秀しゆうな人間が知人にいるんですよ」と葉山のことを話に上げると、その場はたちまち盛り上がったらしい。

　息むす子この家庭教師だったと葉山のことを懐なつかしく話す父に、担当者はわざわざ席を作り葉山を引き合わせたのだった。

　それ以来父は何度か葉山と顔を合わせ、学校経営の相談も個人的にしているようだった。

　玲央は何度も葉山のことを思っていたというのに、父はこんなにも簡単に出会っていたなんて……。

　拍ひよう子し抜ぬけしたような悔くやしいような、なんともいえない気分になった。

「学生の頃から葉山は人一倍秀ひいでていたが、社会人になってもそれは変わらないようだな。この才能を手放しがたくて会うたびにうちに来るよう口説いていたんだが、それがやっと叶かなうことになった」

　それがよほど嬉うれしいのか、父はまるでほろ酔よいのときのように上じよう機き嫌げんだった。

　けれども玲央はどういうことだかさっぱり分からないでいる。

　葉山がまだ学生の頃、父は葉山に卒業したら自分の下もとで働かないかと誘さそいかけている場面を見たことがある。その度たびに丁てい寧ねいに断られていたようだが、それがやっと実現できて嬉しそうだ。

（でも、うちにって、どういうこと？）

　父が総長を務める隆星学園は、幼よう稚ち園えんから隆星大学を最高学府とした学校法人を幹にして全国に百以上もの大手英会話スクールを展開していた。その経営陣じんに葉山が入るというのだろうか。

「理事長、その説明では玲央くんに伝わりませんよ」

　かすかに眉み間けんを寄せると、玲央の疑問に気づいた葉山が助け舟ぶねを出してくれる。

　以前は家庭教師という立場から玲央のことを気安く『玲央』と呼び捨てにしていたのに、敬けい称しようをつけられて寂さびしいような気持ちにもなった。

「おお、済まないな。年とし甲が斐いもなく浮うかれてしまったようだ」

　父は豪ごう快かいに笑って膝ひざを叩たたく。こんな風に少年のようにはしゃぐ父もめったに見られるものではなかった。

「以前のように葉山にはおまえの勉強を見てもらおうと思ってな」

「勉強？　って、家庭教師ですか？」

　思いがけない言葉が返ってきて、玲央はますます疑問を深めた。

　投資信託会社にいたというのなら、想像するまでもなく葉山はエリートなのだろう。そんな道を歩んできた葉山に大学生の頃ころと同じことをさせようというのか。

　せっかくの葉山の才能を潰つぶす行こう為いにならないのかと顔をしかめてしまう。

「受験生だしそれもあるが、メインは後こう継けい者しやとしての教育係だ。本当ならわたしが指導してやれればいいんだが、おまえも知ってのとおりこの忙いそがしさだからな。いっそのこと人に任せてしまったほうがおまえもいいだろう」

「だからって、教育係に？　というか、なんですか教育係って」

「名前のとおりだ。わたしの跡あとを継つぐのに必要な教養を身につけてもらう。英語のほかに外国語を一つ、行ぎよう儀ぎ作法、一いつ般ぱん教養……。おまえもそろそろ十八になるからな。遅おそいくらいだ」

「それは分かりましたけど、なぜその教育係を葉山先生が？」

　それについて父が説明しようと口を開くと、「そのことについてはわたしから……」と、葉山が身を乗り出した。

「わたしが投資信託会社にいたことは、さきほど理事長が説明したのでお分かりだと思いますが、実は独立するつもりでそこを辞やめたばかりなんですよ。新しく事務所を作るにしても時間が必要ですからね。それならついでに今まで取らなかった休きゆう暇かを取ろうと、一年はのんびり暮らす予定でいたところ理事長からお話をいただいて……。事務所設立の傍かたわらで長くはいられませんが、きみの受験くらいは面めん倒どうをみますよ」

　葉山は玲央の表情を見ながら、ゆっくり落ち着いた声で語ってくれた。

「つまり、一年だけってこと？」

「そう取ってもらっていいでしょう」

　ということは、あのときと一いつ緒しよではないか。

　やはり一年ほどで終わった家庭教師時代を思い出す。

　玲央が大学受験に合格したとなったら、また急に姿を消してしまうのではないか。

　そんな不安が胸によぎって、袖そで口ぐちの下の時計を無意識に押さえた。

「そういうわけで、一年という期限付きだからな。短期間に色んなことを身につけるなら、時間を無む駄だにしないために住み込んでもらおうと思っている」

「す、住み込み？」

　久しぶりに葉山と再会しただけでも驚くことだというのに、その上同居だなんて。

　もちろん嬉しくないわけではないが、戸と惑まどいが先行してしまう。

「おまえに葉山以外の教育係は無理だろう。家庭教師ですら葉山以外は長く続かないんだからな」

「そんなこと……っ」

　父の言葉を葉山に聞かせたくはないと、言葉をかき消すように大声をあげた。

　葉山が家庭教師を辞めて以来、父は玲央に大学の優秀な学生を家庭教師としてあてがったが、葉山のように接してくれるものはおらず、誰とも長く続かなかった。今では家庭教師を断って自力で勉強している。

　しかし、高校生にもなると、塾じゆくや家庭教師もなしに複雑になってきた授業内容についていくのはそうたやすいことではなかった。

「実際のところ、成績も少し下がってきているようだしな」

　やはり成績のことに話はいくようで、気にしていたことを言われて玲央は身を縮めた。

「すみません……」

「いや、わたしに謝るようなことではないし、怒おこっているわけではないんだ。ただ、受験生でもあるのに今年も生徒会長を務めているようだからな。勉強は人に教わるなりして効率のよい方法を採ったほうがいいだろう。葉山がうちにいればおまえもいつだって頼たよることができる」

　受験生でもあるのに前年度から引き続き生徒会長を務めている玲央を気き遣づかってくれてのことらしい。そうと知るとホッと安心した。

「じゃあ、本当に？」

　葉山に問うと、うっすらと口元を和やわらげた彼は玲央を見ながらしっかり頷うなずいた。

「午前中に荷物も運ばせてもらいましたよ。理事長のはからいできみの隣となりの部屋になったから、いつでも訪ねてくるといいでしょう」

「は、はいっ」

　嬉しくなった玲央はまるで初対面のときのように微かすかに頬ほおを染めると、「勉強を見てください」と言って、葉山を自室へと引っ張っていったのだった。







　夢みたいだ。

　六年もの長い間、どうしているのかと気にしていた相手にこうしてまた出会えるなんて。

　さっきは突とつ然ぜんのことに実感が湧わかなかったが、時間が経たつにつれほんわりとした感情が這はい上がってくる。

　玲央にとっては葉山と過ごした日々がどこを切り取っても楽しい思い出しかないこともあって、またあの続きができると信じて疑わなかった。

「先生は全然変わっていませんね。初めて見たときは誰だれかと思ったけど……」

　背後で葉山がパタンと部屋のドアを閉めた音が響ひびく。

　真っ先に机に向かった玲央とは反対に、部屋の中をぐるりと見回しているようだった。

　見慣れた自室に葉山の姿があるのが嬉しい。

　この風景が当たり前のことになっていくのだろうか。そうならどれだけいいことだろうと玲央はくすぐったいような気持ちにもなる。

「内装も家具の配置も、昔と変わってないでしょう？」

　古い家ということもあって、部屋はそれほど広いわけでもなく、十畳じよう程度の洋室だった。宮前の家には和室というものがないため、どの部屋も欧おう米べい風に靴くつのまま入ってよいことになっている。

　特にこれといった趣しゆ味みも収しゆう集しゆう癖へきもない玲央の部屋は散らかりようもなく、まるでモデルルームのように整っていた。

　家具といえばセミダブルサイズのベッドとオーディオ類の置かれたチェスト、そして勉強用の机とパソコンデスクくらいだ。壁かべの一面がウォークインクローゼットになっているため、その他の細々したものはすべてそこに収められている。

　その一つ一つを懐なつかしむようにしながら、葉山はベッドの端はしに腰こしを下ろした。

「玲央くんは、変わったみたいだ」

「えっ？」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみを葉山に向けられた。懐かしむようにこちらを見るような仕草が、今までの距きよ離りを埋うめてきているようにも感じられて、なにか気き恥はずかしくもなる。

「たった六年なのにずいぶん大人になったようです。昔から綺き麗れいな顔立ちなのは相変わらずですが、予想以上に美しく育ちましたね。もしかして、わたしの後の家庭教師たちは、あなたの勉強を見ているうちに血迷ってしまったんじゃないのかな」

「な……っ？」

　衝しよう撃げき的な葉山の言葉に、玲央は驚おどろいて目を見開いた。

（先生、今なんて……？）

　一いつ瞬しゆんわが耳を疑った。言葉こそ敬語で丁てい寧ねいだが、あの優やさしい葉山の口調はどこにもなく、高こう慢まんで揶や揄ゆを含ふくんでいるようなひんやりとしたしゃべり方だ。

　けれどもたしかに耳が聞いたことだというのに、玲央は言葉を理解するのを拒きよ絶ぜつするように思考をストップさせた。

　葉山がこんなことを言うはずがないと思い込んでいたせいもあるのだろう。何を言ったのか理解できないというよりは、理解するのを心が拒こばんでいた。

「聞けばハタチそこそこの学生だったと言うじゃないですか。おおかたイタズラでもされたんでしょう？」

　しかし聞き間ま違ちがいではなく、葉山の口調は今まで聞いたことのないくらい露ろ悪あくなもの言いをする。

　この葉山の変わりようはなんだろう。

　今まで何をしていたのかとか、どうして急にやめてしまったのかとか、聞きたいことは色々あったのに、この葉山を前にしたら、そのどれもがどうでもいい質問のように感じてしまう。

「当たりですか……」

　玲央が否定しないことを図星と取った葉山は、面おも白しろくなさそうに大きくため息をついた。そんな仕草をする葉山に驚いて、玲央はビクリと肩かたを揺ゆらす。

　葉山との再会があんなにも嬉うれしかったというのに、今は同じ部屋にいることが怖こわい。

　つい昔のように葉山を部屋に呼んだが、そのことを玲央は後こう悔かいしていた。まるでまったく知らない人と対面しているようで恐おそろしく、机の縁ふちをギュッと握にぎってしまう。

　強く力を入れた指の先が微かに震ふるえていた。

　これは本当に自分の知っている葉山なのだろうか。似ているだけで赤の他人なのではないかと本気で考える。

　しかし、これほどまで顔のそっくりな他人が世の中にいるとは思えなかった。

「なにをされました？」

「な、なにって、別に……」

「言いなさい」

　なにもないと訴うつたえる玲央に、葉山は命令口調で強制してくる。暗い色の瞳がますます深みを増してゾクリとしたものが背筋を伝う。

　けれども誤解だと言うように玲央は首を振ふった。

「だから、本当になにも……」

「強ごう情じようですね。昔は素す直なおで可愛かわいかったのに。……言いたくないなら、まあいいでしょう。こちらにおいで」

　机にかじりついているような玲央を葉山は手招いた。のんびりとした口調だったが、断ることは許されない重みがある。それでも玲央は首を振って嫌いやだと態度で示すと、痺しびれを切らしたのか葉山はベッドを降りて近づいてくる。

　まるで獲え物ものを定めた肉にく食しよく獣じゆうがゆっくり近づいてくるようだった。強い視線に射られて、玲央はざわざわと肌はだが粟あわ立だつのを感じる。

　葉山からは昔はなかった危険な香かおりが漂ただよっている気がした。

「来なさい」

　玲央の腕うでをつかんだ葉山は、そのまま強く引っ張ると、玲央をベッドの上に突つき倒たおす。

「痛っ……」

「痛いと思うなら、あまりわたしに逆らわないことですよ」

　倒れこんだ玲央を押さえ込むようにして葉山はのしかかってきた。脚あしの上に乗られて、両りよう肘ひじをシーツに縫ぬいとめられただけで非力な玲央は身動きが取れなくなる。

　相手が猛もう獣じゆうだったら今にも噛かみ付かれそうな距離だ。本能的に身の危険を察知して、玲央はありったけの力で葉山を睨にらみつけた。

「なんで、こんな……っ！」

　裏切られたショックが玲央を襲おそった。あんなに会いたいと思っていた相手だったのに、これなら一生会えないでいたほうがどれだけよかっただろう。

　ずっと大切にしていた宝物をぐちゃぐちゃに踏ふみ潰つぶされてしまった気分だった。

「なんで？……そうですね、もう子供じゃないことだし、大人の付き合いをしてもいいんじゃないかと」

　声を上げる玲央とは正反対に葉山の口調は恐ろしいまでにいつもと変わらない。顔色をなくす玲央のことを楽しそうに観察しているようにも見えた。

「こ、こういうのが大人の付き合いだっていうんですか？」

「違ちがうんですか？　昔はあんなにわたしの後をついてまわって、わたしのことが好きだったんでしょう。子供を相手にどうこうする趣味はありませんでしたが、今のあなたなら相手になってやってもいいですよ」

（好きって……）

　葉山を兄のように慕したう玲央のことを、そんな風に思っていたというのか。

「ち、ちがっ！　変なことをしたら、たとえ先生でも父に言いつけますよっ」

「どうぞ。わたしがなんのために長年かけて信しん頼らいを得たとでも？　理事長のあの嬉しそうな顔を見たでしょう。あの人はわたしを抱かかえ込むことができてホッとしているんですよ」

　葉山は妙みように自信のある顔つきで玲央を見下ろした。

「……どういうことです？」

「経営に関するアドバイスをしていたと言ったでしょう。つまりは理事長の持つすべての学校の財務内容を把は握あくしているわけです。今は昔のよしみで簡単な助言を差し上げているだけですが、理事長もあっさり人を信用して、すべての帳ちよう簿ぼを見せてしまうとはおろかな人だ。親子ともどもよほどわたしのことが好きなようですね」

　葉山はクッと喉のどの奥で笑った。昔はしなかったそんな仕草を見て、嫌けん悪お感が広がる。けれども葉山から目を逸そらすことができない。

「意味が、よく……」

「経営の秘密はわたしが握っているということですよ。隆星学園は伝統ある有名校ですが、折からの少子化によって経営が危あやぶまれている。不安にかられたのか危険な投資に手を出して大きな損失を出してしまっているようですしね。デリバティブ取引という言葉、ご存じでないですか？」

　それを聞いて玲央はハッとなった。つい数ヶ月前、この取引で大きな損出を出した会社が次々に明るみに出たのだ。損失額は数百億円ともいわれ、倒とう産さんしてしまう会社もあった。

「資産運用のつもりで手を出したんでしょうが、素しろ人うとがデリバティブ取引に手を出すにはリスクが大きすぎる。わたしが途と中ちゆうで気づいてやめさせたからよかったものの、それでも損失額は億単位だ。学園は国からの支し援えん金と銀行の融ゆう資しを受けているようですが、はっきりいってそれだけでは足りません。今は英会話スクールの収益で支えられていますが、このままいけば廃はい校こうになる可能性もあるでしょう」

「廃校って……」

　たしかに学園の設備は古く、おぼっちゃん学校と言われる割には潤うるおっているような感じはしていないが、それほど深刻な問題なのだろうか。メインである学校法人が英会話スクールの収益に支えられていたなんて玲央には初耳で、それはそれで衝撃的だった。

「そんなことにならないよう、わたしなら多額の投資金を集めることができる。その気になれば一晩でそれこそ何億でも。学園を廃校にしないよう援えん助じよできるんですよ。……ただし、報ほう酬しゆうを請せい求きゆうします。あなたにそれが払はらえるのなら」

「い、いくらですか……？」

　葉山の持てる戦略や人脈をお金で買うということだろう。葉山の頭脳ならとてつもなく高額な気がして、さすがの玲央も一瞬ひるんだ。

「お金はいりません。わたしが請求するのは──」

　葉山の顔がすいっと玲央に近づいた。

　一挙一動を見み逃のがすまいとする玲央の顎あごを指先でたどると、ほんのり色づいた唇くちびるに触ふれる。

「あなたの身体からだです」

　そう言って葉山は、誘さそうように艶つやっぽく笑った。

　その顔が壮そう絶ぜつにかっこよくて玲央はつい見入ってしまう。あまりまじまじと見つめてはいけないと思っているのに、なぜか視線を外すことができなかった。

　葉山の指先は玲央の唇を軽く開かせる。唇と共に心まで解放されてしまいそうだった。

「か、身体!?」

　しかし、ふと我に返った玲央は葉山の腕を振り切った。

　整った葉山の顔に見とれてぼーっとしてしまうなんて不覚だが、その怒いかりを妙な条件をつきつける葉山にぶつけるようにしてキッと睨む。

「冗じよう談だんじゃないっ！」

　頬ほおが赤く染まったのは羞しゆう恥ちのせいか激げき怒どのせいか玲央本人にも分からないことだった。

「冗談？　わたしはいつだって本気ですよ。なにかを得るには対価が必要でしょう？」

「それが、か、身体って……」

　よりによって葉山がそんなものを求めてくるとは思わなかった。いや、自分の身体が請求対象になるとは考えてもいなかったのだ。

「あなたのような立場の人間からお金をもらっても、なんの価値もないですからね」

「な……っ」

　だから代わりに玲央の身体を求めるというのか。玲央が簡単に踏み切れないと分かって。

「それに、キスの経験すらないでしょう？　ファーストキスには付加価値がつきますからね」

「キ、キスくらい……っ」

　自分になんの経験もないと見み抜ぬかれているのも悔くやしくて、強がりを口にする。

「あるんですか？　子供とか動物はこの場合対象になりませんよ」

「うっ……」

　すっかり見み透すかされていたようで、玲央はこれには口ごたえできなかった。

「いきなりでは可哀かわい想そうですから、きっかけをあげましょう。そうですね、はじめに投資を得たときのご褒ほう美びというのはどうですか？……言っている意味は分かりますね」

　その言葉に、ぞくっと冷たいものが背中を走る。

　投資信しん託たく会社にいたという葉山ならひとつの企き業ぎようの命運を左右することなど簡単なのだろう。莫ばく大だいな投資金を集められると言ったが、その逆も可能なのだということに玲央は気づいた。つまり投資家に手を引かせることも葉山はできるのだ。

　株式市場に上場しているのは英会話スクールだが、葉山の一言で投資家たちが遠ざかれば、学園を支えているという英会話スクールも倒産ということになるのではないだろうか。実際に風評被ひ害がいで倒産した会社を玲央もいくつか知っている。

「ぼくや家族が路頭に迷うのも、先生しだいなんですね」

　震ふるえる声を押し殺してそう告げると、葉山はよくできたと言うように大きく頷うなずいた。

「もの分かりのいい子は好きですよ」

　葉山は口元に微かすかな笑えみを乗せる。もちろんリラックスさせるような類たぐいのものではなかった。

　自信のありそうな表情。昔から葉山が優ゆう秀しゆうなことを知っている玲央には、その表情がハッタリでもなんでもないことを知っている。

　しかし、葉山の力を借りるには身体を差し出す必要があった。

（キスを、先生と……）

　玲央が応じられないと分かった上での条件だろうが、もし、それに応じることができれば葉山はどうするのだろう。

（それくらい、ぼくだって……）

　学園廃校の危機を知って追い詰つめられていたせいもある。父を助けたいという気持ちもあったろう。自分が少し我が慢まんすることで学園が存続するのならと、玲央はキュッと唇を噛かんだ。

「……絶対に、助けてくれるというなら」

　玲央は覚かく悟ごを決めて葉山を見る。レンズ越ごしの瞳ひとみはなにを考えているのか分からなかったが、この男に頼たよるしかないのだと感じさせられる。

　口元を引き締しめると、葉山はそんな玲央に満足したようだった。

「なぜ、ぼくにこんなこと……？」

「わたしにも楽しみがないとね。高潔なおぼっちゃんが穢けがれていく姿を見られるなんて、めったにないことでしょう？　きみのように美しい青年の屈くつ辱じよくにゆがむ表情はたまらない」

「そんな……」

　それだけのためにこんなことをするのか。

　葉山を満足させるためにこんな辱はずかしめを受けなければならないなんて、ショックと悔しさがないまぜになって呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

「分かったら、わたしの言うことにはおとなしく従うことです」

　わざわざそう言われなくても、もう玲央からは抵てい抗こうする気力すら消えかけてしまっていた。

「それで、家庭教師にきたやつらになにをされたんですか？」

　耳元で囁ささやくように言われる。こんなときでも葉山の声は美しく、呆然としていた玲央は聞き入ってしまっていた。

「ここを触さわられたりしましたか？」

　脇わきのあたりから下へ向かって、葉山の大きな手のひらがシャツの上から体を撫なでさする。

「や、やめて……っ」

　それにはさすがに身を捩よじると、玲央は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって葉山を退どかそうとした。しかし玲央と違ちがってしなやかな筋肉のついた葉山はビクともしない。

　むしろ嫌いやがる玲央を見て喜色を浮うかべているようだった。

　葉山の手はズボンのウエストからシャツの裾すそを引っ張り出すと、それをぐいと胸の上までたくし上げた。急に外気にさらされた肌はだは驚おどろいたようにそそけ立ち、その恐きよう怖ふから玲央はギュッと目をつぶる。

「肌を触られたりは？」

　葉山の指先が磁器のようになめらかな玲央の肌の上をつっとなぞると、ぞくぞくとする悪お寒かんのようなものがじんわり全身に広がった。

「な、ない……っ。そういう……のは」

　だから勘かん弁べんしてくれと心の中で懇こん願がんするが、葉山の手は玲央の意思など関係ないというように下か肢しに移動する。

「それなら、こちらとか」

　膝ひざのほうから内うち腿ももを撫で上げられる。強すぎないタッチはゆっくり移動して、きわどい部分にまでたどり着きそうだった。

「それも、ない……からっ」

　叫さけぶように強く言うと、葉山は意外にもあっさり手を止めた。

「どういうことです。もう家庭教師はこりごりだというような思いをしたんじゃないのですか？」

　まだ誤解したままの葉山は、玲央と家庭教師の間になにかトラブルがあったのだと信じて疑わないようだ。目を開けろというように、頬を指先で軽く叩たたいてきた。

「な、なにも……」

「本当に？」

　のしかかられたまま葉山に瞳を覗のぞかれて、玲央はすっと横に視線をそらせる。

「葉山先生の後に来た先生たちはみんな教科書どおりの授業しかしてくれなくて……。それなら自分で勉強するのと変わりないから辞やめてもらっただけです」

　なぜこんなことを告白しなければならないのだろう。

　しかもこんな風に組み敷しかれた恰かつ好こうでなんて恥はずかしすぎる。

「他人の手て垢あかがついていたわけではないんですね」

「手垢って……。あっ、当たり前だよっ」

　覇は気きを取り戻もどした玲央は、思い出したようにじたばたともがいた。

　こんな男を先生と呼んで慕したっていたなんて、何も知らない子供の自分が可愛かわいそうにも思えてしまう。同じ口がひどい言葉を紡つむぐところなどこれ以上見たくはない。

　そんなことを考えると、鼻の奥がツンとしてじわりと涙なみだが溢あふれてくるようだった。

「まさか、泣いているんじゃないですよね」

　玲央の変化を敏びん感かんに葉山は嗅かぎ取っていた。さりげなく顔を隠かくす玲央の手を退けると、怪け訝げんそうにこちらを観察しているようだ。

「違ちがうっ。泣いてない」

　すんでのところで涙はこぼしていないが、声はまるで泣いているように震えてしまっている。

　けれども玲央は弱よわみを見せたくない一心で、涙がこぼれ落ちるのを堪こらえた。

「成長したのは見た目だけ、か。案外まだ子供でしたね」

　葉山はやっかいそうにそう言うと、ふうと一つため息をこぼす。久しぶりに会った玲央が予想外に幼くて、それを面めん倒どうくさく思っているようだった。

「子供じゃないっ」

「そうムキになるのは子供の証しよう拠こです。まあでも、子供じゃないと主張したいのなら……」

　なにか思案しながら葉山はうっすらと笑った。それがよくないことを考えている表情だということくらい、この短時間で学習済みだ。

（えっ……）

　襟えり元もとのボタンが手早く外される。玲央がそれを疑問に思う前に、無防備に晒さらされた白い首元へと葉山は顔を近づけた。

　唇くちびるで皮ひ膚ふの上を撫でるようにされ、ざわざわと鳥とり肌はだがたつ。意識を逸そらそうにもかなわず、玲央はくっと息をつめた。葉山はそれでも構わず愛あい撫ぶを続ける。

「つっ……」

　瞬しゆん間かん、チリッとした痛みと嫌けん悪お感が口づけられた場所から体中に広がった。

　思いがけず手が出て、葉山の頬ほおを打つ寸前であっさりと手首を掴つかまれる。

「危ないですね」

　玲央の手を押さえ込んだまま、葉山はのうのうと言う。言葉とは裏腹に、玲央の取る行動など簡単に読んでいたに違いない。

「今、なにして……」

「せっかくの容姿なのに色気が足りないようなので、色をつけただけですよ。悪くはないでしょう？　好きだった先生が相手なんですから」

「ひ、ひどい……」

　それは、屈辱以外のなにものでもなかった。

「あなたなんか、もう先生とよぶ価値はありません」

　震ふるえそうになる声を抑おさえるようにして、玲央はきっぱり告げる。

　葉山がすっかり変わってしまっていることに打ちひしがれていることなど悟さとられてはならないと、己おのれを奮い立たせた。

「相変わらず潔けつ癖ぺきで真面まじ目めですね。だったらなんて呼んでくれるんですか？」

「葉山、と。それで十分です」

　先生ではない、これは父が雇やとった使用人のうちの一人だ。

　父の事業を盾たてに付け込まれてしまっているが、心を通わすことがなければうまくやれないこともないかもしれない。

　たった一年の間だけ我慢すればいいことだ。

　自分が我慢するだけで物事が円満にいくというのなら、一年くらい耐たえることはできる。そんなことは生まれたときからトップに立つことを強しいられているのを考えれば、ほんの些さ細さいなことだろう。

「なんとでも呼んで結構。わたしが教育係だということに変わりはないですからね」

　仮にも教え子に呼び捨てにされることをなんとも感じないのか、それとも玲央の言葉などたわ言にしか思っていないのか、葉山の表情は余よ裕ゆうのまま変わることはなかった。
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　隆星学園は私立のおぼっちゃん校として有名だが、制服は意外にもシンプルでオーソドックスなブレザーだった。しかし仕立てがいいのか自然と人目を惹ひくようで、巷ちまたで秘ひそかに人気があった。

　もちろん素材も仕立ても他ほかの学校より上質だったが、なにより品格を感じさせるのは胸の真ん中で堂々と主張するネクタイだ。

　ほとんどの高校はポリエステルなどの化学繊せん維いを使用しているが、隆星のものはシルク製だった。風合いがよく高級感のある素材だが手入れが面倒で、こまめにプレスやクリーニングのできる環かん境きようにある者が身に着けなければだらしなくなってしまう。

　玲央はその性格どおり、毎日プレスのかかった制服をきっちり着込んでくる。夏であっても腕うでをむき出しにするような半はん袖そでになるようなこともなければ、わざと着き崩くずすこともなかった。

　カラーとカフスにはしっかり糊のりがきいており、ネクタイもダブルノットできっちり締しまっているが、今日は朝から鏡を見るたび首元が気になって仕方がない。

（あの人が、あんなことするから……）

　昨日つけられた痕あとは今朝になっても消えなかった。鎖さ骨こつのあたりに残るそれは、キスマークというものなのだろう。

　制服のシャツを着込んでしまえばまったく見えない場所だったが、もし誰だれかにこれを見み咎とがめられたらと思うと、朝からそわそわして落ち着かなかった。

　幸いなことに今日は体育の授業もなく、着き替がえをしなければいけない用事もない。この後招しよう集しゆうした生徒会に出ればあとは帰るだけだ。短い帰路でとんでもないアクシデントなど起こりもしないだろう。

　そう思っていたというのに──。

（身体計測があったとは……）

　新学期ということで、放課後になると身体計測が行われた。忘れていたわけではないが、例年であればもう少し先だったと記き憶おくしている。

　計測は身長と体重、そして胴どう囲いや胸囲などを測るだけの簡単なものだ。わざわざジャージに着替える必要もないと言われて安心していたが、誰もがＴシャツ姿だったので玲央もシャツを脱ぬいでその下のＴシャツ一枚になった。

　鎖骨の上にある痣あざがキスマークだなんて誰も思わないだろう。

　葉山につけられた痕がひどく気になったが、一人だけ着込んでいるのもなにか変で、そうやって自分自身に言い聞かせていたのだ。

　たかが身体計測なのに、ドクドクと心臓が高鳴り、気にすれば気にするほど首元が熱を孕はらむようだった。

　養護教員の手によって計測を終え、早くシャツを着てしまおうと思った玲央を見て、母親ほどの年ねん齢れいの彼女は言った。

「あらっ、虫に刺さされてるわよ。薬塗ぬっておきましょう」

　胸囲を測り終えて体を起こしたときにちょうど目に留まったのだろう。玲央の首筋をつつくと「ちょっと待ってなさい」と薬を取りに棚たなのほうへ行ってしまった。

「いえ、これは……」

　虫刺されではないが、違うとは言いにくい。

　そして玲央はおとなしくキスマークに虫刺されの薬を塗られるはめになってしまったのである。すごく間ま抜ぬけで情けなく、また葉山が聞いたら喜びそうな展開だと思ったら悔くやしくて、玲央はイライラした気分で保健室を後にした。

　カツカツと忙せわしなく廊ろう下かに響ひびく自分の足音に気づくと、玲央は歩調を緩ゆるめる。

　どうも昨日から自分らしくない。葉山に会ってからというもの、心が乱れて落ち着かなかった。

　こんな自分では後こう輩はいたちに示しがつかないと、途と中ちゆうの水道で顔を洗う。春先の水はまだ冷たかったが、今の玲央にはそれくらい刺し激げきがあったほうがよかった。

　気がつけば葉山のことを考えてしまう。

　昨日あれだけのショックを受けていれば当たり前のことだが、自分の心の中を葉山が占しめてしまうのはあまりいい感じではなかった。

「家庭教師、か」

　昨日、玲央は葉山から一週間の予定表を渡わたされていた。

　週三回ある生徒会活動の日以外は、玲央が帰宅したらすぐに勉強に取り掛かかることになっている。

　それは教科の勉強だけではなく、社会に出てからの素養が試ためされるようなものも含ふくまれた。

　礼れい儀ぎ作法、茶さ道どう、ダンス……。こんなことまで葉山が教えるのかと驚おどろくようなものもあったが、それは別の講師がいるようで、端はしに小さく講師の名前が記されていた。

　夕食を挟はさんでからはまた勉強の時間だ。

　教科は五教科すべてを網もう羅らしているが、本当に葉山がすべて受け持つのだろうか。小学生の時とはわけが違ちがうのだ。高校を卒業して十年近く経たつ葉山が現げん役えきの高校生に教えられるというのなら、それは素す直なおにすごいと思ってしまいそうだ。

　日曜日だけはなにもないようで、自主学習とだけ記されている。

　月曜日から土曜日までぎっしり埋うまった予定表を見て、玲央は焦あせる気持ちを感じていた。

（せめて、昨日みたいに呆あきれられないようにしないと）

　昨日の夕食後、現代文の理解の悪さにため息をつかれてしまった玲央は、今日は早く家に帰って葉山との勉強の前に自習をしておきたかった。

　しかし、あいにく今日は生徒会のある日で、生徒会主しゆ催さいの行事を三週間後に控ひかえている身としては、会を早く終わらせるなんてことできそうにもない。

「ごめん、遅おそくなった」

　生徒会室に入ると、他の役員はすべて揃そろっているようだった。

「三年生は身体計測でしょう？　平気ですよ、聞いてますから」

「あ、うん……」

　身体計測と聞いて、虫刺されの薬を塗られたことを思い出してしまった玲央はまた顔を赤らめる。

「あれ、会長顔が赤いですよ？」

「まさか、風邪かぜとか？」

　心配そうに覗のぞき込んでくる役員たちをかわして、玲央は一番奥の席に腰こしを下ろす。すると、誰かが配ってくれたのか、そこには春休みに玲央が作っていた企き画かく書しよが置かれていた。

　今生徒会が取り掛かっていることは、春一番の学校行事である新入生の歓かん迎げい会かいだった。これは毎年恒こう例れいになっている行事で、生徒会が主催する。

　隆星学園の場合は午後の授業を休講にして、教師の紹しよう介かいから、数多くある部活動の紹介や勧かん誘ゆうなどを行うのが毎年恒例だった。わりと決まりきった行事であるため企画書など必要ないような気がするのだが、玲央の性格的に紙面に表さなければ気がすまなかったのである。

「具合悪くしている暇ひまはなさそうですよ」

　副会長の岸きしは、席に着いた玲央に一枚の書類を差し出した。

「これは？」

「さっき職員室に行った際に渡されました。講堂が使えなくなったそうです」

「えっ？」

　慌あわてて書類に目を通す。

　どうやら春休み中の施し設せつ点検の際に講堂の耐たい震しん性に問題が見つかったらしい。来週から講堂は改修工事に入るようで夏まで使用することはできないと説明があった。

「講堂が使えないなら、歓迎会はどうしたらいいんだ？　それより、入学式は？」

「入学式は文化会館を借りるみたいですよ。さっき副校長が電話で掛け合っているのを聞きましたから」

「そう……」

　耐震性に問題ありとの判断を下されたのはここ最近のことなのだろう。もしかすると今日分かったことなのかもしれない。父からもそんな話は聞いていなかったし、入学式を直前にして職員も混乱しているような気がする。

　詳くわしい事情を聞きに職員室に行くべきかと思ったとき、生徒会顧こ問もんの矢や崎ざきが室内に入ってきた。

「みんな集まってるな」

　矢崎は役員の顔をぐるりと見やると、空いている椅い子すを引っ張ってきて玲央の近くに座った。彼は顧問といっても名前だけで、なにかを手伝ってくれるわけでも相談に乗ってくれるわけでもない。そんな矢崎が生徒会室にやってくるということはかなり珍めずらしいことで、みんなどこかぼんやりしながら彼の言動に注目した。

「幽ゆう霊れいでも見たような顔してるな」

「似たようなもんですよ。幽霊部員は聞いたことあるけど、幽霊顧問なんて他ほかにいないですって」

　名前ばかりの顧問ではあるが、役員から軽口をたたかれるくらいには好かれている。玲央も口やかましくされるよりは放任のほうがやりやすかった。

「どうしたんですか。わざわざ生徒会室に足を運ぶなんて」

「講堂の改修工事のことは聞いただろう？」

「ええ、たった今」

　やはりそのことかと玲央は思う。ちょうどこちらからも職員室に出向こうとしていたので、行き違ちがいにならなくてよかった。

「使用禁止が通達されたのは今日の午前中のことでな。まずは入学式の場所を確保するために右往左往していて、生徒への連れん絡らくが遅くなった」

「入学式は文化会館に変へん更こうになったんですよね」

　自分も祝辞を述べなければならないため確かく認にんしておく必要がある。玲央は矢崎に問うと「さすが情報が早いな」と少し驚かれた。

「じゃあ、歓迎会はどうするんですか？」

　生徒が主体となった新入生歓迎会は、新入生の生活が落ち着いた頃ころに開かれる。今年は四月下げ旬じゆんの予定で、あと三週間しかなかった。

「あくまで生徒会が主催だからな。おまえたちに任せる」

「は？」

　問い返すと、矢崎はそれには答えず背広の内ポケットを探さぐり出す。たばこの箱を手に取って、玲央のもの言いたげな視線に気づくと、ばつが悪そうにまたポケットに仕し舞まいこんだ。

「やってもいいし、やらなくてもいいし、やるならば自分たちで会場を探してくれ」

「自分たちでって、千人近くが収容できる会場をですか？」

　玲央は思わず声を高くした。学園に近く、全校生徒と教師が収容でき、音おん響きよう設備の整った会場を探すことは困難なように感じる。これが半年や一年後のことなら話は別だが、新入生歓迎会はあとわずか三週間後のことなのだ。

　生徒への通達や準備を考えたら、この二週間の間に見つけなければならない。

「会場なんて体育館でいいだろう？」

「うちの体育館に全校生徒は入れませんよ」

　もとから大きな講堂があるせいか、隆星学園の体育館は人が集つどうようにはできていなかった。

　そのことを知らなかったのか、矢崎は「へえ」と驚いたような声をあげた。

「まあ、そのあたりは話し合って決めてくれ」

　自分の用事は済んだとばかりに立ち上がると、なんの案も出さないまま矢崎は生徒会室を出て行ってしまった。

「……どうするんですか？」

　突とつ然ぜんのできごとに役員の誰だれもが戸と惑まどっているようだ。

「どうするって言われても、今から会場を探すなんて無む謀ぼうだよ」

　矢崎からもやらなくてもいいと言われている。学校行事が一つなくなるのは、玲央にとって好都合だった。空いた時間を勉強に充あてられるからだ。

「要は先生方や部活動の紹介ができればいいんだろう？　それなら写真入りのリーフレットでも作って配ればいいんじゃないかな」

　玲央の言葉に役員たちもうなずく。わざわざやっかいな行事をしようなどと誰も思わなかったのである。玲央が新入生歓迎会をやらない方向で考えていると知って、役員たちが安心するのが見て取れた。

　なかば無理やり役員に選出された彼らには積極性に欠けるところがあるため、なにより面めん倒どうなことを嫌きらうのだ。

　けれども玲央は、心のどこかで「それでいいのだろうか」と迷っていた。会場探しが困難なことは誰にも予想できることだが、だからといって本当にやらなくていいのかと。

「……誰か、電話帳取ってくれる？」

　とりあえず文化会館が借りられるかどうか聞くために玲央は受話器を上げた。







　やはり生徒会は長引いてしまっていた。

　自分自身を納なつ得とくさせるために文化会館に電話をかけた玲央だったが、会場が空いていないと知ってもなぜかすっきりしなかった。

　一番身近である施設に空きがなければ、それは立派な中止の理由になる。それなのに役員たちに「新入生歓迎会をやらない」とは言い切れなかったのである。

　迷うことはないはずだ。講堂が使えないのであればと生徒たちも納得するだろう。そうと分かっているのに決断できず、「少し考えさせてほしい」と言ってこの日の生徒会は解散になった。

　玲央が家に帰ったのは夕食の時間が迫せまった頃だった。

　しかし、玲央以外の誰も食堂にはおらず、みんな外出したまま帰宅していない。

　父や母がいないのは毎度のことだったが、葉山も今夜の夕食は外で済ませてくるとのことで、玲央はいつもどおり一人の食事を終えて部屋に戻もどった。

　一人ということもあって早めに夕食を済ませたため、わずか十分ほどだが自習の時間ができた。玲央は葉山が部屋にやってくる前に少し勉強しておこうと教科書を開く。

　けれども教科書の文字はまったく頭に入らず、気づけば視線は宙をさまようばかりだ。そんな自分にふと気づいては慌てて教科書に視線を戻すが、三分もするとまたぼんやりしてしまうのだった。

　どうも心が落ち着かない。こんなこと、玲央にははじめてのことだった。

　予習を諦あきらめて玲央は鞄かばんの中から書類を一枚取り出した。さきほど生徒会室で岸から渡わたされた講堂改修工事についてのプリントだ。古いながらも使い勝手のよい講堂は、ベンチ式の椅子を入れても千人は収容できる。正面には大きなステージがあって、音響や照明などの設備も整っていた。

「キャパが千人なら……」

　玲央は少し考えると、プリントの空白の部分に簡単な講堂の見取り図を描えがきだした。これと同等の設備を持つ会場が借りられないかと考えたのである。

　けれども同年代の人間と出歩くことの少ない玲央には、大人数を収容できる場所というとホテルのレセプションホールくらいしか思いつかなかった。父が懇こん意いにしていることもあり、問い合わせれば予約が取れないこともないような気がして書類の端はしにホテルの名前を書くが、ふととあることに気づく。

「いくらかかるだろう」

　場所がホテルともなれば結構な額の予算が必要だろう。文化会館にも使用料が発生するが、それはなんとか生徒会の予算でまかなえる額だった。

　けれども昨日の葉山の話を聞いてしまえば、学校の一行事に多額の予算を使うのはどうかとも思う。手段を踏ふめば予算を請せい求きゆうできそうだが、その費用は本当に必要なのかと考えずにはいられなかった。

「……わっ」

　急に人の気配を感じて、玲央は後ろを振ふり向く。

　そこにいたのは葉山で、驚おどろいた玲央は思わず非難めいた視線を投げてしまう。人から不自然に思われないよう葉山とは普ふ通つうに会話を交かわしてはいるが、二人の間には見えない壁かべが常に立ちはだかっていた。

「ノックはしたんですがね」

　じっと玲央を見返すと、葉山は抱かかえていたテキスト類を机の上に置いた。

「これは……？」

「あ、それは今日来た通達で……」

　言い終わらないうちに葉山は玲央の手から書類を取り上げた。

　興味深そうにしながら、その場に立ったまま読む。玲央の描いた講堂の見取り図も目に入っているだろう。微かすかに眉まゆをひそめて一読し終えると、そのまま玲央に書類を戻した。

「なるほど。この工事のせいで新入生歓かん迎げい会かいは中止になる、と」

「まだ中止とは決めていないけど……。そんなことまで知っているんですか？」

　たかが書類を一つ読んだだけだというのに、葉山にはお見通しのようだった。

「もちろん。あなたの動向くらい把は握あくしてますよ。それで、中止にしない理由は？」

「なんとなく……。やらなきゃいけない気がして」

　明確な理由などひとつもなくて、玲央にしては歯切れの悪い返事だった。特に葉山の前では優ゆう柔じゆう不ふ断だんなところを見せたくないというのに、うまく答えることができない。

「義務感が先立つならやらないほうがいい。失敗に終わって理事長の顔に泥どろを塗ぬるのがオチです。そんなことに時間を割さくくらいなら勉強してください」

　あっさり言われてガンとショックを受ける。特に自分の非が父の評価に繋つながるなんて自分が非難されることよりも辛つらい。しかも自分でもそう思っていただけに、簡単に打ちひしがれてしまっていた。

　けれども、そんなことは気にしていないという態度を取り繕つくろってプリントをノートの下に押しやると、澄すました顔で教科書を開く。しかしその間、葉山の顔を見ることはできなかった。

「今日は教科書を使いません。プリントを作ってきたので、そちらをやってみてください」

　問題用紙を目の前に置かれて、玲央は教科書を閉じる。そして余計なことを頭から追い出すようにしてテキスト類を机の端に押しやった。

　葉山の前で弱みを見せてはいけない。

　気を抜ぬくなと言い聞かせて問題に取り掛かかった。全問正解しないと何か言われそうで、追い立てられるように解答をはじめる。

　ところが、三問目に差し掛かったときのことだ。

「……そのやり方で、最後の問題まで解けると思ってますか？」

　冷ややかな声が斜ななめ後ろから飛んできた。

　昔もそうしていたように、葉山は玲央の思考の邪じや魔まにならないよう、問題を解いている最中は少し離はなれたところにいてくれる。けれども問題の解き方や考え方はしっかりチェックされていて、常に背中に威い圧あつ感かんのようなものを感じていた。

「え？」

　しかし、間ま違ちがいに気づかない玲央に向かって聞こえよがしにため息をつくと、葉山はつかつかと近づいてきた。その足音が玲央をビクビクさせる。

「図形の問題が苦手なのは相変わらずですね。それ、二年生の問題ですよ」

「……ちょっと間違えただけですよっ」

　玲央には珍めずらしい口ごたえを返して、いらだつ気持ちを抑おさえながら前まえ髪がみをかき上げた。

　しかし、自分でもたとえようのない焦あせりのようなものを感じている玲央には解答どころではない。すぐそばに葉山の存在を感じて、思わず昨日のことがよみがえる。

　強ごう引いんに鎖さ骨こつに口づけられたときも鼓こ動どうが聞こえるほど近くにいた。ひんやりとした印象の強い葉山なのに、これほど至近距きよ離りにいれば彼が意外と温かいことに気づかされてしまう。

　昨日気まぐれにつけられた首元の痕あとは、薄うすい皮ひ膚ふの下で熱を孕はらんでいるようだった。

（色をつけたって葉山は言ったけど……）

　それがどういう意味なのか色事に疎うとい玲央にはよく分からない。けれどもまるでそれが所有の証あかしのようだということは感じられた。

　学園も玲央も葉山の手の中にあると、この印に言われているようだ。

「微び積せきは完かん璧ぺきなのに、こんな問題もできないとは……。それで、どこが間違っているか気づきましたか？」

「う。えっと……」

　葉山に呆あきれられたように、玲央は数学においても図形の問題が苦手だった。公式を覚えていても、それを活用できなければ意味のない問題だというところが取っつきにくいと感じさせる部分だろう。

「その答えではｙ軸じく上に円は描けませんよ。有理化しなさい」

「あっ」

　ペン先でおかしな箇か所しよを指し摘てきされて、玲央は自分の間違いにやっと気づく。

「たしかに、ちょっと間違えただけの単純な計算ミスですが、途と中ちゆうで解を当てはめて、頭の中で図を描けていたらおかしなことに気づくはずです。数学はただ計算力を養うための学問じゃなくて、物事を理論だてて考える訓練でもあるんですよ。目先の方程式に惑まどわされないで、もっと広い目で全体を見るようにしなさい」

「……はい」

　わざわざ玲央の言葉を引用して当てこするように言われると、玲央もおとなしく返事をするしかなかった。すごく悔くやしいが、頭の回転も速く意地悪な葉山には太た刀ち打うちできない。

「少し頭の整理ができていないようですが、跡あとを継ついだならもっと忙いそがしくなりますからね。これくらいの問題、考えなくても解けるようでないと、社会人になったときに大した仕事もできない跡取りだなんて言われますよ。生徒会は言い訳になりませんから、そのつもりで」

　仮にも有名私立校で首席を維い持じする玲央にそう叱しかる人は少ない。また、以前の葉山だったら、うまく玲央をフォローしてくれたはずだった。

（これは、あの葉山先生じゃないんだ……）

　同じ顔をしていても、玲央が慕したっていた葉山はもういない。玲央はそのことを自分に強く言い聞かせた。

「なにか不服でも？」

「……いえ、べつに」

　淡たん々たんと玲央は答える。

　葉山が望んでいた人間でなかったとしても、玲央の苦手分野をよく知っている彼の教えはためになるだろう。最近勉強に身が入っていないのも事実だし、きっとこの問題もわざと玲央の苦手な部分を指摘するために出してきたに違ちがいなかった。

「一時中断しましょう」

「えっ？」

「気もそぞろなようですから、少し休きゆう憩けいにします。十分経たったら再開しますから、そのつもりで」

　そう言い残すと、葉山は玲央の部屋を出て行った。

「もっと広い目で、かあ……」

　葉山の言葉は勉強に対するだけのものではないような気がした。一つのことに集中しすぎて視野が狭せまくなりがちの玲央に言っているのだろう。

　ふと思い立ったように玲央はパソコンに向かうと、それを立ち上げる。そして、新入生歓かん迎げい会に関連した言葉を入れてインターネット検けん索さくをした。

　葉山からはやらないほうがいいと言われた歓迎会だが、なぜか気がかりでならなかった。問題を解いている間にも心の中を占しめてしまっていて、他ほかの学校ではどうしているのか気になってしかたがなかった。

「意外と色んなことやってるんだ」

　やはり部活動の紹しよう介かいや勧かん誘ゆうがメインのようだが、制服のファッションショーやスタンプラリー、交流のための登山を行うところもあった。その自由な発想に驚いたが、各校の特色が出ているようで見ているだけでも楽しさが伝わってくる。

　そういえば、部活動紹介に関しては隆星学園でも毎年異様に盛り上がったなと思い出す。たかだか五分の持ち時間に懸かけているような部も少なくなくて、ここから毎年のように学園の有名人が誕生する。

　そんな行事であるのに、やめてしまって本当にいいのかと疑問が湧わいた。歓迎会が中止になることでがっかりする人もいるに違ちがいないのだ。

「十分経ちましたが……」

　パソコンのモニターに見入っていると、ノックと同時に葉山が入ってくる。玲央は慌あわててウィンドウを閉じようとしたが、マウスを繰あやつる手を止められた。大きな手を重ねられて、玲央はつい肩かたを強こわ張ばらせる。

　モニターに目をやった葉山は、玲央がなにをしようとしているのか瞬しゆん時じに気づいたようだ。

「やめたほうがいいと言ったはずですよね」

　せっかく助言したのに逆らうなんて心外とでも葉山は言いたいのだろう。玲央はそれに答えることなく重ねられた手を払はらうようにすると、パソコンをシャットダウンした。

「学校行事に奔ほん走そうして成績が下がるようなことがあったら目も当てられませんが」

　それはまるで玲央には荷が重いと言っているようだった。

　軽視されたことにムッとした玲央は、話すつもりはなかったというのに、つい葉山の言葉に顔を上げてしまった。

「そんなことにはなりません」

　玲央は自分でも驚おどろくほどきっぱりと言い切っていた。

　ついさっきまであれほど悩なやんでいたというのに、今は不思議と迷いがない。葉山の言葉に奮起したと言えばそうだが、面めん倒どうなほうを選せん択たくしてしまったというのに、なんとなく心が軽くなった。

　大学受験のことを考えれば、これ以上勉強以外のことに時間を割さいている暇ひまはない。けれどもそんな状じよう況きように自分を追いやっても、間違った選択ではなかった気がする。

　玲央がきっぱり言うと、「おやっ」とわざとらしく驚きながら葉山は片眉まゆを引き上げた。

「温室育ちのあなたがそこまで言うからには、きっとなにか考えがあってのことでしょうね」

「それは……もちろんです」

　しかし、玲央には考えなどなにもない。歓迎会をやろうと決めたのもついさっきのことだ。それも葉山への対たい抗こう心がなかったとは言い切れない。

　精一杯の虚きよ勢せいを張ったつもりだった。慣れない嘘うそをついて目を逸そらしてしまいそうになるが、玲央はそれをグッと堪こらえる。

「ふうん、それはどういうものなのか興味がありますね」

　玲央を、レンズの奥の双そう眸ぼうが面おも白しろそうに眺ながめる。

　もしかすると玲央のついた嘘など葉山にはお見通しなのかもしれない。そうだとしたらやっぱり意地悪だ。

　そんなことを疑いながらも毅き然ぜんとした態度を保った。

「教育係は学校行事にまで介かい入にゆうするつもりですか？」

　その一言で葉山を退ける。言葉を返されるかと構えたが、葉山は玲央を笑っただけでそれ以上なにか言うことはなかった。

　翌日になって生徒会を招しよう集しゆうすると、玲央は新入生歓迎会をやる意向を役員に伝えた。

　昨日はリーフレットを作って済まそうとしていたというのに、一晩たったらまるで違うことを言う玲央に役員たちは目を丸くしたが、玲央の中に決意のようなものを読み取ったのか異議を唱えるものはいなかった。

「あ、じゃあ、結局会場探ししなきゃ……ですよね」

「各部にも伝えておいたほうがいいかなあ……」

　けれども、どこか白々しく感じるのは賛同しているわけではないからだ。

　役員たちにしてみれば、煩わずらわしい仕事が増えたという感覚だろう。現に玲央もそう思っていたのだから彼らを責める気持ちはない。

　ちゃんと仕事をこなそうとしてくれてはいるが、やると言い出した玲央の指示を待つばかりでなかなか積極的になってはくれなそうだった。

　なにかひとつしくじったりすれば父の顔に泥どろを塗ぬってしまう玲央とは立場が違うのだから仕方のないことだが、今はその状況が玲央を無む性しように急せき立てる。

（ぼくが何とかしないと……）

　やると決めたからには失敗は許されない。新入生歓迎会をつつがなく進行させるには彼らの協力も必要だが、自分が引っ張っていかなければと頑かたくなになる。

　そのためには、会場を探さなくては──。

　しかし、いくら考えても年度はじまりのこの時期にうってつけの会場は見つからなかった。たとえ条件に合う場所があったとしても予算という問題にぶつかってしまう。







　大口の投資を得たと葉山から聞いたのは、その日のことだった。

　それは嬉うれしい知らせだった。何億でも集められると葉山は言ったが、実際に何千万円という多額の金額を聞いて恐きよう怖ふすら覚えたものだ。葉山との約束を交かわしてから三日も経っていない。それも口約束を本物に変えてしまうなんて、葉山という男の力を見せつけられた気がした。

　そして、それ以上に気がかりなこともある。

　玲央は葉山からの援助を受ける代わりにその対価を身体からだで支し払はらうと約束した。それはやはり今夜なのだろう。

　約束をした以上それを違たがえるつもりはなかったが、どう切り出していいか分からなかった。まさかこちらからキスを誘さそうわけにもいかず、ソワソワしてしまって落ち着かない。

　隣となりに座る葉山を意識してしまい、高鳴る心音が聞こえてしまわないかと心配でならなかった。

　勉強は夜の十一時まで続いたが、勉強に集中することができず、玲央は簡単なミスを連発していた。

「今日は心ここにあらずですね」

　机の上を片付けていると、葉山は玲央の顔を覗のぞき込むようにする。思わず視線が合ってしまって、玲央はついと顔をそむけた。

「話もしたくない心境ですか？」

　玲央の態度を見て、葉山はふうっとため息をつく。

「そういうわけじゃ……」

　覚かく悟ごを決めたはずなのに、意識しすぎてしまったせいか葉山の顔すら見られなくなってしまった。どこか醒さめたようなあの漆しつ黒こくの双眸にさらされると思うと、恐おそれにも似た気分になる。

　また、白いシャツに濃のう色しよくのスーツという葉山の隙すきのない着こなしが、まるで人を遮しや断だんしているようだ。

「……では、また明日にしましょう」

　壁かべの模様をじっと見ることしかできない玲央に葉山はそう声をかけた。

「え……？」

　勉強が終わってしまえばキスを求められると思っていた。その覚悟をさせるために葉山は投資を得たことを玲央に伝えていたのではないのか。

　それなのに葉山は、椅い子すを引いて部屋を出ようと立ち上がっていた。

「待って……」

　思わず葉山を呼び止めてしまって、玲央は「しまった」という顔になる。

　なにも律りち儀ぎになる必要はない。葉山が部屋に帰るというのならおとなしく見送ればそれでいいのに。

「玲央くん？」

　しかし、呼び止められた葉山のほうこそわずかに驚いたように見えて、玲央はハッとなった。

　いったい、自分はなにをしているのだろう……。

「あ、えっと……」

　葉山を呼び止めてしまったことを後こう悔かいした玲央は、次に続く言葉が見つからなくてまたうつむいた。

「もしかして、わたしを意識しているとか？」

「そ、そんなこと……っ」

　慌てて否定しようとするが、葉山の視線が強く絡からんでごまかすことを許さなかった。まるで心など簡単に読まれてしまっているようで、これ以上言葉にならない。

「それならそうとおっしゃってくれればいいのに」

　葉山を見上げて強張る玲央の顔を、大きな手のひらがそっと撫なでる。

　幼子をあやすようなその仕草は、不思議と玲央を落ち着かせた。本当に子供だった頃ころにもそんなことをされたことがないというのに、まるでこうやって触ふれられるのを待っていたようだ。

「約束どおり、報ほう酬しゆうをいただくとしましょうか」

　艶つやを含ふくんだ美声で葉山は言った。

「これから……？」

　葉山に触れられたところから、小さなさざ波のような熱が広がっていく。わずかに視線をさまよわせると、上を向くよう顎あごを押し上げられた。

「ええ、そんなに期待されていたのではお応こたえしなければね」

　見とれるほどの顔が近づいてくる。

　いつも貼はり付けていた笑えみは薄うすれ、どこか真しん剣けんな表情にも見えた。少し怖こわくなって目を閉じると、玲央の唇くちびるに温かいものが押し当てられる。

「んっ……」

　キスだ。

　葉山の唇は薄い見た目を裏切って柔やわらかかった。

　まるで玲央の唇を食はむように押し当てては少し離はなれる。温ぬくもりが遠のくことに一いつ瞬しゆん物足りなさを感じるが、それはすぐにまた舞まい戻もどってきた。

　舌先が唇の輪りん郭かくをなぞるようにくすぐり、隙をついて口こう腔こうに入り込む。

　ちろりと舌をつつかれて、玲央は驚おどろいて体を引いた。しかし葉山の腕うでに押さえつけられて逃にげることはできず、器用な舌に搦からめとられ、甘い痺しびれが身体を走る。

　堪こらえきれずに吐と息いきを漏もらすと、葉山の舌は誘うように蠢うごめいた。いつしか自分も同じ事を葉山に返してしまっている。

「んんっ」

　息苦しいと喉のどが訴うつたえるように鳴った。長いキスに不安を感じ眉まゆをひそめると、ゆっくり葉山の唇が離れていく。

　玲央はほうっと息をつきながら睫まつげを伏ふせた。

　力が抜ぬけたように椅子の背もたれに寄りかかる。

「こ、れ……。キス……？」

　テレビで見るようなものとはまるで違ちがう。

　独り言のような問いに答える代わりに、葉山はもう一度唇を合わせてきた。吸い付くようにされて、すぐに息があがる。

「ふっ……」

　甘い吐息が唇の端はしからこぼれた。それと同時に背筋に小さな電流のようなものが這はい上がってくる。腰こしのあたりがむずむずして、自然と身体を揺ゆらしてしまう。

　そんな玲央の反応を見て葉山は舌を深く差し入れた。

　吸い上げるようにしながら舌を擦こすりつけられる。その卑ひ猥わいな行こう為いに息が熱くなり、昂たかぶったようになる体を震ふるわせた。

　じんわりとうねるようなものが体の中に生じている。それがだんだん大きくなって息苦しさすら感じるようだった。

「いいみたいですね」

　潤うるんだ瞳ひとみを覗き込んで葉山は小さく囁ささやいた。微かすかに唇を合わせたままの囁きが行為に慣れた者だと教える。

「ここも……」

　そう言った葉山は椅子に座る玲央の膝ひざを割り、股こ間かんに手を這わす。布の上から敏びん感かんな部分を撫でられて、下着をしっとり湿しめらせてしまっているのを知る。

「もうこんなにして、はしたない」

　恥はずかしさにいたたまれなくなった玲央を見て葉山は愉たのしそうに目を細めた。

　いけないことをしてしまったと玲央が身じろぐと、素す早ばやい手つきでズボンの前をくつろげてくる。下着を下げられて、反った屹きつ立りつが露あらわになった。

「やっ、な……っ」

　玲央が驚くより先に、葉山の手は中心を捉とらえた。勃たち上がった性器に指を這わせゆるりと擦り上げる。

「ご褒ほう美びはキスしかくれないつもりだったんですか？　ずいぶん冷たい人だ」

　もちろんそれは揶や揄ゆに違ちがいないが、ひどく恥ずかしくなる言葉だ。

「んん……っ」

　左右に首を振ふって拒こばむが、うまく強弱をつけて茎くきをいたぶられ、玲央は小さく呻うめくしかできなかった。先せん端たんからじゅぷっと蜜みつがあふれ出る。

「あっ」

　他人の手に触れられることはこれがはじめてで、予測のつかない動きに玲央は身を捩よじる。

　葉山の思い通りになることに悔くやしさを感じながらも、こもった体の熱を早く発散したくて仕方がない。もっと刺し激げきを欲ほつして自分から腰を揺らしてしまう。

　先端の敏感な部分が葉山の手のひらで擦すれてたまらない気分だった。

「自じ慰いもしてなさそうな顔をして、案外いやらしいですね」

「そんな……っ」

　しかし、辱はずかしめるような言葉を耳元で囁かれるとぞくぞくした快感が生じる。

　泉のようにこんこんと湧わき出るのではなく、ぐつぐつとした熱い溶よう液えきのようなものが噴ふき出てくるようだった。

「いやだ、それ……」

　熱い奔ほん流りゆうが体の中で暴れている。これほどまで強い快感をはじめて味わい、吐息とも喘あえぎともつかない声がひっきりなしに溢あふれてしまう。

　玲央は初めて知る感覚に困こん惑わくしながら手の甲こうを噛かんだ。

「ふっ、あっ、あぁ……」

「いいですよ、達いっても」

　促うながす言葉に内うち腿ももが細かな痙けい攣れんをはじめる。頭の奥が痺れておかしくなりそうだった。

「やっ、そんな……っ」

　葉山の前で吐と精せいするなんて。そんなのは絶対にいけないと思いながらも、初心者の玲央が我が慢まんするには無理があった。

　しかし、この期ごにおよんで意地を張る玲央を、半ば強ごう引いんに葉山は追い上げる。赤く熟うれた先を強く擦られて、玲央は腰の揺れを抑おさえることができなかった。

「あっ、もう……っ」

　体がピンと硬こう直ちよくする。これ以上ないほど欲望は膨ふくらんで、玲央が必死で堪える前に弾はじけてしまっていた。

「う、そ……」

　葉山の手が自分の放った精液でべったり汚よごれている。その現実を目にして、玲央は顔を青くした。

「そんなつもりじゃ……」

　出すつもりなどなかったと、大罪を犯おかした者のように萎い縮しゆくする玲央を見て、葉山はゆっくり微ほほ笑えんだ。

「いえ、よかったですよ」

　精液のこびりついた手を玲央に見せるようにすると、葉山は舌を伸のばしてペロリと舐なめる。玲央はそれを見て、自分の憧あこがれていた葉山がいっそう遠のくのを感じた。







　葉山が、あんなことを──。

　他人の手で昂められた事実を思い出すと、あまりの恥ずかしさに夜も眠ねむれなかった。

　キスどころか、それ以上の快楽も教えられてしまった。自分の手で慰なぐさめるときとは比べようもない巧たくみさに翻ほん弄ろうされて……。

「玲央くん？」

　ぼんやりしてしまっていた玲央に葉山の声が掛かけられた。椅い子すの上で小さく飛び上がったせいでテーブルが小さく揺れる。

「あ、えっ？」

　周りを見回して今が朝食の団だん欒らんの時であることを知った。テーブルの向かいには父と母の姿もあって不思議そうに玲央を見ている。

「コーヒーのおかわりはいかがかと思ったんですが、どうしました？　ぼんやりしているようですね。体調でもすぐれないとか」

　明らかに昨夜のことを思い出させるような葉山の言葉だ。両親がいる前でわざと玲央を焦あせらせて喜んでいるに違いない。

　乗せられるものかと、玲央は必死で赤くなる頬ほおを抑えた。

「別にぼんやりなんて。……コーヒーいただきますっ」

　玲央がやけのように言うと、葉山は手にしていたサーバーからコーヒーを注いでくれる。手を伸ばしてそれを引き寄せた。

「いけませんね」

「え？」

　葉山からの指導が飛ぶ。しかし、玲央には思い当たることがなかった。ただコーヒーカップに手をかけた。それだけのことなのに……。

「カップの持ち手に指を通すのはマナー違い反はんですよ。家だからといって油断しないこと」

「はい、すみません」

　持ち手に指を引っ掛けていた玲央は首をすくめた。

　頭では分かっているがついやってしまうことがある。これもそのうちの一つだ。

「それと、ティースプーンを使ったらカップの手前に置くこと。カップの向こうに置くことは汚れたスプーンを見せることになりますから、相手の方に失礼です」

「……はい」

　多少のマナーは身についていると思っていたのに、葉山には初日からこうしてダメ出しばかりされてしまっている。そこに両親がいようと遠えん慮りよすることはなかった。

　それは特にテーブルマナーが多く、葉山のあまりの細かさに一いつ緒しよに食事を摂とるのもうんざりするほどだ。

　しかし、食事は毎回一いつ緒しよが基本だった。

　忙いそがしくしている両親も、朝はなるべく一緒にしようと努力してくれていた。それは夜にほとんど家にいない罪つみ滅ほろぼしなのだと知っているからこそ、玲央も毎日頑がん張ばって朝食の席に顔を出しているのだ。

「おまえは食が細いからな。もっと食べなさい」

　さっきからサラダをフォークでつついているだけの玲央に父が言葉をかける。分かってはいるが、昨日あんなことをした相手を隣となりにして食欲が湧くわけはなかった。

　固形物は入りそうもない。けれどもなにか食べないと心配させてしまいそうで、玲央は仕方なくテーブルの中ほどにあるヨーグルトに手を伸ばした。

「あ……っ」

　軽く腰こしを上げると、臀でん部ぶをするりと触さわられる。意思を持った指先が丸く撫なでるようにしてすぐ離はなれた。

「どうかしましたか？」

　しかし、触ってきた当の本人は涼すずしい表情で玲央に問いかけてくる。さきほどマナー違反がどうのと厳しいことを言っていた人と同一人物だとは思えなかった。

「い、いいえ。なんでも……」

　両親がいる場でやめてくれと言えるわけもなく、玲央はおとなしく腰を下ろした。せっかく目の前に引き寄せたヨーグルトももうどうでもいい。

　やはりサラダと同様にスプーンで捏こねていると、今度はテーブルの下で足に触ふれられる。葉山の靴くつ先が足首からふくらはぎをつっと撫で上げ、それから上の内腿には手のようなものが侵しん入にゆうするのが分かった。

　敏びん感かんな部分を執しつ拗ように撫でられて、ぞくぞくと震ふるえにも似たものが這はいあがる。

　きつく膝ひざを閉じると逆に葉山の手を挟はさむ形になってしまい、やわやわとした刺激を送られることになる。その感覚が性器まで伝ってピクリと震えた。

「……っ」

　もう食事どころではない。両親も給きゆう仕じの者もすぐ近くにいるというのに、もし誰だれかに見られたら……。

　そう思うと余計に敏感になるのか、呼吸が荒あらくなってしまいそうだった。

「やはり気分がよくないみたいですね」

　少しうつむきがちになり、胸のあたりを押さえる玲央に気き遣づかうような声がかかる。葉山は椅子から立ち上がり、心配そうな顔で側そばに近寄ってきた。

「昨日熱心に勉強していたせいで、疲つかれがでてしまったんでしょう。わたしもつい遅おそくまで指導に力が入ってしまいましたけど」

　指導とは何のことを指すのか……。

　昨夜玲央が達したあとも、葉山は執拗なほどキスをしてきた。ついには応こたえることを覚えさせられて、恥はずかしくもねだっていたような気がする。

　ぼんやりとして覚えていないことが救いだった。

「少しお部屋で休みますか？」

　どのみち食欲はないし、こんな状態で両親の前にいられないと玲央はおとなしく頷うなずく。葉山の手を借りて立ち上がると心配する両親を残して部屋まで戻もどった。

　背後でドアが閉まった音を聞いた途と端たん、玲央は糸が切れた操あやつり人形のようにくたっとその身を壁かべに預ける。

「感じやすい人ですね。あんなにいやらしい顔をさらしてどうするつもりだったんですか？」

　背中にぴったり葉山が身を寄せてくる。官能を揺ゆさぶる声で蔑さげすむ言葉を囁ささやかれて、玲央はピクッと背筋を震わせた。

「だって、葉山が……」

「おや、反はん抗こう的ですね。口ごたえなどできないように教育してもいいんですよ？」

　葉山の指はスラックスの前たてに触れてきた。かすかに芯しんを持ち始めたものを指の腹で押しながら形をなぞる。甘い痺しびれが走り、玲央は唇くちびるを噛かんだ。

（昨日みたいに、また……？）

　瞬しゆん間かん胸をよぎったのは、恐おそれと期待のどちらなのだろう。胸が引き攣つれたようになったのは確かで、急に呼吸が浅くなる。

　そのときだった。

　コン、コン──と、ドアをノックする音がして、玲央は身を強こわ張ばらせた。

「はい」と、返事を返したのは葉山だ。なにごともないような涼しい声がドアの外に向かってかけられる。

「邪じや魔まが入ったな」

　葉山は手を放すとドアのほうに歩いていく。追い上げから解放されて、玲央はホッと息をついた。

「玲央さんが学校に行かれるのでしたら車で送ると、旦だん那なさまがおっしゃっていますが」

　ドアを開けた葉山に応対したのは長年宮前家に勤めている家政婦の一人だった。彼女が救いの神にも思えて、玲央は即そく座ざにかばんを取った。

「今……っ、今すぐ行きますっ」

　また葉山に捕つかまってしまう前に玲央は廊ろう下かに抜ぬけ出す。「待ちなさい」という声が聞こえたが玲央はそれを振ふり切って父が待っているだろう玄げん関かんホールへと急いだ。

　これ以上葉山と二人でいたくなかったのだ。

「あまり慌あわてるんじゃないぞ」

　ドタバタと一目散に階段を下りてくる玲央を父は下から見上げていた。

「すみません、つい……」

　首をすくめると、父はそれ以上何も言わずに玄げん関かん先さきに停とまっていた車に乗り込んだ。玲央も後部座席に並ぶようにして座る。

　このところずっと電車通学をしていた玲央は、父とこうして学校へ行くことが懐なつかしく思えた。小学生の頃ころはわりと車で通っていたような気がして、それはそれで楽しかったのだと思い出す。

　そういえば、電車の乗り方を教えてくれたのも葉山だった。

　玲央が電車や街並みに興味を持っていると知ると、実際に駅へ連れて行き切きつ符ぷの買い方を教えてくれた。そしてそのまま玲央を連れて学校までの道のりを共に歩きもしてくれたのだ。

　明日から一人で登校できるかと聞かれたときは、大人の仲間入りをしたようで本当に嬉うれしかった。玲央が何度もうなずくと、葉山は父に玲央を電車で登校させるよう掛かけ合ってくれもした。

　思い出さなくてもいいことまで思い出してしまい、一緒に過ごしたのはわずか一年のことだというのに葉山は予想以上に自分の人生に関かかわっているようだと気づかされる。

「どうだ、具合のほうは？」

「え、ええ……」

　まさか葉山に痴ち漢かんのようなことをされたなど言うことができるはずもなく、玲央は曖あい昧まいな答えを返した。

「葉山もああ見えて他人に厳しいところがあるからな」

　勉強のしすぎで調子が悪いのだと信じて疑わない父はそう言うが、その言葉の端はしから葉山に対する信用がうかがい知れた気がした。

「……あの、葉山先生は、前とすごく変わったように思えるんですけど」

　父の信じている葉山は虚きよ像ぞうだと、玲央に無体な真似まねを働くような人間だと教えたいがそれもできなくて、遠まわしに葉山がおかしいと告げる。

「あたり前だろう。小学生に対する態度と高校生に対する態度は同じわけがないじゃないか」

「いえ、そうじゃなくて……。なんか変というか……」

　しかし、玲央の一言くらいでは葉山への信しん頼らいがグラつくことはなく、玲央はなんと言おうか言葉に詰つまってしまった。

　もともと人の悪口など言うタイプではないので、どうしたら効果的に伝わるのか玲央が分かるわけはない。

「なにを言っているんだ。あんなにできた青年をわたしは他ほかに知らないよ。うちに来てくれないかと何度も口説いたんだがなぁ……。なんとかならんもんか」

　おそらく父は実の息むす子この進言より葉山の言葉を信じるだろう。

　そんな状態であるのに何を言っても無む駄だだということを学び取った玲央は、もう葉山の話題を口にすることはなかった。

　しかし、この車内での会話が葉山に伝わってしまったようで、玲央は家に帰るなり待ち構えていた葉山に捕まってしまい、半ば引きずられるようにベッドに転がされた。

「なっ……」

「どうやらあなたは、わたしが思っていたほど賢かしこくはないようだ。理事長に告げ口とは。そんなことをしたらご自分の首を絞しめるだけだと分からないのですか？　わたしの気分しだいで学園などどうとでもなるんですよ」

「それは……」

　父の事業を潰つぶすことなど葉山には難しいことではない。そう念を押すように言われて玲央は視線をそらす。

「まだあなたはご自分の立場というものを分かっていない。物分かりの悪い子には指導が必要ですね。そう……お仕置きです」

　葉山の瞳ひとみがレンズ越ごしに不敵に光る。まさに捕ほ獲かく者のそれだった。

　お仕置きとは、つまり──。

「ん……っ」

　問う間もなく口づけられる。激しく、そして濃のう厚こうなキスだった。

　玲央が警けい戒かいするより先に舌がねじ込まれた。乱暴に口こう腔こうを蹂じゆう躙りんされて、その息苦しさにじわりと涙なみだが浮うかぶ。

　もがいても葉山を振り切ることなど不可能で、何度も胸で細かく喘あえいだ。

「んっ……」

　激しい貪むさぼりに喉のどが鳴る。ぴちゃぴちゃという卑ひ猥わいな水音がして、羞しゆう恥ちから肌はだがざわめいた。

　快楽を教えられた体は、昨日の行こう為いを思い出して期待に震ふるえる。この先にもっと強い快感があることを知っていた。

「本当にあなたは快楽に従順ですね。これは指導なんですよ？　そんなに色っぽい顔をされたら意味がないでしょう」

　葉山の指が制服のネクタイに伸のびる。ノットに指をかけられするりと引き抜かれた。

「男の手に籠ろう絡らくされる恥はずかしさを知りなさい」

　ほどなくして玲央は、葉山に強きよう烈れつな疾やましさを植えつけられたのだった。







　それからというもの、玲央に対する葉山の行為はますます激しくなっていった。

　バスルーム、廊下、バルコニーと、どこに人目があるか分からないような場所を好んでは一方的に官能を引き出すような行為を仕し掛かけてくる。

　こんなところを家族や使用人に見られたりしたらどうしようと気が気じゃないが、葉山は常に冷静だ。自分はボタン一つ外すこともなく、乱れていく玲央をじっと観察している。

　葉山に快楽を教えられることは屈くつ辱じよくでもあるが、玲央の立場ではそれを拒こばむことなどできない。体は渡わたしても心は譲ゆずらないと思っているのに、その矜きよう持じすら手放してしまいそうになるときがある。それほど葉山の手しゆ淫いんは巧たくみだった。

「──会長？」

　玲央が何度目かのため息をついた時、心配そうな声がかけられた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　そんなに気落ちしないでくださいよ」

　生徒会役員の三み浦うらが不安そうに問いかけてきた。

　入学式は場所を文化会館に変えてつつがなく終しゆう了りようしたが、歓迎会の会場探しのほうは暗あん礁しように乗り上げた船のごとく険しい状じよう況きようにある。今もまた断りの電話を受けていたこともあって、彼はよほど玲央が落ち込んでいると思ったようだ。

「ああ、違ちがうよ。会場が見つからないことがショックだったわけじゃないから」

　準備期間を一週間とするなら、タイムリミットまであと十日ある。まだ落ち込んでいる時期ではない。

　けれどもため息をもらしてしまったのは、昨夜葉山に慰い撫ぶされた体が少々きつかったからだ。

　年の差も経験の差もあることは分かっている。

　しかし、ここまで虐しいたげられて黙だまったままでいられなかった。とはいえ逆らえる立場にない玲央は、おとなしく従うことしかできないのだろうか。

「──ああ、そうだ」

　役員に無駄な心配をかけてはいけないと玲央は明るい声を出した。

「映研のコンテスト作品はできあがったの？」

「まだみたいですよ」

　しかし、三浦は残念そうに言葉を返す。

　隆星学園の映画研究部は全国でも名前が通っており、コンテストでも常連組にある。今も新しい作品を作っているみたいだが、それが歓かん迎げい会かいの日までに出来上がるなら、特別にその作品を上映するつもりでいた。

　生徒の中でも楽しみにしている者は多く、そのためにも歓迎会はやらなければと思う。

「この間聞いた話では、監かん督とくがラストに待ったをかけているみたいで……」

「間に合うのかな」

　心配でもあるがそわそわするばかりでなく、できたばかりの作品が見られるかどうかわくわくしている。歓迎会に間に合わないかもしれない。そんな状況にあったら絶対に苛いら立だっていただろうに、今はなぜか頑がん張ばれと応おう援えんしたくなるのだ。そして、それと同時に自分も頑張らなければと思う。

　こんな風に考えることなど初めてだった。

「うーん。イメージが浮かべば作業は早いっていう話は聞いていますけど。なにしろ、あの部長さん鬼き才さいですから。ただ、追い詰められないとなにも浮かばないタイプらしいです。そこが最大の弱点なんですけどね」

「弱点……」

　三浦の言った言葉が玲央には少し気になった。

　才能のある人にも弱点はある。彼はそう言っただけなのに……。

「三浦の弱点ってなに？」

「ぼくはいっぱいありますよー。好き嫌きらいは多いし、低血圧だし、極きわめつきは音おん痴ちなんです」

　思わず玲央はプッと吹ふき出してしまう。三浦には悪いが、その弱点が情けなさすぎる。

「ひどいな、そんなに笑うことないじゃないですか」

「ごめんごめん」

　笑いながら玲央は、葉山に弱点はないのかと考えた。身辺を探さぐれば人に知られたくないことのひとつやふたつ出てきたりしないだろうか。

　もしそれを知ることができれば、弱みを握にぎったことになる。場合によっては葉山の言いなりにならなくても済むのだ。

　そう思ってよくよく考えてみれば、葉山に秘密は多そうだった。

　学校に行く玲央と同じような時間に家を出て、帰りは玲央より遅おそいこともある。一日中家にいるようなことは稀まれだった。

　一体、どこでなにをしているのだろう。こっそり跡あとをつけて行けば、意外なことが知れたりできないだろうか。

　そう考えたときにはもう玲央は決心していた。葉山の弱点を掴つかんでやることを。







　そして学園が休日の土曜日。

　茶道の稽古が講師の都合で休みになった玲央は、部屋で自習をしていたが、隣となりの部屋のドアが閉まる音を合図にして、玲央もするりと部屋を抜ぬけ出した。

　今日は珍めずらしく葉山は朝から家にいたようだが、これから出かけるらしい。玲央はその葉山を尾び行こうするつもりでいた。

　出かけるとしたら葉山は自分の車だ。

　無む駄だに広い敷しき地ちの宮前家では、車庫に車を取りに行くのに時間がかかってしまう。それを見み越こして玲央は素す早ばやく家を出ると、門の前でタクシーを一台拾った。

「すみません、その先でちょっと止まってください」

　しかしあまり走らずに、路上駐ちゆう車しやしていたトラックの向こうに一いつ旦たん停車させる。運転手になにか言われるかと思ったが、一いつ切さい事情も聞かず玲央の指示通りにしてくれた。

　玲央はシートに身を潜ひそめて車の流れをうかがう。家に面した国道は三車線のせいで一方にしか出ることができないのだ。つまり、玲央が今待ち伏ぶせしている方向に必ず葉山はやってくる。

　そう考えていると、すぐ脇わきをよく見知った車が通った。

　──葉山だ。

「運転手さん、今のボルボ追ってください」

　黒い外国車を玲央が指で示すと、タクシーはするりと車線に出た。幸い信号にも引っかからず、葉山の車は五台ほど先に見える。

　道が空いていることもあって、葉山の車は見失わずに済んだ。どこを目指しているのかよく分からないが、都心に向かっていることだけは分かる。

（デートだったりして）

　これから恋こい人びとを迎むかえに行くのかもしれない。映画を観みて、食事をして、その後は……自分にしたようにベッドに押し倒たおしたりするのだろうか。

　葉山に釣つり合うような女性をつい想像してしまう。モデル風の美女と並ぶ葉山の姿を思い描えがいて、ぶんぶんと頭を振ふった。

「お客さん。駐車場に入るみたいですよ」

「えっ？」

　声をかけられて前方を見ると、葉山の車は老舗しにせホテルの駐車場に入っていくところだった。

　要人の接待に使われるような高級ホテルだ。父がオーナーと仲がよく、学園の行事でもなにかと使われることが多い。

「あ、じゃあ、駐車場の手前で停とめてください」

　玲央が目で追っていると、葉山の車は車寄せに向かわず駐車場の空いているスペースに滑すべり込んだ。そして、車から降りた葉山は正面エントランスへと歩いて行った。

　玲央は代金を支し払はらいタクシーを降りると、葉山を追うように正面からホテルに入る。

「えっと……」

　しかし、周りを見回してみたところ、そこにはもう葉山の姿はなかった。

　ここまで来て見失ってしまったのだろうか。せっかく順調につけてきたというのに、これでは困ってしまう。

　玲央はロビーラウンジやショップの類たぐいを端はしから見て回った。葉山の漆しつ黒こくの髪かみとスマートな体たい躯くはとても目を引く。遠目であってもあれほど目立つ男を見つけられないわけはないと思った。

　しかし予想外に見つからず、玲央はホテルの一階を周回しただけでまたエントランスへ戻もどってきてしまっていた。

　もう一度ショップを見て回るか、それとも二階のレストランへ行ってみるか、そう考えていたときだ。

「あ、いた……」

　何度か視線をさまよわせては、ラウンジの奥の人ひと影かげに視線を留める。葉山の姿を確かく認にんすると、咄とつ嗟さに観葉植物の陰かげに身を隠かくした。

　葉山は一人ではない。一いつ緒しよにいる相手はこちらに背中を向けていて顔が分からないが、女性だということが分かった。

（思ったとおりだ）

　やはりデートのようだと思うと面おも白しろくない気分だった。せっかく跡をつけてきたというのに、葉山のデート現場を目もく撃げきしなければいけないなんてばかばかしくもある。これから二人でどこへ行くのか分からないが、これ以上見ていても仕方がないだろう。

　玲央はマークしていた視線を外すとラウンジに背を向ける。そのままホテルを出て家に帰ろうと、地下鉄の駅に近い出口へと足を向けた。

　行きは尾行のためにタクシーを拾ったが、帰りは会場探しのヒントを得るために、この界かい隈わいをぶらぶらしようかなどと思っていたときだ。

「玲央くんじゃないか？」

　声を掛かけられて振り返ると、そこにはこのホテルのオーナーである斉さい藤とうがいる。

　世界の主要都市にホテルチェーンを展開する彼がこの場にいることは珍しかった。見た目にも貫かん禄ろくのある彼はかっちりとしたスーツをまとって、いかにも責任者のようなオーラを放っている。外見だけではなく経営者としても辣らつ腕わんで、アメリカの経済誌に取り上げられたこともある。

「ずいぶん大きくなったね」

　斉藤は玲央の背せ丈たけを自分と比べながら親しげに肩かたをポンポン叩たたいた。

　父と旧知の仲である斉藤は、玲央のことも幼い頃ころから知っている。しかし久しぶりに対面した玲央がすくすく成長している姿を見て驚おどろいているようだった。

「もう高三になりましたから」

「早いもんだなあ。こんなに立派になってはお父さんも鼻が高いだろう」

　玲央を見る目が細められた。類たぐい稀まれな経営の手しゆ腕わんを持つ斉藤は財界でも厳しいことで有名のようだが、玲央にはいつも優やさしくしてくれる。それは斉藤にも玲央と同じ年とし頃ごろの子供がいるせいもあるようだ。

「今日はお父さんと一緒？」

「ここにはぼく一人です。父はいま出張で九州のほうに行ってます」

「そうか。それなら近々お宅にうかがうから、よろしく言っておいてくれないかな」

「はい、ぜひ。父も喜ぶと思います」

　朗ほがらかに答える玲央に斉藤も好感を抱いだいたようで、皺しわを刻んだ口元がほころぶ。しかしふと腕うでの時計に目をやった。

「すまない、あまり時間がないんで今日は失礼させてもらうよ」

　斉藤はそれだけ言うと、会ったときと同様に玲央の肩を叩いて立ち去っていった。

　さっそうと歩く後ろ姿を、玲央は静かに見送る。五十代という年ねん齢れいにもかかわらず意欲に溢あふれていて、自分も見習わなければと思った。

「……こんなところになにかご用ですか？」

　しばらくその場に立ち尽つくしていると、ポンと背後から肩を叩かれた。

「は、葉山っ」

　さっきラウンジで確認した相手が、今目の前にいる。まさか尾行していたことはばれていないだろうが、つい気まずそうな表情をしてしまった。

　取り繕つくろうように慌あわてて笑うと、必死で会話の糸口を探す。

「一人？　誰だれかと待ち合わせとか？」

　不自然にならないようこっそり周囲を確認してみたものの、連れの女性らしき相手は見当たらなかった。

「待ち合わせというよりは、待ち伏ぶせですね」

「待ち伏せ？」

　少し言葉が変わっただけなのに、大きく印象の変わる言葉だ。不ふ穏おんな響ひびきに玲央は眉まゆをひそめる。

「ええ、聞き分けの悪い教え子を一人」

「えっ……？」

　それが自分のことだと気づくのに時間はかからなかった。きっと葉山は玲央につけられていることなど承知だったのだろう。分かっていて女性と一緒にいたし、こうして玲央にも声をかけたのだ。いちいち葉山に確認しなくとも、含ふくんだような微び笑しようを見れば分かる。

　くるりと背を向けようとしたが、それより早く腕を取られて引っ張っていかれる。まるで非行少年を連行しているようだ。

「わ、分かった。ちゃんと歩くから、引っ張るのはやめて」

　そう訴うつたえると、腕の拘こう束そくが少し緩ゆるんだ。歩みも少しゆっくりになったようだ。それにしても腕を取られたままで少し恥はずかしいが、引きずられるよりはましだろう。

　葉山は玲央を連れてエレベーターへ乗り込むと、一番奥に陣じん取どった。

「どこへ？」

　他ほかの客の手前小声で問うと、「着けばわかります」というそっけない返事を返される。エレベーターは上じよう昇しようし、途と中ちゆうで何人かの客を飲み込み吐はき出しながら十階に到とう着ちやくした。

「降りなさい」

　もう逃にげられることはないと踏ふんだのか、葉山は拘束していた手を放し、エスコートするように軽く玲央の背中を押した。

　客室しかないフロアだ。長い廊ろう下かを同じようなドアがずらりと並んでいる。その突つき当たりの部屋の前で葉山は立ち止まった。

「泊とまるつもりだったんですか？」

　上層階の角部屋なら特別な部屋だろう。わざわざそんな部屋を押さえるような相手は恋人としか思えない。

「誰かと一緒なら、ぼくはもう、これで……」

　さっきラウンジで見かけた女性が、このドアの先にいるかもしれない。そう思うと絶対に顔を合わせたくなくて葉山の腕を振ふり払はらおうともがく。

「わたし一人ですよ。一緒の誰がいるというんですか」

　葉山は力ずくで玲央を部屋の中に押し込むと、さりげなくドアの前に立って玲央の行く手を塞ふさいだ。

「だって、ラウンジで……」

　女性と会っているところを見たと告げようとして言葉を飲み込んだ。これでは相手のことを気にしているようで、思わぬことを告げてしまっている。

　普ふ段だんであればこんなミスはしないのに、葉山を前にするとどうしても冷静ではいられなくなってしまう。

「わたしのことを監かん視しして楽しいですか？」

「えっと……」

「あれはわたしの部下です。わたしに代わってやらせている仕事があるので、その報告を受けていたところですよ。まさか恋こい人びとか何かと勘かん違ちがいしたんじゃないでしょう？」

　よほどおかしいのか、葉山はククッと笑い出した。

「最近わたしの周りをコソコソ嗅かぎまわってる者がいたのは知っていましたからね。誰がつけているのか知りたくて泳がせていたんですよ。それがこんな可愛かわいいネズミだったなんて……」

　つまりは葉山の手の上でうまく転がされていたということだ。わざと人目のあるところで女性と会っていたのかもしれない。

　玲央の顔色が変わるのを見て、葉山は満足そうな笑えみを浮うかべた。

「うそでしょう？」

　そういえば、やけに尾び行こうしやすいと思っていた。運転手の腕がいいせいかと思っていたが、葉山がほどよい距きよ離りを保って運転していたのかもしれない。

「あなたは、よほどわたしにお仕置きをされたいようですね」

　玲央は「お仕置き」という言葉を聞いて身をすくめた。あの甘い責め苦にはどうも慣れそうもない。それならまだ痛みのほうがどれだけマシかと思う。

「奥に行きなさい」

　示された先にはダブルサイズのベッドがあった。玲央が躊ちゆう躇ちよして立ち止まってしまうと、葉山はベッドの端はしに腰こしをかける。再度呼ばれて、玲央は葉山の側そばに近寄った。

「ここに座りなさい」

　腕を引かれて葉山の足元に正座をする。

　お仕置きと聞いて性的指導なのだと信じて疑わなかったが、今日は純じゆん粋すいに説教のようだ。

　──そう思ったのは、ほんのわずかの間のことだった。

「そのお口でわたしを達いかせられたら、許してさしあげますよ」

　玲央の唇くちびるを葉山の指先がすうっと辿たどる。

「なっ……！」

「今までわたしはあなたに甘すぎたようだ。自分の置かれた状じよう況きようを思い知りなさい」

　葉山がうっすらと笑いかける。

　慌てて身を引こうとするが、葉山の手は玲央の肩かたを押さえて逃げる隙すきを与あたえなかった。それどころか葉山の長い脚あしに搦からめとられて身動きすらできない。

「嫌いやだというのなら、逃げても構いませんよ」

　ゆったりとした声で言われて、玲央はすぐさま抵てい抗こうをやめた。

　今この場から逃げることはできるかもしれない。しかし、逃げ出せばもっと恐おそろしいことが降りかかるのだろう。

　玲央だけでなく、父や母にも──。

「さすが、お利口ですね」

　玲央の判断を気に入ったように葉山は微笑んだ。そして、脚の締しめ付けを少し緩めると、玲央の体を腿ももの間へ引き込む。

「では、ベルトを外してもらいましょうか」

　玲央は震ふるえる指でバックルに手をかけた。ぎこちない手つきでそれを外す。無言で先を促うながされ、スラックスのファスナーを下ろした。

　けれど、そこからが踏み出せずに指先を引っ込めてしまう。

「あなたの覚かく悟ごはそこまでですか」

「……っ」

　分かってはいるが、下着に手を伸のばす勇気はない。

　まごまごしている玲央を見やって、葉山は自らペニスを取り出した。

　至近距離で他人の性器を見るなんてはじめてのことだ。同じ器官を持っているはずなのに、葉山のそれは玲央のものと違ちがって雄お々おしい感じがする。

「どうしました？」

　怖おじ気けづいた玲央を冷やかすような声に煽あおられて顔を上げる。

　これくらいなんでもないと言い聞かせながら、玲央は恐おそる恐る陰いん茎けいに手を触ふれた。

　どうしたらいいのか分からずしばらく指先で弄もてあそんでいるだけだったが、意を決した玲央は手を筒つつ状じように形作ると上下に揺ゆすりあげてみた。拙つたない手しゆ淫いんであるが、葉山は少しずつ力を漲みなぎらせ玲央を安あん堵どさせる。

　それはいつも葉山からされることを思い出しながらの行こう為いではあるが、手て馴なれた葉山と同じように自分ができるとは思えない。不安ながらも早く達かせなければと必死だった。

　ちらりと葉山に視線を上げれば、獰どう猛もうな光を宿した瞳ひとみで見返される。

「下手ですが、それが逆にいいのかもしれませんね」

　褒ほめられたわけではないのにその言葉に勇気づけられて、玲央は行為に没ぼつ頭とうした。

「口で──」

　言われるまま唇を軽く触れさせる。すると葉山はヒクッと小さな反応を返してきた。思い切って先せん端たんを口こう腔こうに含ふくんでみると、独特の味が口の中に広がった。湿しめった口腔に誘さそい込まれて、葉山の陰茎はぐんと嵩かさを増したようだった。

　慣れない口淫にもそれなりに満足しているのか、叱しつ咤たする声はない。口腔に含んだものもぐんと硬かたくなっている。

　懸けん命めいに舐なめ続けていると、時々葉山の息が跳はねるのが分かる。このクールな男を自分が乱れさせているのだと思うと悪い気はしなくて、あれほど嫌だと思った行為に不思議と積極的になっていく。

　快楽を押し殺すような葉山の姿が壮そう絶ぜつに色っぽい。男らしい色気というものがあるということを玲央ははじめて知った。

　色事に手馴れたような男の感じ入る声を聞くと、玲央はなぜか自分の体が興奮してくるのを感じるのだった。







　ふと目が覚めて、玲央は自分が葉山の車にいることを知った。

　後部座席から外に目をやると星空が見える。

（もう夜、か……）

　玲央に口淫を強しいて、そのお返しとばかりに手で達かせた葉山は、玲央を一人で追い返すこともそのまま泊とまることもせず家に帰るようだった。

　強きよう烈れつな快楽を与えられた体はそのままベッドに臥ふしてしまいたい気分だったが、それでは葉山に屈くつしたようだと自身を奮い立たせた。

　もちろん玲央は重い体を引きずるようにして車まで自力で歩いたが、後部座席に押し込まれるなり糸が切れたように眠ねむってしまったらしい。ほんの数分のことのようだが、部屋での慣れない行為とここ数日の忙いそがしさもあってかなり疲つかれてしまっていたのだろう。

（あんな顔もするんだ）

　いつも冷ややかな葉山に欲望の色が乗った表情は、見てはいけないもののようだった。

　手順すら分からずただ唇で擦こすり上げただけの行為なのに、葉山は深くなにかを感じ入るようにして、そして果てたのだ。

　そんな顔を自分がさせたなんて、不思議な気分でもあった。

　なにがあっても動どう揺ようも見せなさそうな葉山が自分の施ほどこす口淫で息を荒あらげたことは、玲央の中で何かが覆くつがえった瞬しゆん間かんだった。

　ただ葉山に強要されているだけではない。

　そう思うと、その後に与えられた愛あい撫ぶをこれ以上なく素す直なおに受け入れてしまっていた。

　考えてみれば、再会してからというもの冷ややかな目で自分を見る葉山以外を玲央ははじめて見た気がする。

　玲央が知らないだけで、葉山は特別冷れい徹てつな人ではないのではないか。

　そうでなかったら、学園を救ってくれると言い出すだろうか。たとえその見返りに身体からだを要求したとしても。

（……ぼくは、なにを期待しているのだろう。昔の先生とは違ちがうのに）

　そこまで考えると、玲央は自分の考えを否定するように頭を振ふった。







「入りますよ」

　二度のノックの後、葉山は玲央の部屋に入ってきた。

　昨日と同様、日曜の今日もどこかへ出かけていると思っていたのに、いきなり顔を出されて玲央は少し驚おどろく。そのときインターネットを駆く使しして会場探しをしていた玲央は、さっとウィンドウを別のものへと切り替かえた。

「顔色が悪い。日曜くらいのんびりしたらいかがです」

　朝からずっと部屋にこもっている玲央の様子を見にやってきたらしい。普ふ段だんは厳しくうるさいくせにおかしなことを言うなと思う。

「困っていることがあるなら、そうと早く言えばいいのに」

　パソコンに目をやりながら葉山は言う。隠かくそうとしても玲央がなにをしていたのかなんて分かっているようだ。

「べつに、そんなことは……」

　この有能な男ならば、玲央の悩なやみもすぐに解決できるかもしれなかった。けれども葉山の反対を振り切って新入生歓かん迎げい会かいをやると決めた以上は頼たよることはできない。そうでなくても葉山に泣きつくような真似まねはできることならしたくなかった。

「だから言ったじゃないですか。義務感ならやらないほうがいいって」

「そんなの分かってるっ」

　葉山の言葉が玲央を苛いら立だたせた。

　はじめはそうだったかもしれないが、今は違う。学校行事の中の一つが中止になったからといって困るものは誰だれもいないだろう。けれども期待を胸に高校へ進学してきた彼らに一冊のリーフレットを渡わたすことで挨あい拶さつに代えるのはどこか味気ないと思う。

　小さな行事だからこそ玲央が頑がん張ばらなければ実行できないのだ。自分がやらなければはじまらないというところに玲央はなんらかの意味を見み出いだしたような気すらしている。

「あ、ごめんなさい……」

　カッとなってしまった自分に玲央はすぐ気づいた。

　そして、自分の八つ当たりを素直に認めて謝る。自分の無能さを葉山にぶつけて何になるというのだろう。

「まったく、しょうのない人ですね」

　ため息まじりにそう言われて、玲央は恐る恐る顔を上げた。

　子供じみた玲央の行動をきっと葉山は嗤わらっていることだろう。指導だと言って無体なことをするのかもしれない。

　しかし、見上げた先の葉山の顔に侮ぶ蔑べつの色はなく、ただ憮ぶ然ぜんとして自分を見返しているだけだった。

「ちょっと付き合ってもらいますよ」

　葉山は玲央の腕うでを取ると、パソコンの前から強ごう引いんに体を引き剥はがした。

「なっ、なに……？」

　どこかに行くつもりなのだろう。まだやることがあるのに困ると抵てい抗こうする。

「おとなしくなさい」

　ピシャリと言われて玲央は口をつぐんだ。葉山の命令に逆らわないほうが身のためだということは十分すぎるほど知っている。

　急に静かになった玲央をぐいぐい引っ張るようにして、葉山は外へと連れ出した。

　一歩屋や敷しきの外へ出ると、降り注ぐ太陽の光が玲央を迎むかえるようにきらめく。

「うっ」

　その強い光線に一いつ瞬しゆん目を閉じるが、キラキラした光を浴びると、正体の分からないもやのようなものがすうっとひいていくようだ。

　この間まで少し肌はだ寒ざむい春だったというのに、いつの間にか緑があおあおと濃こくなり、活力に満ちた季節へ変わろうとしていた。

「気持ちいい」

　屋敷の前庭はちょっとした公園のようだった。整備されてはいるが、様々な木々が季節によって違ちがった顔を見せてくれる。ここのところ自分のことばかりで、その様相が変わろうとしていることに玲央は気づきもしなかった。

「少し遠出しますよ」

　そう言って葉山は玲央を車の後部座席に押し込むと、エンジンをスタートさせた。

　どこへ行くのか尋たずねても「着けば分かります」と言って教えてはくれない。何度もしつこく尋ねる玲央ではなく、車窓からの景け色しきが変わるのを眺ながめていた。

　そういえば、昔も車で葉山に色んな場所へ連れて行ってもらった。

　今にして思えば、免めん許きよを取ってそれほど経たっていないはずなのに葉山の運転はとても上手で、どこかへ出かけた帰りは必ずといっていいほど遊びつかれて眠ってしまった。それくらい安心していたのだ。

　そしてその頃ころは今と違って必ず助手席に座っていた。後部座席は広くてシートもゆったりしているが眺めはさほどよくない。ためらうことなく助手席に乗れた子供の自分が少し羨うらやましくもあったりした。

　車は一時間ほど国道を走り、いくつも景色を変えてきた。灰色の多かった都心から青空が見えるようになった郊こう外がい、そして今は緑の中ゆるやかな山道を登っている。この道に玲央は覚えがあった。

「ここ……？」

　かつて葉山と何度も通ったことのある道だ。この山頂には山の斜しや面めんを生かした野外美術館があって、玲央は葉山にせがんで連れてきてもらっていた。

「ここに来れば、あなたはご機き嫌げんでしたね」

「そんなこと……」

「ありますよ。テストで思うような成績を残せなかったときや友達と喧けん嘩かしたときも、ここに来たいと言ったでしょう」

　きっぱりと断言されてドキッとする。

　子供の頃から周囲の期待の大きかった玲央には悩みごともたくさんあったが、一つも葉山に相談したことはなかった。明るく振ふる舞まっていたつもりだったというのに、葉山にはすべてお見通しだったというのか。

　葉山の心情を読み取るようにそっと顔色をうかがうが、体温の低そうな憮然とした表情からはなにも分からなかった。

「着きましたよ」

　六年ぶりに訪おとずれるその場所は、ただただ玲央を懐なつかしくさせた。

　小高い場所にあるエントランスから下方に向かってなだらかな斜面が広がっており、目の前に見える限りの場所すべてが美術館になっていた。彫ちよう刻こくやモニュメントなどが景観に溶とけ合うように配置されて、そのすべてに触ふれてもいいことになっている。

　この作品から作品の間を葉山の腕を引いてよく連れまわしたものだ。

　芸術に興味があったこともあるが、これほどの開放感の中で人目を気にすることもなく、年相応の子供らしくはしゃぎまわれることが玲央には嬉うれしかったのだ。

　自分のことを知っている者は葉山以外に誰もいない。常に御おん曹ぞう司しや跡あと取とりという目で見られている玲央には唯ゆい一いつ息を抜ぬける場所だった。

「そちらではありませんよ」

　懐かしくなって遊歩道に出ようとした玲央は、後ろから葉山に呼び止められる。

「えっ？」

　過去に何度かここを訪れたときは必ずといっていいほど真っ先に遊歩道へ出て、点在する彫刻や彫像などを見て回ったものだ。そのパターンを覚えていた玲央は少し怪け訝げんな顔つきになって葉山を見る。

「外の散策は後にして、今はお茶にしましょう」

「う、うん……」

　こんな誘さそいははじめてで、玲央は返事につまりながらうなずいた。エントランスの脇わきにティーサロンがあることは知っていたが、開放的な丘おかに出るのが好きだった玲央は一度も立ち寄ったことはない。

　くるりと踵きびすを返した葉山の背中を追った。

「なんでわざわざここに？」

「最近ここで日曜だけサロンコンサートを開いていると聞いて、見てみたくなったんですよ」

　ティーサロンの入り口に貼はってあったポスターを葉山が指差す。美術や音楽に興味があると思えないが、そう聞いたとしても本当のところは素す直なおに教えてくれないだろう。そう思ってこれ以上問うことを諦あきらめる。

　葉山にエスコートされる形で店内に足を踏ふみ入れると、紅茶やハーブの馨かぐわしい香かおりが鼻をくすぐった。

「いらっしゃいませ」

　迎えに出た店員にサロンコンサートを聴ききたい旨むねを伝えると、店内を突き進んで奥にある出入り口から外に案内された。向かいにはティーサロンと並列して現代アート館が建っていて、ここは建物の間にできた中庭のようだった。

　そこにもテーブルや椅い子すがならんでいることから、外でもお茶を楽しめるのだということが分かる。今日はサロンコンサートにつられてか、店内よりも外のほうが客足は多い。

　中央にしつらえられたステージからはバイオリンの音色が聴こえた。

　クライスラーの『愛の喜び』が軽かろやかに響ひびいていて、その澄すみ切った音色に耳を傾かたむけているだけで悩なやみなどどこかへ消えていくようだった。

「あなたも昔やってましたよね」

　いちばん後ろのテーブルに着くと紅茶を二つ注文する。

「卒業と同時に止やめたけど。ついでにピアノも」

　教養とばかりに色んなものを習っていたが、そのほとんどは小学生で止めていた。今ならバイオリンやピアノの楽しさも分かるかもしれないが、玲央には辛つらい練習の記き憶おくばかり残ってしまっている。

「それより、こんなところがあったんだね」

　郊外の美術館らしく広大な自然や空間を有効に活用していてとても心ここ地ちがいい。こんな場所で綺き麗れいな音楽を聴きながら紅茶が楽しめるとはなんて贅ぜい沢たくなんだろう。

「なにか気づきませんか？」

　運ばれた紅茶に口をつけて葉山は尋ねてくる。

「え？」

「ここは温室なんですよ。最近改装して、中庭だったところを温室にしたんです」

「へえ……」

　温室にありがちの亜あ熱ねつ帯たい的な植物がないせいで気づかなかったが、よく見れば辺りは緑に囲まれている。上を見ると天てん井じようはガラスで覆おおわれていた。

　かすかに残ざん響きようがきついのはそのせいだろうか。

「ここを改装するにあたって、隆星学園の中庭を視察しに来たと聞きましたよ」

「えっ？」

　驚おどろいて葉山を見る。そう言われてみれば、ステージがあるのは学園の噴ふん水すいにあたる部分だし、天井も開閉式なのだろう。年間を通じて高い室温にしていないから亜熱帯植物が少ないのだ。

「ああ……、失礼」

　何か言いたそうにする玲央を手で止めると、葉山はポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。バイブ機能にしていたようで、微かすかにブルブルいう呼び出し音が聞こえる。

「ちょっと席を外します」

　ここで話すのはマナー違い反はんと考えたのか、それとも玲央に聞かれたくない話でもあるのだろうか、葉山は電話を手にしながら店内に入っていった。

　演奏中とはいえ多少の私語は交かわしても構わないようで、客たちは和なごやかに歓かん談だんしている者も多い。少しであれば電話も大だい丈じよう夫ぶそうだった。

　これまでに葉山が玲央の前で電話をしていたことは何度かあったが、特に隠かくすような話など今までしていたことはない。聞こえたとしても専門用語ばかりで、玲央などほとんど意味も分からないことばかりだ。

　それが、今日に限ってあんな態度を取るとは……。

（やっぱり、恋こい人びとかな……）

　そう考えると納なつ得とくがいく。昨日会っていた女性は部下だと葉山は言ったが、恋人のいる可能性まで否定したわけじゃない。

　それならば厳しい顔ばかりを見せてきた玲央に恋人との会話など聞かれたくはないだろう。もしかしたら、こちらが恥はずかしくなるくらい優やさしい表情をするのかもしれない。葉山をそんな風にしてしまう相手がなんだか羨ましくも思う。

　突とつ然ぜん一人にされてしまった玲央は、急な心細さを感じていた。

　ややあって葉山は戻もどってくると、ぼんやりしていた玲央を外に誘い出した。コンサートはまだまだ続くようだったが、それももういいのだと言う。

「だって、コンサートが見たかったんじゃ……？」

「ええ、だからもう見たからいいんです。それより右から回るコースでしたね」

「えっ？　あ、うん」

　野外の丘を一周ぐるりと巡めぐらされた遊歩道は、右からも左からも好きなように歩いて回っていいことになっているが、自分でも忘れていたような好みを葉山が覚えていてくれるとは思ってもいなかった。

　そして、葉山も一いつ緒しよに回ってくれる気があるのだと知って少し驚いている。

　もう子供ではない自分には引いん率そつもいらないし、何度も来ている葉山もいまさら興味はないだろう。あのままコンサートが終しゆう了りようするまでティーサロンにいても構わないのだ。

「どうしました？」

　まじまじと葉山を見る玲央を、端たん整せいな顔が見返してくる。

「う、ううん」

「それならさっさと行きますよ」

　背中を押されて歩くよう促うながされた。強ごう引いんすぎないリードで遊歩道を歩き始める。

　慣れたようなその手つきが気にならないといえば嘘うそになるが、実際に人を──女性をリードすることに慣れているのだろう。

　これほど仕事のできて顔もいい男がもてないわけがない。色事にも長たけているようだし、恋人の一人や二人いても不思議ではなかった。

「危ない」

　玲央がぼんやりしていると、腰こしのあたりをグイと引き寄せられる。前からすごい勢いで突とつ進しんしてきた子供とぶつかりそうになったのだ。

　急なことに足元がもつれ、まるで葉山の体に体当たりするような体勢になってしまった。バランスを取ろうともがいた手が葉山の顔に当たり、眼鏡めがねが弾はじけ落ちる。

　あっと思ったときには、地面に落ちた眼鏡を玲央の足が踏み潰つぶしてしまっていた。

「えっ……」

　パリンという音と共に、眼鏡のフレームがひしゃげ、レンズにひびが入る。玲央は慌あわてて拾い上げるが、もう使い物にはならなそうだった。

「ご、ごめんっ！」

　大変なことをしてしまったと青ざめた顔で葉山を見るが、しかし葉山は動どう揺ようした様子など少しもなかった。玲央の手から破損した眼鏡を取り上げると、壊こわれ具合を観察するようにしてから上着のポケットにしまう。

「べつに構いませんよ。それより怪け我ががなくてよかった」

「えっ？」

（よかったって、誰だれが……？）

　怪我がなかったことに安心しているのは玲央のことなのか、それともさっき突進してきた子供のことなのか。どちらのことだろうと玲央は思うが、しかし言葉にして問うことはためらわれた。

（べ、別にそんなのどっちでも構わないって）

　怪我がなくてよかったのは両者に言えることだ。それなのに、この一言になぜひっかかってしまうのだろう。そんなことにこだわる自分をバカバカしいと玲央は首を振ふる。

「よくないよ。眼鏡がなかったら何も見えないでしょう？」

　それこそ車の運転もできないのではないか。そう危き惧ぐすると、葉山はフッと笑った。

「いえ、裸ら眼がんで運転しても差し支つかえない程度には見えてますよ」

「えっ、伊達だて……？」

「イメージアップみたいなものです。眼鏡があったほうがより教育係らしいでしょう？」

　まるで冗じよう談だんのようなことを言う葉山だが、感情の読めない表情からはその真意は探さぐれそうもなかった。

「なん……」

「ああ、そうだ」

　問おうとする玲央の言葉を葉山がさえぎった。

「さっき電話をしに外に出たときに買ったんです。せっかくだから、昔のように絵でも描かいたらどうですか？」

　そう言って葉山は、絵葉書ほどの大きさのスケッチブックを玲央に手て渡わたす。先を削けずった鉛えん筆ぴつも手のひらに握にぎらされた。

「これ？」

「売店で売っていたものなので、描きやすいかどうか分からないですけどね」

　電話を済ませた葉山は売店にでも立ち寄ってきたのだろう。

　芸術を身近に感じることを推進しているこの美術館には、手軽にスケッチできる簡単な道具が売店に揃そろっていたのだと思い出す。

「ぼくに……？」

「毎回家からスケッチブックを持参して来るくらいに好きだったと記き憶おくしていますが」

　玲央は驚いて葉山を見上げた。

　絵を描くことが趣しゆ味みだなんてこと、他人からしたらほんの些さ細さいなことだ。それを葉山はちゃんと覚えてくれていたなんて……。

「もう、しばらく描いていないんです」

　中学校へ入学してからというもの、玲央は授業以外で絵を描くことを止やめてしまっていた。好きなことには変わりないが、忙いそがしい毎日を過ごしているうちに絵を描くよりも優先するべきことが増えてしまっていたのだ。

　愛用していた画材はクローゼットの奥にしまったきり、玲央もすっかりその存在を忘れていた。

「それならなおさらですよ。絵を描くことが嫌きらいになったわけではないんでしょう？」

　もちろん嫌いではない。その証しよう拠こに、久々に画材を手にしてわくわくと高こう揚ようしている。

　今まで何年も忘れていたことだというのに、急に描きたい衝しよう動どうに駆かられた。

　葉山をうかがい見ると、それでいいとでも言うように一つ大きく頷うなずいてくれる。その行こう為いに背中を押されて玲央はキュッと鉛筆を握った。

「じゃあ、あっちに行こう。ぼく、向こうからのアングルが好きなんですっ」

　玲央は葉山の腕うでを引っ張るようにして芝しば生ふの中に踏ふみ入る。

　遊歩道から逸それた芝生には人はあまりいないが、全面的に立ち入りを禁止しているわけではない。玲央のようにスケッチをしたり、写真を撮とるなどの芸術活動をする人に開放していた。

　また、親切にもビューポイントと思われる場所には、小さなベンチや東あずま屋やが設しつらえられている。

「ここ、ここがいい」

　玲央がたどり着いたのは、簡素な東屋だった。

　多少の風雨が防げる屋根の下には石造りのテーブルが配置されており、それを挟はさむように二人がけのベンチが二つあった。幸いにも他ほかに人はいない。

　玲央の座ったほうのベンチから印象的なモニュメントがよく見えて、さらさらとすぐに鉛筆を走らせる。鉛筆の先で濃のう淡たんをつけるようにして描いている間、葉山は飽あきた様子も見せず同じようにモニュメントを見ているようだった。

「表面に浮うかんでいるのって錆さびかな？」

　玲央は問う。鉄製のその作品は、野外で長いこと風雨にさらされて雨の落ちる道筋が錆さびているようにも見える。

「ああ、おそらくわざとでしょうね。雨のかからない部分との質感の違ちがいがくっきり見えますから」

「自然への警けい鐘しようみたいなことがテーマだったりするのかな」

　まるで昔に戻もどったようだった。

　勉強に関する話でも将来に関する話でもないことを葉山と交かわすなんて、本当に何年ぶりだろう。野外という開放感が玲央の心を軽くしたのか、それとも葉山の眼鏡がないことが気安さを呼んだのか分からないが、話もしやすいようだ。

　絵を描く振りをしながら、玲央は葉山の横顔をこっそり盗ぬすみ見た。

　大学生の時よりも締しまったような面おも差ざしは、厳しい社会を戦い抜ぬいてきた威い厳げんを感じさせる顔だが、いつも纏まとっているひんやりとした空気が今は驚おどろくほど和やわらいでいる。

（いつもこうならいいのに……）

　こんなにまじまじと人の顔を見る機会など今までになくて、このまま葉山が玲央の視線に気づかないよう静かに祈いのった。

　もう少しこの葉山を見ていたい。

　しかし、その願いは聞き入れられなかったようで、玲央の視線に気づいた葉山がゆっくり振り返った。

　咄とつ嗟さのことで視線を逸らすが、次の瞬しゆん間かん、葉山に手首を掴つかまれて顔を上げる。

「まさか、この時計は……？」

　葉山は玲央の腕を自分の目の高さほどにかかげて見入る。いつもはカフスボタンをしっかりとめている玲央だというのに、絵を描くために捲まくり上げた袖そでからは、お守りと言って昔葉山から借りた時計が見えていた。

　いつもは葉山に見つからないよう袖の奥のほうへ押し込めているのに、油断してしまっていたらしい。

「あの……」

　もちろん葉山は自分の物だと気づいたろう。

　昔預けた時計が今でも使われているなんて、どんな気持ちだろうか。私物のようにしてしまっていることを怒おこっているのかもしれない。

「あ、返しますっ。大切にしていたから傷もないし……」

「大切に？」

　しかし、葉山は怒っている感じではなかった。

　なにか感かん慨がい深そうな表情をした後に玲央を見つめてくる。

「受験のお守りとして預けたはずでしたよね。それが終わってもなお腕にしているということは、なにか意味があるということですか？」

　まっすぐな視線に射られて、玲央は上手に言い訳をすることなどできなかった。

　何百人の生徒を前にしても緊きん張ちようすることなどないというのに、強い視線で見つめ返されて、玲央は呼吸をするのも忘れてしまいそうになる。

「これをしていると、頑がん張ばれる気がして……」

　ふとむなしさを感じたときでも、この腕うで時ど計けいの存在が自分を励はげましているようにも思えて玲央はあと少し頑張ろうという気分になれることができた。葉山と再会してからお守りの意味は薄うすれたが、なぜか外すことができなかったのだ。

　あまり人に知られたくないことを本人に知られて、玲央は顔を真っ赤に染める。そんな状態でいるのに葉山は放っておいてくれず、玲央の表情をもっとよく見ようとでもいうように指でなぞっては覗のぞき込んだ。

　見られていると分かって逃のがれたいのに、まるで見えない糸に搦からめとられたように身動き一つできなかった。

「なんてことを……」

　そう葉山がつぶやいた気がする。

　叱しかられたのかと小さく息を呑のむと、葉山は見たこともないような優やさしい表情で玲央を見た。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことだが、その表情は鮮あざやかに玲央の胸に焼き付いて、チリッとした甘い痛みが胸に広がる。

「っ……」

　驚いたように見返すと、その唇くちびるに葉山の唇が合わさるように近づいてきた。

　葉山の纏う空気がとても心ここ地ちのいいものに感じて、それに包まれてみたいとすら思ってしまう。キスをされると分かっても身を引くことができなかった。

　それどころかゆっくりまぶたを閉じ、玲央は葉山のキスを受け入れていた。
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　葉山と同居をはじめてから一週間。

　その間に玲央はキスやそれ以上の経験をしてきていたが、葉山が玲央に触ふれるときは決まって冷ややかな表情を貼はり付けていて、どこか苛いら立だって怖こわいと思わせる何かがあった。

　ところが、野外美術館での葉山は少し様子が違ったように感じる。

　硬こう質しつな印象を持たせる眼鏡めがねがなかったせいなのか、いつもより親密だった。優しいといっても過言ではない。

　そんな葉山がまるで昔に返ったようで、ついキスを許してしまったのだ。

　お仕置きや指導としてのキスでもなく、報ほう酬しゆうとしてのキスでもない。あの瞬間に生まれた純じゆん粋すいなものだった。

　葉山が近寄ってきた途と端たん、くすぐったいような感情が胸いっぱいに広がって、自然とまぶたを閉じてしまっていたのだ。

　なぜそんな気分になったのか分からないが、あのキスをきっかけに玲央は葉山を過か剰じように意識してしまっている自分がいることに気づいていた。

（あんな表情をしたりするから……）

　ほんの一瞬だけ自分に向けた表情が忘れられない。今でも優しい顔ができるのなら、出し惜おしみなどしなくてもいいのにと思う。

　子供の頃ころのように、もっと甘やかしてくれてもいいのに──。

　そう思いながら無意識に腕時計を触さわっている自分に玲央は気づいた。

（甘やかすって……？　いい年してなに考えているんだろう）

　ギクッとしながら時計から手を離はなす。また無意識に触れてしまわないよう、袖の奥へとおしやった。

　あの日、玲央は葉山に時計を返すと申し出たが、葉山はそれを受け入れなかった。今までのように持っていなさいと、今度は玲央にくれたのである。

　いつもの不ふ遜そんな葉山に言われたなら「いらない」と断っていただろう。けれどもあの時の葉山は本当に優しく見えて、玲央は憧あこがれていた気持ちを再燃させるかのようにうっとりしながら受け取っていた。

　けれどもそんな優しい葉山も家に帰るころにはすっかりなりを潜ひそめて、いつもの葉山に戻っていた。まるで夢のような一瞬は本当に夢だったのではないかと自分を疑うが、あの時の温かな唇の感かん触しよくはいまもはっきりと玲央の記き憶おくに残っている。

「なにやってるんだろう……」

　放課後に玲央は学園の中庭に来ていた。すり鉢ばち状になった噴ふん水すいの階段に腰こし掛かけてなにかを考えるともなく考えている。

　自然とここに足を運んでしまったのは、サロンコンサートを思い出してのことだろうか。

　たしかによく見てみれば、昨日コンサートが開かれていた温室と学園の中庭はよく似ている。中庭にステージこそないが噴水の前はわりと広い空間になっているし、放送室から音おん響きよう設備を運び出せば三重奏くらいはできそうだ。

　この中庭の広さなら全校生徒は入りそうだし、機会があったらここで一度コンサートを開いてみてもいいかもしれない。

　そんなことを考えながらふと気がついた。

「全校生徒が入る……？」

　玲央はその場で立ち上がると、中庭をぐるりと見回す。

（たぶん、全員収容できる。無理なら二階や三階のバルコニーに生徒を入れてもいいかもしれない）

　唐とう突とつに頭の中でシミュレーションが始まっていた。

　もしも中庭で歓かん迎げい会かいを開いたとしたらどうなるだろう。人数の問題はクリアしたとしても、他ほかにも問題はたくさんあった。

　ドキドキと高鳴る心臓を抑おさえて平常心を保つ。喜ぶにはまだ早いと言い聞かせながら、中庭を検分しだした。

　そして慌あわてて生徒会室に戻もどるとそれを紙にまとめて、新入生歓迎会は中庭でやろうと決めたのである。

「中庭!?」

　翌日の生徒会でそれを伝えると、役員は全員驚おどろいた顔をしていた。

「それがあったか……！」

「盲もう点てんだった」

　嬉うれしそうな顔をしながらも、みんな口々に悔くやしがる。学園内で行事をするということを誰だれもが考えていなかったのだ。

「あそこなら雨が降っても大だい丈じよう夫ぶですしね」

　周りを閉め切ってしまえば、防音の面でも心配いらなかった。

「でも、ステージを噴水前の広場にすると、後ろの人は見えないんじゃないですか？」

　中庭に全員を収容できても全員がステージを観みられるわけじゃない。それは玲央も気づいたことだった。

「ステージをカメラで撮とってスクリーンに映せばいいんじゃないかな。広い場所でのコンサートとかでよくやる手法だけど」

　家に帰って考えたアイディアを披ひ露ろうする。

「ちょっと見てもらえるかな」

　昨夜遅おそくまでかかって描かいた絵を役員の前に出した。

　噴水の前をステージとして使ったときの予想図だ。さっと下書きをして淡あわい水すい彩さい絵の具で着色したものだが、玲央がどういう風にしたいと思っているのか言葉で表すよりも分かりやすい。こういう手段をはじめて採ったが、もっと早くやっていればよかったと思った。

「これ、会長が描いたんですか？」

「そうだけど」

　玲央が答えると、「えーっ」という感かん嘆たんの声が上がる。

「上手ですねぇ」

「こんな特技もあったんだ」

　手放しで褒ほめられてくすぐったい気分だった。テストでいい点数を取って感心されることよりも気持ちがいい。

「そんなに褒めてもらえるなら、画材をひっぱりだしてきた甲か斐いがあったかな」

　そもそも絵を描いて説明しようと思ったのは、葉山に連れられて野外美術館に行ったことが大きく影えい響きようしている。この数年絵など少しも描いていないというのに、絵が好きだったときの感覚を急に取り戻したようだ。

（葉山から影響を受けるなんて……）

　これでは六年前と同じではないか。葉山が生活の中心になっていたあの頃と。

　心を開くまいと思いつつも、気づけば葉山に助けられている自分を知る。

　あの日の玲央はなかなかうまくいかない現状にかなり苛立っていたはずだ。そんな玲央を見かねて、葉山はわざわざ昔好きだった場所に連れて行ってくれたのだろう。

　そう考えて、玲央はふとあることに気づいた。

（もしかして、ぼくに中庭の存在を思い出させるためなんじゃ……？）

　葉山は知っていたのではないか。玲央が会場探しでつまずいていたことを。

　だからこそ美術館に連れ出し、学園の中庭を参考にしたという温室を玲央に見せたのだ。

（まさか、そんなこと……）

　考えすぎだと否定してかかるが、それはまったくおかしな想像でもなかった。

　その証しよう拠こに、葉山はサロンコンサートを見たがっていたわりには興味なさそうで、ほとんど席を外していたのである。やはり、玲央をあの温室にいさせたかったに違ちがいない。

　葉山ははじめから中庭でやるのがベストだと思っていたのだろう。

（助言したってこと？）

　あの状じよう況きようで葉山がなにかアドバイスしてくれたとしても、素す直なおに玲央は聞いていなかっただろう。そんな玲央をわかっていたからこそ、何も言わず玲央が自ら答えを導き出せる環かん境きようを整えたのかもしれない。

　物思いにふけっていた玲央の思考を、コンコンというノックの音が破った。

　つられるように時計を見ると、役員たちが帰ってから三十分も経たっていることに気づく。

「どうぞ？」

　ちょうど部活が終わるくらいの時間だ。時折こんな時間に相談を持ちかけてくる生徒も少なくなくて、この日の訪問者もそうなのではないかと思った。

「ああ、やっぱりここにいたか」

　しかし、予想を裏切って生徒会室に入ってきたのは、クラスメイトの小こ和わ瀬せだった。

　いつも明るい彼にしては珍めずらしく思いつめたような顔をして、部屋に入るなり他に生徒はいないかきょろきょろと辺りを見回した。

「他の役員は？」

「もう帰ったけど、深刻な話？」

　その様子からいつもと違ちがうものを感じ取った玲央は、小和瀬に椅い子すを勧すすめると単刀直入に尋たずねる。

「まあそうなんだけど、ちょっと妙みようなうわさを聞いたから」

「妙って、どんな？」

　玲央の問いに「うん」と返事をすると、小和瀬は視線をさまよわせた。なにから話そうか迷っている様子だ。はっきりとものを言う小和瀬にしては本当に珍しい戸と惑まどいだった。

「……学園の経営が危ないって」

　玲央を探さぐるように小和瀬は見る。もしその話が本当なら、自分よりは玲央のほうがよく知っていると思ってやってきたのだろう。

「その話、誰から……？」

　突とつ然ぜんの話に玲央も動どう揺ようを隠かくせない。

　経営が危ないというのは、はじめに葉山から聞いていた。けれども葉山によって投資は得られているし、よい方向に向かっているのではないだろうか。

「この間、親の会社に顔を出すことがあってそこで耳にしたんだ。だから、この学園ではまだおれ以外に知っている人はいないと思うけど」

　小和瀬の父親は大手の会計事務所を開いている。小和瀬自身も経営に関する仕事をしたいと考えているようで、時おりバイトとして雑用を手伝っているのは玲央も知っていた。

「え、でもうちの公こう認にん会計士は小和瀬のところじゃないと思ったけど？」

「そう。だからあくまでうちの会社でのうわさレベルの話だからな」

　信しん憑ぴよう性せいはないと念を押しながら小和瀬は話を続けた。

「ほら、最近少子化で公立の学校の統合とか多いだろ。長く不ふ況きようが続いているせいもあって私立高校の経営もそうとう厳しいって話を社員としていたんだ。あ、だから、あくまで休きゆう憩けい時間中の世間話だからな」

　その際に小和瀬は、近々廃はい校こうになるだろう有名私立高校の名前を聞いたそうだ。その中に隆星も挙げられていたのだという。

　そんな不ふ名めい誉よな候補に挙がってしまうにはいくつもの理由があるそうだが、最大の理由はデリバティブ取引で大損失を被こうむったことにある。グラウンドの一部が担保として銀行に取られていることなど玲央も知らない話を小和瀬は教えてくれた。

　あくまでうわさレベルの世間話だが、とはいえ専門家による世間話のため、小和瀬も笑い飛ばすことができなかったらしい。

「それと、もうひとつ。正式な発表はないけれど、アビリティの株がＴＯＢされるって」

　小和瀬は父の持つ英会話スクールの名前を口にした。

「ＴＯＢ？」

「そう、株の公開買い付けのこと。どういう意味か分かる？」

「なんとなくは。つまり、アビリティの株をたくさん買いたがっている人がいるってことだよね」

　大口の株を買う場合は事前にその旨むねを公表することが義務付けられている。広告を打つことで不特定多数の株主にアピールする仕組みだった。

「それってまずいんじゃないの？」

　玲央はハッとなって小和瀬を見た。株式の五十パーセント以上を取得したものに経営権があると習ったことを思い出したからだ。

　つまり、ＴＯＢをしようとしている相手が株をかき集めて過半数を取得すれば、『アビリティ』は父のものではなくなってしまう。どこのだれとも分からない相手に買収されてしまう可能性もあるのだ。

　学園は『アビリティ』の収益で支えられていると葉山は言った。もしそれが本当なら自分たちはどうなってしまうのだろう。

「そんな……」

　葉山がなんとかしてくれるからと安心していたのに、とんだ事になっているのではないか。ここにきて自分は意外と葉山のことを信用していたのだと知るが、そのことをひどく後こう悔かいした。

「落ち着けって。まだ乗っ取られると決まったわけではないんだから。誤解されがちだけど、ＴＯＢがイコール買収というわけじゃないんだ」

　顔色をなくした玲央のことを、小和瀬が心配そうに覗のぞき込んでくる。その言葉にいくぶん楽になったが、不安が消えたわけではなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶ。このことは他言無用にしておいてくれない？」

「もちろん」

　いたずらに生徒の不安を煽あおるような会話を小和瀬が進んですることはないだろう。そうと分かっていながらも、口止めせずにはいられなかった。

　小和瀬が生徒会室を去ると、玲央は慌あわてて家に戻もどる。

　買収など想像できないが、葉山にことの真相を聞くまでは落ち着けない。もしかしたらと思いはじめると悪いことばかり考えてしまって、早く葉山の顔が見たかった。

「──入っていい？」

　家に帰ると、一目散に向かったのは葉山の部屋だった。

　駅から家まで早足で歩いてきたので息が乱れているが、今はそんなことに構ってはいられない。

「そんなに息を上げてどうしたんですか？」

　机に向かって作業をしていた葉山は、体を玲央の方に向けると足を組んだ。

「学園や家族を守ると約束してくれましたよね？」

　祈いのるように葉山に問う。その一言で話の見当はついたのだろう。「ああ」と言って膝ひざの上で指を組む。新調された眼鏡めがねのフレームが鈍にぶい光を放った。

「もしかして、ＴＯＢのことを言っているんですか？」

「やっぱり、そうなんですね……」

　がっくりと力が抜ぬけるようだった。単なるうわさであってくれればいいと思っていたのに、葉山の態度からうわさでは終わらないと知る。

「ええ、あれはわたしが提案したものですからね」

「葉山が、提案……？　どういうこと？」

　わけがわからず葉山を見ると、レンズの奥の瞳ひとみがゆっくり細められた。

「あなたの耳にどう伝わったのかわかりませんが、ＴＯＢの目的は自社株買いですよ。つまり、アビリティがアビリティの株を買うと言っているんです。アビリティの株が発行された頃ころは、今と違ちがってお付き合いで株を持ちあっていた時代ですからね。その眠ねむっている株をかき集めるのが目的です」

　葉山は少しも表情を変えることなく淡たん々たんと説明をする。まるで知らない会社が買収目的でＴＯＢを行ったのかと思っていたが、それは誤解のようだった。けれどもそうと分かっても、玲央の中にある不安は薄うすれることはない。

「なんで今さら？」

「資産価値が高まる効果があるんですよ。それに、ＴＯＢをすると市場の取引額も自然と上がりますからね。そうなれば投資家からも注目される。投資を得るための手段の一つです」

　株価が上がることで注目されるならいいことばかりだ。そう自分に言い聞かせ、買収されるかもしれないなんていう不安を抱いだいたことを恥はずかしく思った。

「──と、理事長には説明しましたが、わたしから言わせれば、これはアビリティを乗っ取るチャンスです」

「えっ？」

　ぞくりと背中に冷たいものが走った。

　なにかの聞き間違いではないかと自分の耳を疑うが、そんな玲央に畳たたみ掛かけるよう葉山は口を開いた。

「そうですね、ＴＯＢを行うと告知して注目されているところに、わたしがアビリティより高値で株を買うと言い出したとします。もしあなたがアビリティの株を持っていたとしたら、どちらに売りますか？」

「より、高く買うほう……？」

　葉山はできのよい生徒を見るような目つきで「正解」と言った。

「もし、それで葉山のもとに五十パーセントを超こえる株が集まったとしたら……」

「──わたしが経営権を取得することになりますね」

　瞬しゆん間かん、玲央は息を吐はくのも忘れて葉山を見た。

「あなたとの約束は違たがえていません。学園を潰つぶす気はさらさらないですから」

「そ、そんなのって……」

「どうします？　理事長に告げ口しても構いませんよ。あなたの主張を信じるとはかぎりませんけどね」

　葉山の言うとおり。こと経営に関しては玲央が父になにを言っても無む駄だであるだろう。葉山はそれを分かってこんなことを玲央に言うのだ。

「ＴＯＢの告知予定は一ひと月つき後。それまでいい子にしていればわたしの考えも変わるかもしれませんよ」

　なにも打つ手のない玲央は、ただ唇くちびるを噛かみ締しめるしか方法がなかった。







　葉山の部屋を後にした玲央は、その足で父の書しよ斎さいを訪おとずれた。

　今日は昼過ぎからずっと家にいる予定だと聞いていたので、話をするにはいい機会だ。今のいきさつを話したところで信じてはもらえないだろうが、なにもしないよりましだ。

　忙いそがしい父は何日も家を空けることがあるので、このチャンスを逃のがしたくはない。

「玲央か。ちょうどいいところに来た。入りなさい」

　ノックをして在室をうかがうと、父の声が聞こえて玲央はドアを開ける。「失礼します」と断りを入れて部屋に踏ふみ込むと、父がにこやかに笑って迎むかえてくれた。

「ちょうどおまえの話をしていたところだ」

「えっ？」

　父が視線を向けた先には来客があった。

　相手は先日ホテルで会ったばかりの斉藤だ。玲央はあわてて挨あい拶さつをすると、彼は父と同じようににこにこしながら玲央を見ている。

「やあ、いいところに来た。ちょうどきみの話をしていたところでね」

「ぼくの……、ですか？」

　先日会ったときなにか失礼なことをしなかっただろうか。最近の斉藤との接点はそれくらいしかなく、自分の行動を振ふり返る。

「実は斉藤さんは、おまえに興味があるみたいでな」

「えっ？」

「ああ、昔から聡そう明めいな子だと思っていたが、久々に会ったらずいぶんしっかりした青年になっていて、こっちのほうが嬉うれしくなってしまったよ」

　ホテル王とも言われる斉藤に褒ほめられて玲央は申し訳ないような気分だった。ほんの少ししか話していないのに自分のなにが気に入ってもらえたのか分からないが、父の前で褒めてもらえて安心する。

　斉藤は今日家にやってきたのも、玲央の姿見たさからだと教えてくれた。

「宮前くんもいい跡あと取とりを持ったな。うちは女ばかりの家族なものだから、こんな立派な若者がいるとは羨うらやましいくらいだ。……ああそうだ、うちの娘むすめを嫁よめに貰もらってやってくれないか」

　いい提案だとばかりに斉藤は豪ごう快かいに笑った。あまりの突とつ飛ぴさに玲央もつられて笑ってしまう。

「きみより少し年は上だが、年上の女によう房ぼうのほうがなにかとうまくいくからな」

「光栄です」

　まだ十八にもなっていない玲央に嫁もなにもないが、そんなことを言っては興ざめだろう。

「そうか、それなら玲央くんにはホテルマンを育てる学校を作ってもらわなければいけないな」

「はい、これから勉強させてもらいます」

　大人の冗じよう談だんにムキになってしまうような玲央ではない。恭うやうやしく言っては恐きよう縮しゆくしてみせた。

　父に葉山のことを相談したくて部屋に行ったというのに、斉藤のペースに乗せられて父と込み入ったことを話すことはできなかった。この後、父は急用ができて出かけてしまい、結局玲央は話をするタイミングを失ってしまったのである。

　さらに斉藤の言葉は冗談ではなかったようで、翌日には玲央の許もとへ立派な装そう丁ていをされた見合い写真が送られてきた。写真の中の女性は一見しただけでも玲央より年上で、『少し』などという範はん囲いではない。

　おそらく成人を機に撮とった写真のようだが、地味な色の着物を着ているせいか二十代半ば頃に見えた。

「これ、本気だったんですか？」

　見合い写真など見ることも初めてで、玲央はドキドキしながら父に尋たずねた。

「わたしも冗談だと思っていたんだが、そうではなかったようだな。まあ、しかし斉藤さんとのパイプができることは願ってもないことなんだが……」

「そうなんですか？」

　何かを秤はかりにかけているらしい父に問う。どうやら父もこの見合いを悪く思っていないようだった。

「ああ、まあな……」

　しかし父は歯切れの悪い答えを玲央に返した。息むす子この見合いにメリットを感じているのだろうが、その理由を言い渋しぶっているようにも見える。

　なんとなく父の心中を察した玲央は、昨日聞けずにいたことを問うてみた。

「学園の経営が芳かんばしくないという話があるようなんですが」

「……どこからそれを？」

　尋ねられて、当たり障さわりのない話を選ぶ。

「ぼくの友人の父親が会計事務所を開いていて、そこの会話に上がったそうです。専門的な調査をしたわけではなくて、世間話レベルだそうですが」

　そう玲央が言っても、父はその話を否定しなかった。

「どうしてもこの時世だ、いいとは言い切れんな」

　それならやはり、父も斉藤との繋つながりを深くしたいと考えているのだろう。

　──つまりは、政略結けつ婚こんを。

　けれども、だからといって父がそういうことを自分に勧すすめることはないように思える。仕事のために息子の人生を犠ぎ牲せいにするような父親じゃなかった。

「それにしても、なんて言って断れば角が立たないものか……」

　困り果てたような父の声が耳に届く。

　それこそ下手な断り方でもしたら学園の運営にまで影えい響きようが出てしまいそうだ。もちろん斉藤がそんな姑こ息そくな真似まねをするとは思えないが、つい最悪なことを考えてしまう。

「……一度お会いするくらいならいいですよ」

　父の顔を潰さないためにはこの方法が一番いいように思えた。

　一度会ったくらいで結婚が決まるわけではないし、先方に好かれるとも限らない。むしろ年の差を考えれば敬遠されるのが普ふ通つうだろう。

　会うだけ会って、後で断ればいい。

　そう思った玲央は、見合いすることを承しよう諾だくしていた。







　玲央の見合い話は、その晩には葉山の耳に入ったようだった。

　見合いといっても、玲央にはまだ結婚など遠い未来の話で、自分の問題ながらもどこか他人事でもあった。

　それなりの立場の人からの要よう請せいということで無下に断ることもできず、仕方なく会うというスタンスだった。それは玲央だけでなく、相手の女性も同じことだろう。

「どうしてそんな大切なことを、わたしに相談しないんですか」

　しかし、自分のいない場所でそんなやり取りが行われていたとは知らない葉山は、玲央の下した判断に不満があるようだった。

　一度会うくらいは構わないだろうと判断した玲央の早計さが気に入らないらしい。自分に相談してくれたなら会わずとも断ることができたと言う葉山は、静かに苛いら立だっていた。

「葉山に相談してもしかたのないことでしょう」

　なにしろ会社をのっとるチャンスをうかがっているような相手だ。そんな人間に相談して、なにになるというのだろう。父の手前もあって葉山に対する態度を変えてはいないが、弱みを見せないようにと自分自身をシャットアウトしていた。

「なにを言うんですか。政略結婚なんて時代錯さく誤ごもはなはだしい」

　しかし、葉山が腹立たしそうにしているのは、自分の目の届かない場所で話が進んでいることに対してだけではなく、どちらかというと見合いそのものに対してのようだった。送られてきた見合い写真と釣つり書きを交こう互ごに見ながら、葉山は呆あきれかえっている。

「それは、向こうだってそう思っているでしょう。ぼくなんてまだ子供だと思われてもおかしくはないし……」

　よりによって斉藤の娘である千ち華かは、二十五歳になる女性だった。とても美人で自分には申し分のない人だが、彼女が自分の『妻』になることは想像できない。

　また、彼女にとってみれば十代で学生の『夫』というのも嫌いやなものだろう。

「まあ、そうですね。あなたにしてみれば斉藤氏の出現は白馬の騎き士しだ。彼に助けを求めればわたしの魔まの手からも逃のがれられるというわけです……」

　葉山は手にしていた写真を机の上に置くと、意味深な視線を玲央に向けてくる。新調した眼鏡めがねにまだ慣れないせいか、見られているだけだというのにそわそわと落ち着かなくなる。

　葉山の視線が皮ひ膚ふの上を伝うと、まるで視し姦かんされているようだった。

　微かすかに震ふるえながらも、言葉も漏もらさず耐たえている玲央に葉山が触ふれてくる。

「っ……」

　指で頬ほおを撫なでられて、玲央はビクッと身じろいだ。いつもより敏びん感かんなのは、自分でも気づかないところで優やさしくされることを期待しているからだろうか。

　野外美術館での自分を見つめる葉山を思い出してしまう。

　葉山の指はつっ……と首筋を下り、鎖さ骨こつのくぼみに触れた。かつて自分が痕あとをつけた場所を柔やわらかく触れているようで、玲央は肌はだを粟あわ立だたせる。

　何度もくすぐるようにされて、下か肢しがヒクッと小さな反応を示した。

「でも、あなたが年上の女性をリードできるとは思えませんけどね」

「えっ……？」

　葉山の言っている意味が分からず、眉まゆをひそめてしまう。

「こうして、いつもわたしがしているようなことを女性にできるんですか？　同性からの愛あい撫ぶに感じてしまうような体で、夫ふう婦ふ生活が営めると思えませんが」

　くすっと笑われたような気がしたが、それに気を取られる前に葉山はシャツの上から胸の尖とがりに触れてくる。布越ごしのもどかしい刺し激げきだというのに、葉山のもたらす快楽に慣らされた体は、細かい静電気が走ったようにジンとしてしまう。

「……あっ」

　思いがけずか細い声が出ると、葉山はそんな玲央の反応を悪くはないと思うように目を細めた。

「ほら、こんな風に男に触れられて甘い声を出すような人なんですよ、あなたは」

　ひどい言葉を耳元で吹ふきかけられるが、もう首を横に振ふることしか玲央にはできなかった。意地悪なことを言う葉山の言葉を聞くたび切ないような思いに駆かられる。

「分かったなら、今後はわたしに内ない緒しよで勝手なことはしないことですね」

　ひんやりとした葉山の声が胸を抉えぐるようだった。

　もしかしたら葉山はそうとう怒おこっているのかもしれない。葉山に一言の相談もなく見合いを決めてしまったことを。

　もし、そうだとしたらどうしよう。

（どうしようって、なぜ……？）

　今さら葉山に嫌きらわれようと玲央には関係ないことだ。

　むしろ葉山が自分に見切りをつけて去って行ってくれたほうが、玲央には平へい穏おんな日々が待っている。会社を葉山にのっとられると憂うれえる必要もなくなるのだ。

　それなのに自分は今、葉山に嫌われるのを恐おそれているようだった。

（まさか、そんなこと……）

　たしかに以前は葉山のことを慕したっていた。けれども六年の時を経て二人の関係は大きく変わっているというのに。

　それでもやっぱり無意識の目は葉山を追ってしまうというのか。

　おかしなことを考えている自分を知って、玲央は愕がく然ぜんとしていた。







　見合いの日取りはそれからすぐに決まり、翌週の日曜日に千華と会うことになった。

　世話人も置かない略式ということで、当事者たちが軽く顔を合わせるだけと聞いて玲央は安心する。実は、この見合いを楽しみにしていた斉藤が同席すると言って聞かなかったようなのだが、それをうまく丸め込んだのは葉山の手しゆ腕わんでもあった。

　もし、見合いの場に斉藤が出てきたとしたら、断るものも断りきれなくなってしまう。おそらく葉山もそれを悟さとって、斉藤の同席を遠えん慮りよしてもらったのだろう。

　そして、翌週の日曜日がやってきた。

　二人が会うようセッティングされた場所は、旧邸てい宅たくを改装したレストランだった。

　都内の一等地にある白はく亜あの豪ごう邸ていは、生まれたときから洋館に住む玲央ですら驚おどろいてしまうほどモダンな造りだった。自分のような高校生が訪おとずれるような場所ではないと臆おくしてしまうが、個室を予約していてもらったため周りの目を気にしなくても済むようだ。

　両親は見合いをすると言ってきた息むす子こを心配していたようだが、葉山が付き添そうと聞いてすっかり大船に乗ってしまったようで、喜んで玲央を送り出してくれた。

（やっぱり、葉山のほうが信しん頼らいされてるんだ）

　社会経験もない自分と比べれば当たり前のことだが、実の息子より赤の他人であるはずの葉山のほうが頼たよられていると知ると複雑にも感じてしまう。本当は経営を乗っ取ることを画策しているような相手だというのに、玲央はただ自分の力のなさを痛感していた。

（この縁えん談だんもまとまったほうがいいんだよね）

　父も母も言葉に出すことはなかったが、斉藤との繋つながりを欲ほつしていることくらい玲央には分かることができた。今日まで断ることしか考えていなかったが、玲央がもし快かい諾だくしたならもう少し頼られるような大人になれるだろうか。

　そんなことをぼんやり考えながら、用意された控ひかえ室に葉山と入る。

　このレストランではこういった見合いや小規模の披ひ露ろう宴えんなどが多く開かれるため、控えの間がいくつもあるようだった。今回も男性側と女性側にそれぞれ個室を用意してくれて、お茶まで出してくれていた。

　控え室とは言っても、四畳じようほどの本当に小さな部屋だ。息いき遣づかいが聞こえてしまうほどのその部屋に葉山と二人きりで、なにか気まずいものを感じる。

　下手に意識してはいけない。普ふ通つうに会話をしなければいけない。

　そんなことわざわざ自分に言い聞かせなくても分かっているのに、考えれば考えるほどぎくしゃくしてしまいそうになる。また、葉山も朝から機き嫌げんが悪いのか、どこか近寄りがたいオーラを放っていて軽口をきけるような状態ではなかった。

　見合いよりむしろ、そんな葉山の態度にそわそわしてしまう。

　用意された紅茶を手持ち無ぶ沙さ汰たに引き寄せると、カチャリというカトラリーの音が大きく響ひびいた。

「落ち着きがないですよ」

「すみません」

　玲央にしては珍めずらしく緊きん張ちようしていた。カラカラになる口こう腔こうを湿しめらそうと紅茶を一口含ふくむ。

「こんな場で落ち着けというほうがおかしな話ですけどね」

「え？」

「花はな嫁よめになるかもしれない相手を待つ。どんな気持ちですか？」

　そう問いながら、葉山はゆっくり椅い子すを立ち玲央の背後へ回った。男性にしては細いうなじを撫で、後ろ襟えりの隙すき間まから指を入れてくる。

　ひんやりとした葉山の指先に、ピクッと小さく身じろいだ。

「まさか、見合いの席で花はな婿むこ候補が男にこんなことされているなんて、千華さんが知ったらどう思うでしょうね」

「や、やめ……」

　ぐるりと襟をなぞるようにして葉山の指は玲央に触れる。赤くした耳の後ろに唇くちびるが押し当てられた。弱い部分を触さわられて、体の芯しんを揺ゆさぶるような快感がゆっくり這はい上がる。

　いけないと思っているのに、体の反応は止められなかった。

「いっそのこと、こういうあなたを見てもらったほうがいいんじゃないですか？」

「そんな……」

　そう言われると、ここがどこなのかを途と端たんに意識してしまう。

　ハッと気づけば、ドアの外ではスタッフと思おぼしき足音がパタパタと行き交かっている音がよく分かった。あの扉とびらを不意に開けられたら、今の不自然な体勢が人目にさらされてしまうことだろう。

　そう思うと、またぞくっとしたものが背筋を這い上がってくるようだった。

「いい顔をしてきましたよ」

　葉山はそんな玲央を至近距きよ離りから観察するようにして眺ながめる。

　よくないことを考えているときの葉山は、恐ろしくなるくらい艶つややかで色気を感じさせる。

　こんなの自分のよく知った葉山じゃないと思うが、なぜかその姿から目を離はなせずにいた。

　さっきまではあれだけ不機嫌そうにしていた葉山なのに、今はすごく愉ゆ快かいそうだ。嫌いやがる玲央の姿を見て楽しんでいるとしか思えなかった。

「やはりあなたは、男に触ふれられて悦よろこぶ人間なんですよ」

「そ、そんなこと……！」

　絡からまってくる腕うでから逃のがれようと抵てい抗こうするが、それすら葉山の笑えみを深める行こう為いとなる。しかしそのことに気づかない玲央は、焦あせって肘ひじを張る。

　すると、ノックの音が部屋に響いて、葉山の手はあっさり引いていった。

「あ……」

　やはりただの悪戯いたずらでしかない行為なのだと思うと、葉山の手が引っこんだことに切なさのようなものも感じてしまう。それほどまでに葉山は自分の困った姿が見たいのだろうか。

「──お席の準備が整いました」

　係の女性が顔を出すと、葉山はごく自然に玲央との距離を保った。

「では、行きましょうか」

　まるでなにごともなかったように、涼すずやかな声が玲央を促うながしてくる。

「っ……」

　その変わり身の早さに驚いた玲央だったが、他人の手前もあって何も言うことができず、スマートな背中を追うようにして用意された部屋へ入った。

　いつの間にか頭の中は葉山のことでいっぱいになっていて、ワンピース姿の千華を見たときに自分がなぜこの場にいるのか、その意味を思い出す。

「このたびはよろしくお願いいたします」

　先に部屋へ入った葉山が、千華とその付き添そい人の女性に声をかけた。二人は椅子から立ち上がると、付き添い人のほうが葉山に挨あい拶さつを返す。

　千華は写真で見たときよりも少しほがらかな感じだが、一見して非の打ち所もない美人だった。年上のきれいなお姉さんといった風ふ情ぜいの彼女が自分と見合いをしている現実感のなさに、まるでドラマでも見ているような不思議な気分だった。

　ぼんやりしていると、ふと目が合って玲央は目礼をする。すると千華もそっと微ほほ笑えんだ。

　ホテル王の娘むすめと聞いて、わがままな気の強い女性を勝手に想像していたがそうではないらしい。自己紹しよう介かいを兼かねた挨拶を交わしたが、いまどき珍しく控えめで、けれどもどこかしっかりした印象を受けた。また、老舗しにせ画が廊ろうで働いているという彼女に玲央は純じゆん粋すいに興味を持つ。

「画廊でのお仕事って、どういうことをされているんですか？」

　控え室にいた頃ころと打って変わって、千華を前にすると臆することもなく質問が出る。父の客人をもてなしているときの感覚と大きく違ちがわない。

「わたしはただの受付です。実はあまり芸術的な才能に恵めぐまれていなくて……」

　気取ることなく言った千華は、ふふっと笑って見せた。

「そういえば、玲央さんは絵をお描かきになるとか。どういったものを描かれるんですか？」

　問い返したのは、千華の付き添い人としてやってきた彼女の叔母おばにあたる女性だった。

　趣しゆ味みに関しては事前に釣つり書きでも読んだのだろう。添てん付ぷした身上書には両親のことから学歴・趣味など本人の人となりが分かるようなものを記き載さいしていたが、玲央のものは見合いを承しよう諾だくしてから急いで父が葉山に作らせたものである。

「描くといっても大おお掛がかりなものではなくて、趣味のスケッチ程度ですが」

　言いながらふと野外美術館でのことを思い出してしまう。

　あの日、美術館へ再び訪れるまで絵を描くことなど忘れていた玲央だったが、葉山にもらったスケッチブックに細々と絵を描き始めていた。

　葉山が釣り書きに『趣味は絵画』と書いた理由も、あの日のことが心に残っていたからではないだろうか。そうであれば嬉うれしい。

（嬉しい……？）

　キスをしたことまで思い出し、玲央は微かすかに頬ほおを赤らめた。千華を前にして他ほかのことを考えてしまうなんて、気が散ってしまっている証しよう拠こだ。

　それも、葉山のことだなんて……。

　玲央はコホンとひとつ咳せき払ばらいすると、ネクタイの結び目をきつく締しめる。そして今のこの状じよう況きように集中した。

　二人の話は共通の趣味である美術の話を中心に盛り上がり、あっという間に三十分ほどが過ぎた。人と話すことに慣れた千華との会話はつきることがなくて、もっと話してみたいという気を起こさせる。それは千華を一人の女性として見た上での興味から来ているものではなかったが、初対面の相手であるというのに信しん頼らいできる人のような気がしていた。

　会話が弾はずんでいるのが知られると「二人きりで散歩でも」と促されて庭へ出た。あまりのお決まりな運びに、思わず笑いが漏もれてしまったほどだ。

　葉山も千華の叔母も先に帰宅してしまったが、千華と二人きりになることに不安はなかった。

「今回のことは、父が強ごう引いんにごめんなさい」

　しかし二人になると、千華は不意に謝罪の言葉を口にした。

「えっ？」

　まさかそんなことを言われるとは思わず、玲央は千華を見やる。

「だって、父の顔を立てて会ってくれたんでしょう？　まだ未成年の玲央くんに結けつ婚こんなんて無理な話で当たり前よね」

　千華にはなにもかもお見通しのようだった。もしかするとこういう見合いを何度もさせられているのかもしれない。

「父にはわたしからよく言っておきますから、気にしないでもらえるといいんだけど」

　気に入った若者を見るたびに千華と引き合わせたがるのは父の悪い癖くせなのだと千華は教えてくれた。その口調からも本当に申し訳ないと思っていることが分かる。

「だって、こんなにきれい……あ、ごめんなさい。かっこいい男の子に恋こい人びとがいないわけがないもの」

　わざわざ『かっこいい』と言い直すところが年上女性の余よ裕ゆうにも感じられた。

　雄お々おしさに欠ける玲央には、人からかっこいいといわれることなど滅めつ多たになくて、ほんのり嬉しい気分にさせられる。

　けれどもその言い方は、やはり弟に対するもののように感じられた。

「恋人……？」

　その単語を聞いて、とっさに葉山のことが浮うかんだ。

　控ひかえ室であんなことをするからだと内心で葉山に毒づくが、それにしても『恋人』と聞いて葉山を思い浮かべてしまうなんてどうかしてる。

　恋人なんていう甘いものではない。ただ面おも白しろがって自分を翻ほん弄ろうするだけの男を思い浮かべてしまうなんて。

「いいのよ、隠かくさなくても。……わたしもいるから」

　難しい顔をしてしまった玲央を安心させるつもりだろう。同罪だと共犯めいた微笑を浮かべながら千華は言う。

「えっ？」

「わたしもいるの、恋人が」

　すっかり玲央にも恋人がいると決めて疑わない千華は、そんな大事なことをあっさりと教えてくれる。

「それでもお見合いするんですか？」

　思わず問い返してしまったのは、まだ恋れん愛あいに甘いイメージを持っているからだろう。恋人という相手がいながらも結婚相手を見つけるために見合いする千華のことが、玲央には理解できなかった。

「仕方ないのよ。身分の違う人だから」

「仕方ないって、そんな……」

　あまりにあっさり言い切る千華を見て、玲央のほうがショックが大きい。千華が手軽な恋愛を楽しむような女性に見えなかっただけに余計だ。

「いいの。家のために結婚することは昔から決まっていたことだから、別に誰だれとしても同じなのよ」

　しかし、その一言で彼女の置かれている立場を思い知らされる。千華にとっては家の都合で結婚することが人生最大の仕事のようなものなのだろう。

「千華さん……」

　もしかしたら玲央が父の跡あとを継つぐと決められているように、千華もよく知りもしない相手と結婚することは、物心ついたときから決められていたことなのかもしれなかった。

「でも、あなたとなら結婚してもうまくやっていけたかもしれないわね」

　沈しずんでしまいそうになる玲央に、つとめて明るく千華は話しかけてきた。

「ぼく？」

「ええ、夫ふう婦ふというよりは姉弟きようだいという感覚に近いかもしれないけど」

　玲央は千華に対して好感を抱いだいていた。もしかすると出会うタイミングが違ちがえばよい友人になれたかもしれない。けれどもこういう立場で出会ってしまった以上、もう二度と会うことはないのかもしれないと思う。

　そう考えると、なにかやりきれないものが玲央の胸に渦うず巻まいたのだった。







　人生初となる見合いは、意外にもあっさり終しゆう了りようした。

　実際に自分が経験するまでは、見合いなんてすごく大きなイベントのように思っていた。けれども終わってみると、こんなものかと肩かた透すかしを食くらってしまったほどだ。

　千華と二人きりで話をしたあとに玲央はタクシーで家まで送っていったが、次に会う約束もしなければ携けい帯たいの番号を交こう換かんすることもなかった。

　断ることを前提として会ったわけだし、向こうもそのつもりのようだから当たり前なのだが、あまりにあっさりしすぎていて脱だつ力りよくしてしまう。ほんの少し話しただけだったが、もう二度と会うことはないのだと思うと寂さびしい気にもさせられた。

　しかし、千華本人ではなく父の斉藤からは猛もう烈れつなアタックが続いている。

　どうやら断ったはずの見合い話も生きているようで、会ってしまったのは逆効果だったようだ。

　しかし、現げん役えきの高校生である玲央に結婚なんて問題を突つきつけられても、一いつ切さい現実味のない話だった。だいたい、キスだってこの間教えられたばかりなのだ。

　それも、同性に……。

　玲央は隣となりにいる男をチラッと盗ぬすみ見た。

（葉山は結婚とか考えたことないのかな？）

　二十七歳になるともなれば、一度くらいそういうことを考えてもおかしくないような気がする。

　葉山のイメージに結婚というものはそぐわないが、そこまで真しん剣けんに人を愛したことがあるのか気になってしまっていた。

「どうしました？」

「えっ、あ、うん。……問６だっけ」

　ぼんやりしていることを指し摘てきされて、慌あわててテキストに向き直る。しかし、問題を解こうと筆記具を持ち直した手を、葉山によって止められた。

「なにをそんなに悩なやんでいるのです」

「なにって、別に……」

　まさか葉山のことを考えていたなどと言えるわけがなくて、玲央は言葉を濁にごす。

「別に……、ね。あなたはそればかりだ。言いたくなるように仕向けてもいいんですよ」

　声のトーンが若じやつ干かん変わったかと思えば、つっと葉山の手のひらが腿ももを這はう。さらに敏びん感かんな部分を探さぐるかのような動きが玲央を焦あせらせた。

「わ、分かった、分かりました。……素す直なおに言えばいいんでしょう？」

　自分に興味などないくせに、秘密を持たれるのが癪しやくに障さわるのだろう。

　玲央は葉山に秘密ばかり持たれているというのに、不公平きわまりない。

「……葉山は結けつ婚こんとかしないの？」

　誤ご魔ま化かしなど葉山には通用しないことが分かっている玲央は、笑われるのを覚かく悟ごで質問する。

「なんだ、そんなことでしたか。しませんよ」

　しかし、微み塵じんも迷いなどないというように、あっさりと切り捨てられた。

　たしかに家庭の似合わない男であるが、断言なんて大げさではないだろうか。他人との生活ができないわけではないことは、普ふ段だんの暮らしぶりからも分かることだ。

　そう考えながらも、なぜか安心する自分がいるのを玲央は感じていた。

「そんな、投げやりにならなくても……」

「いえ、そうではありません。もう決めたことですから」

「えっ、結婚しないってことを決めちゃったの？　なんで？」

「なんで……ね。結婚という制度に苦しめられた人を見ているから、ですかね」

　聞いてはいけないことだったかもしれない。他人の事情に立ち入りすぎてしまったとハッとする玲央を見て、葉山はうっそうとした笑いを口元に乗せる。

「ちょうどいい機会だ。あなたには知っておいてもらいましょう」

「な、なんのこと？」

　これ以上聞かないほうがいい。そうと分かっているのに尋たずねずにいられなかった。

「あなたの父親のことですよ。彼も自分の父親が大きくしてきた学園を守るため、財力のあるあなたの母親と結婚した。ご存じですよね」

「ええ……」

　玲央の父も母も見合いで知り合った仲だ。それは玲央も聞いていたし、そういうことがあっても仕方がないと思える。きっかけがなんであれ自分の両親は相手を信しん頼らいしあっているし、家庭も円満だった。

「それなら、そのために捨てられた女性がいることは？」

「……えっ？」

　予想もしていない言葉が飛び出て、玲央は顔を跳はね上げた。

「あなたのお父さんには、長年親しく付き合っている女性がいました。女性のほうは献けん身しん的に相手に尽つくし、このまま結婚すると信じて疑わなかったそうです。ところがそんな彼女に突きつけられたのは、プロポーズではなく別れの言葉だった。男は家のために結婚することになったから別れてくれと言い残し、彼女の許もとを去ったのです」

「それ、お父さんが……？」

　初めて聞く話に、玲央は信じられないという思いで葉山を見やる。

「女性のほうは泣き暮らし、明るく溌はつ剌らつとした性格だったのに、まるで人が変わったように何年もふさぎ込んでいました。今はやっと幸せを手に入れて、元のような明るさを取り戻もどしていますが、彼女が本当に立ち直るまでどれほどの時間を要したことか」

　まるで側そばで見てきたような葉山の言い草だった。ふだん表情に乏とぼしい葉山に苦痛の色が見て取れる。

「なんで、それを、葉山が……？」

「わたしの叔母おばだからですよ。苗みよう字じが違うせいか、あなたのお父さんはその関係に気づいていないようですがね。それとも、そんな女性がいたことも忘れてしまったのかもしれない」

「そんなこと……」

　けれどもそう言ったきり、玲央にはかける言葉が見つからなかった。

「相手の家の資産を見込んだ政略結婚などくだらない。それはあなたもよく知っているはずですよ」

　たしかに母の実家は資産家だったが、バブルの混乱期に事業を縮小して今は昔ほどの財力はない。葉山が言うように政略結婚などくだらないことなのかもしれなかった。

「子供ながらにおおよその事情を知っていたわたしは、自分の叔母から元気がなくなっていくのを忍しのびなく思っていました。自分の力ではどうすることもできないと分かっていましたからね。美人で評判だった叔母が精せい彩さいを失っていく過程を間近で見ていれば、結婚……とくに政略結婚という制度に嫌いや気けがさすのも当たり前です」

「じゃあ、会社を乗っ取るというのも、それが理由で……？」

「なんでもいいじゃないですか」

　しかし、葉山はにこりと笑うとそれ以上のことは話そうとはしなかった。取り付く島もないというのは、まさにこのことだ。

「それより、斉藤氏のことですが」

　さらに葉山は強ごう引いんに話を変えてくる。真剣な内容だけに食い下がりたかったが、無む駄だだと分かって玲央はそれ以上追及することを諦あきらめた。

「あまりに電話が頻ひん繁ぱんなようですね」

　斉藤から玲央へ毎日のようにかかってくる電話の対応をどうするのか、葉山は考えているようだった。今のところはその都度玲央が応じているものの、正直言って精神的な負担になっていないわけではない。

　自分のことを買ってくれるのはありがたいが、居留守を使いたいと思うこともあった。

「もう一度きっぱりお断りさしあげてみましょうか」

「あ、うん……」

　ありがたい申し出であるが、玲央はなんとなく返事を渋しぶってしまっていた。

　斉藤と縁えんを結ぶのはまたとないチャンスであることも分かっていて、この身に余るような縁を無下にしてしまうのも憚はばかられた。

　以前葉山は斉藤のことを白馬の騎き士しと言った。それはホテル王といわれる斉藤の登場が玲央を葉山の魔ま手しゆから救ってくれるという比ひ喩ゆだと思っていたが、実際にそれは経済の専門用語のようだった。

　世界でもその存在を知られる斉藤の力は絶大で、斉藤との結びつきは社会的な信用度を上げることになる。事業を営む上での基き盤ばんがよりしっかりと固まれば、激しい生存競争も有利になるのだろう。

　老舗しにせといわれる同業の会社が次々と倒とう産さんしていっている現実を、玲央も見聞きしていてよく知っていた。

　もしかしたら、今のこの現状は宮前家にとってまたとないチャンスなのかもしれない。

　長い間大切に守られてきた学園も含ふくめ、全国にまで広がった学校のすべてを守ること。そのチャンスを自分が潰つぶしてしまうなんて玲央にはとうていできないことだった。

　父と母が留守がちなのも、様々な学校の経営に奔ほん走そうしているためだということは子供の頃ころからよく分かっている。

「玲央くん？」

「……断らなくていいよ。少し保留にさせてください」

　はじめから断ることしか考えていなかった見合いだが、ここにきて気が変わっていた。

　その一つは、実際に会った千華が自身の結婚というものに決意を固めていたせいでもあった。

　恋こい人びとがいても家のために結婚するという覚悟を知らされて、自分も甘えていられないのではないかと思った。今時の選せん択たくじゃないかもしれないし、葉山は嫌いやがるかもしれないが、今まで受け継つがれていたものを守るには、恋こいなどにうつつを抜ぬかしてはいけないと玲央も思う。

　千華の考えに触しよく発はつされたように、玲央もひとつ決心するのだった。







「──お父さん。お話があります」

　翌朝、玲央は起きると朝食の前に父の部屋を訪おとずれていた。

「なんだい、こんな朝から真面まじ目めな顔をして」

　挨あい拶さつもそこそこに話を切り出した玲央の表情を見て父は言う。玲央の肌理きめの細かい白磁の肌はだは緊きん張ちようのためか少し青ざめているようだった。

「千華さんとの縁えん談だんのことですが……」

「ああ、何度もお断りしているんだが、斉藤さんはそうとうおまえを気に入ったようでね。諦めてもらうまでにはもう少し時間がかかりそうだな」

　それまでは辛しん抱ぼうしてくれというように父は玲央の肩かたを叩たたいた。しかし、玲央は違ちがうんだと言うように首を横に振ふる。

「いえ、お受けしようかと思って」

「えっ？」

　父は一いつ瞬しゆん驚おどろき、そして何度か瞬まばたきしてもう一度玲央を見た。

「本気か？」

「はい、本気です」

　何度も考えて出した答えだった。

　家や学校を継ぐことを意識して生きてきた玲央には、政略結婚というものにそれほど抵てい抗こうがない。

　突とつ然ぜん持ち上がった話のせいで断ることばかり考えてしまっていたが、千華を知るにつれ断る理由がないのではないかと思うようになった。

　結けつ婚こんに関しては千華も同じような価値観を持っているようだし、趣しゆ味みも話も合う。突然できた姉だと思えばうまくやっていけるような気がした。

「本当にいいんだな？」

　玲央に念を押しながらも、父はどこか嬉うれしさを隠かくせない様子でそわそわしていた。斉藤との結びつきを考えると、この縁談は喉のどから手が出るほど欲しかったに違いない。けれども父は親の勝手を玲央に押し付けることなどなかったのだ。

　けれども父の喜ぶ姿を見たら、自分の選択が間違いではないと言われているようだった。自分が父を喜ばせているのだと思うと、なんだかこちらも嬉しくなる。

（そう、これでいいんだ）

　迷いが一つもないといえば嘘うそになるが、自分の決断は間違っていない。玲央はそう自分に言い聞かせていた。







　玲央が高校を卒業したら千華と結婚することが決まった。

　その意志を玲央が固めたと知ると、父はその場で斉藤に連れん絡らくを取った。斉藤はもちろん大喜びで、気が変わってしまう前にと、婚こん約やくを取り交かわした。

　その打ち合わせで千華と何度も会ったが、千華に対する気持ちはやはり姉に抱いだくような感情と変わりない。人としての好意と年長者に対する尊敬がその主な感情で、その二つさえあればうまくやれるだろうと思う。

　玲央には兄弟がいないこともあって、姉がいたらこんな感じなんだろうかと、千華と会うたびにそんな感想を抱きもする。もしかしたら、末っ子である千華も「弟がいたら……」と、玲央を見てそう思っていたのかもしれない。

　夫ふう婦ふになるのだという実感はないが、結婚までにはまだ一年近くも時間があるため、そのうち徐じよ々じよに心の準備ができるのだろうと思った。

　そんなある日のことだ。

　夕食が済んだあと、玲央は父から呼び出しを受けて、書しよ斎さいへと足を運んだ。話なら食事の際にもできたというのに、そのときは特に話がある様子ではなかった。

　改まってなんだろうと思いながら父と対面する。

「日曜は空いているか？」

「日曜日ですか？　特に予定はないですけど」

　相変わらず絵を描かくこと以外の趣味もなく、積極的に外に出るタイプのわけでもない玲央は、休日は家でのんびり過ごすことが多い。平日なら今は歓かん迎げい会かいの準備で色々と忙いそがしいが、日曜日は打って変わって暇ひまだった。

　父もそれを知っているはずなのに、こんな風に予定を聞いてくるなんて、やはり様子がいつもと違っていた。

「それなら一日空けておきなさい。パーティーをするから」

「え、なんのですか？」

　問いながら、そんなパーティーを開かい催さいするようなことはあったかと考える。

「おまえの婚約披ひ露ろうだ」

「……は？」

　あまりに突然すぎるできごとに、玲央は思わず間の抜けた返事を返した。

　ぽかんと開けた口がそのまましばらくふさがらない。

「結婚って、この間決まったばかりですよね？　なにもこんなに慌あわててしなくてもいいんじゃないですか？」

　驚おどろきすぎたのか、かえって冷静になった玲央はそんな疑問を口にする。

「それももっともなんだが、斉藤さんのほうがぜひにと言ってきかないんだよ。あちらのホテルでちょうど会場のキャンセルが出たらしく、それならパーティーを開こうと思ったらしい」

　困り果てたような表情の父だが、よく見るとまんざらでもない様子だった。父の気持ちが分からなくもないが、急に降って湧わいたような話に簡単にうなずくことができない。

「それでも急すぎませんか？」

　まだ先のことだと思っていた結婚という二文字が急に目の前に迫せまって、玲央はどぎまぎしてしまう。いずれは千華と一いつ緒しよになるのだとしても、それを急に意識させられて尻しり込ごみしてしまうのも無理はない。

「そうだが、どちらにしても夫婦になるのに変わりはないんだ。おめでたいことは急いでもいいだろう。あちらは早く孫の顔を見たがっているくらいだからね」

　夫婦という言葉がやけに生々しく玲央に聞こえた。

　それに加えて、自分の人生のはずなのに、人の手によってコントロールされているような気がしてならない。

　そんな言葉を聞いてしまえば、本当に結婚してもいいのかと不安が心の中に渦うずを巻く。

　それほどお互たがいを知りもしない相手と、家庭を築くことなんてできるのだろうか？

　千華のことは嫌きらいではないし好感を抱いているが、共に人生を歩んでいくことを考えるとどうしても自信をなくしてしまう。

　今まで千華とは姉と弟のような感覚でいたが、ここにきて姉弟きようだいではないことに気づかされた。

（夫婦にならなくてはいけないんだ）

　それに気づくと、急に結婚というものがすごく怖こわいものに感じられた。

「玲央？」

　突とつ然ぜん黙だまり込んだ玲央をどうしたのかと父がうかがい見る。

「あ、ちょっと……。失礼します」

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいで、玲央は父の書斎から退出していた。

　ふらふらと部屋を出た玲央が、重い足取りでたどり着いた先は葉山の部屋だった。なぜか自分の部屋まで足が動かず、その手前の葉山の部屋で立ち止まると、ドアをノックしていた。

「どうしたんですか？」

　突然の玲央の訪問に、葉山は訝いぶかしがるような視線を向けてきた。その視線が冷ややかなことに怖おじ気けづきそうになるが、他ほかには縋すがるところがないと玲央は自分を奮い立たせる。

「け、結婚をすることになって……」

「存じてますよ。なにを今さら言っているんです？」

　しごく当たり前のことを言われて、すうっと体の芯しんまで冷えていくようだった。

「そう……だけど、でも……」

「悪い縁談ではないとご自分で決めたことでしょう？　それとも現実が見えて怖くなってしまったのですか？」

　葉山の言うとおりだった。結婚は自分で決めたことのはずなのに、夫婦という関係にならなければいけないことがものすごく怖いのだ。千華と男女の関係になるなんて考えられないことだった。

「お嫌いやなんですか？」

　玲央は素す直なおにコクリとうなずいていた。

　千華が嫌なわけではない。けれどもいざ現実を突つきつけられると、まったくの他人である相手と家族にならなければならないことのおかしさがどうにも受け入れがたかった。

「だから言ったでしょう。政略結婚などくだらないと」

　自分の言うことを聞かない玲央が悪いのだと言うように葉山は嘆たん息そくした。玲央はそれを黙だまって聞くしかできずにいる。自分の人生すら自分で選べない力のなさを思い知らされていた。

「どうしても嫌だというのなら、わたしに一つ策があります」

　まるで玲央をたぶらかすように葉山はひっそりと耳元に囁ささやいた。

「策？」

　それがきれいごとで済まされないだろうことは玲央にも想像できていた。しかし、そうと分かっていても葉山の話を聞いてみたい。

「こちらから断ることもなく破談にする方法ですよ」

「そんなものがあるの？」

　口約束でしかないが、一度決めた結婚をなかったことにするなんて、本当に可能なんだろうか。

「ただし、ここまで決まった縁えん談だんです。解消するにはそれなりの報ほう酬しゆうをいただきますよ」

　言いながら葉山は目を細めた。眼鏡めがねのブリッジをゆっくり上げる仕草が不安を掻かき立てる。

「い、いくら……？」

「前にも言ったでしょう？　お金はいらないと」

「だったら、なにを用意すれば……？」

　葉山の請せい求きゆうに応こたえられるのだろうかと考え、多少のことを覚かく悟ごした。なにしろキスを望んだこともある男だ。簡単に手に入るものでは済まされないだろう。

「そうですね……」

　ふっと笑うと、葉山は値ね踏ぶみするような目つきで玲央を見た。眼鏡のレンズに所在なさそうにたたずむ自分の姿が映っている。

「あなたの貞てい操そうとか」

「え？」

　つまり、葉山は体を差し出せと言ってきているのだろうか？

　真意を探さぐるように見返すと、艶つやっぽい視線と出会って背筋がひやりと冷たくなる。

「難しいことではないはずですよ。わたしの手で何度も果てているでしょう。悪いようにはしないってことはあなたも分かっておいでじゃないですか？」

　わざと煽あおるような葉山の言葉に、玲央はかあっと頬ほおを上気させる。

「それとも、怖じ気づきましたか？」

　眉まゆひとつ動かすことのない葉山は、口元に微かすかな笑えみを浮うかべた。その表情がまるで玲央にはできるわけがないと言われているようで、玲央の中に反発心のようなものが湧きあがる。

　まるで意い気く地じがないと揶や揄ゆされているようでムッとしたこともあるが、玲央に決断をさせたのは、自棄やけになっていたせいもある。

　また、ひどくされたいような心境でもあった。

「怖じ気づいてなんてない──」

　玲央は生まれ出いずる不安を払ふつ拭しよくして、葉山の手を取ったのだった。







　導かれた先は葉山のベッドの上だった。

　一度だけ葉山の部屋に入ったことがあるが、これほどプライベートな場所に立ち入ることも初めてで、こみ上げてくる緊きん張ちようから体はガチガチだった。

　しかし、その強こわ張ばりを解くように葉山に一度追い上げられ達してしまうと、その先を知りたいような気持ちにもなってくる。

　衣類すべてを剥はぎ取られて伏ふせのような恰かつ好こうをさせられたときにはもう、羞しゆう恥ちはずいぶん緩かん和わされていた。そうでなければ腰こしを上げるよう言われても従えなかっただろう。

「もう少し息を吐はきなさい」

　濡ぬらした指先で後こう孔こうの入り口を撫なでるようにしていた葉山は、宥なだめるような口調で言った。

　詰つめていた息をフッと吐き出すと、そのタイミングを見計らったように指が侵しん入にゆうしてくる。

「んっ」

　いきなり襲おそわれた違い和わ感かんに玲央は眉をひそめた。今まで人には言えないことを葉山としてきているが、指を入れられたのは初めてのことだ。

「くっ」

　息を吐き出すと堪こらえた声までが零こぼれ落ちる。しかし、そうすることで苦痛から逃のがれ、体の奥に疼うずくような感覚が生まれるようだった。

「まだきつく閉とざしているようですね」

　はじめて触ふれられる緊張からか、指が侵入するたびギュッと内ない壁へきが拒こばむように収縮していた。

　力を抜ぬいたほうが楽だと分かっているが、頭で思うように体は言うことを聞いてはくれない。

　けれども葉山の長い指が奥の一点を掠かすめると、ひくりと体内が明らかな反応を返した。

「な、なに……？」

　思ってもいない体の動きに、玲央は焦あせるように尋たずねた。

　自分の体であるが、予想も制せい御ぎよもできない。ヒクリと震ふるえた内壁はまるで葉山を迎むかえ入れるようにうねり始めた。

「ここ、ですか」

　奥を探りながら問われるが、玲央にはなにを聞かれているのか分からず、返事の代わりに息を逃す。

「く……ぅ」

　じんわりと快楽が前にも伝わり、一度果てた後でくったりしていた性器はみるみる間に張り詰めていた。明らかに痛みだけではない感覚を感じはじめて皮ひ膚ふが敏びん感かんになっている。

「やっ」

　指がある一点を擦こするたびに腰が揺ゆれてしまい、もっとさらなる快感を得ようと、そろりとペニスに手を這はわした。

「はしたないと教えませんでしたか？」

「でも……」

　叱しかられて首をすくめるが、昂たかぶりはどうしようもないことになっている。先せん端たんからはとろとろと蜜みつを漏もらしていて、これで触れずにいるなんてできなかった。

　それを見て葉山はこれみよがしにため息をつくと、玲央の耳元でこっそり言葉をつむぐ。吐と息いきと共に吐き出された卑ひ猥わいな言葉を聞いて、玲央は顔を跳はね上げた。

「それ、ぼくが……？」

「ええ。上手に言えたらお望みのようにしてさしあげますよ」

　レンズの奥の瞳ひとみがうっそりとした笑いを向けてくる。漆しつ黒こくの奥に欲望の炎ほのおがたつのが見えた気がした。

　いけないと思いながらも、その冷れい笑しようにぞくりとしたものを感じて胸が締しめつけられた。

「さあ、早く」

　屈くつ辱じよくでしかない言葉を促うながされて、まるで操あやつられるように口を開く。恥はずかしいと思っていながらも、葉山に望まれると自分を止めることができない。

「い、いか……せて、くださ……い」

　消え入りそうな小さな声でやっと言い切ると、カアッと体が発熱したように熱くなる。

「よく聞こえませんね」

　しかし葉山はしれっとした表情でそう言うと、グイッと後ろをかき回した。

「あっ……」

　弾はじけたように背中がしなり、達してしまいそうになる。ぎりぎりのところで堪えたが、一いつ瞬しゆん葉山の指をきつく締めつけたのが分かった。

「あなたは虐しいたげられる言葉のほうが感じるようだ」

　指を増やされると、甘い悲鳴が口をついて出た。抵てい抗こうなく異物を受け入れるどころか、もっと刺し激げきを欲ほつしたいと思うまでに慣らされてしまっている。

「う……んっ」

　口から出たのが明らかに感じている声と知って、自分でもかあっと顔が赤らむのが分かる。

「ここに欲しいですか？」

　少し掠れたような葉山の声が耳に届いた。

　それがまるで欲情しているようにも感じて、玲央も煽られてしまう。

「わたしのもので奥をついて欲しいですか」

　耳に囁ささやかれたのは湿しめったような声。

　一度だけ目にした葉山の大きさを思い出すと背筋が凍こおるようだが、あの時の壮そう絶ぜつに色っぽい葉山の表情を思い出すと、なぜか無む性しように奥が疼いた。

「ほ、ほしい……」

　いくぶん舌っ足らずに答えると、指が体内から去っていく。

　息苦しくさせていたものが急に抜けて、玲央はふうと息をついた。

　しかし、次の瞬間後孔に熱い切っ先が押し当てられ、それが葉山のものと分かると覚悟を決める。

「あ……っん」

　先が少し潜もぐり込むだけで声が上がる。堪えられないほど痛いわけではないが、あえぐ声は抑おさえても口をついて出て行ってしまう。

「力を抜きなさい」

　そう言われてもうまくできず、玲央はシーツに額をつけて首を左右に振ふった。緊張のせいで硬かたくなった体をほぐすように、葉山が前に触れてくる。

「やっ、そこ触さわらな……」

　前がぐんと張り詰めると同時に後ろが緩ゆるみ、その瞬間を見計らうように葉山はずるりと侵入してきた。

「んん……！」

　一気に奥まで進まれて、玲央はギュッとシーツを握にぎりしめる。はあはあと肩かたで息をついていると、覆おおいかぶさってきた葉山が耳みみ朶たぶに囁いた。

「あなたの中、よく吸い付いてきますよ」

「や、やめて……。あっ」

　もぞりと腰を回すように動かれて、ふいの刺激に零してしまいそうになる。

　しかし、葉山の指で出口をせき止められて、快楽はもっと先へと引き延のばされた。

「もう少し辛しん抱ぼうなさい」

「そんなこと、言っても……」

　もうすでにいっぱいいっぱいな玲央には辛つらい指示だった。

　繋つながった場所がぐずぐずに溶とけていくようで体に力が入らない。いっそのこと気を失ってしまえたらいいのにと思ってしまう。

「動きますよ」

　葉山は抉えぐるようにして腰を打ちつけてくる。揺すられるたびに喘あえぐような息が吐き出され、耳を塞ふさぎたくなった。

「んっ」

　先端が角度を変えて奥を抉ってくる。葉山が滲にじませた粘ねん液えきのせいなのか、二人を繋いでいる部分から水音のようなものが聞こえて、生々しい羞恥を植えつけられた。

　自分の中に葉山がいる。繋がった部分からどくどくという脈動まで伝わってきそうで、そんなことを想像したら葉山を締めつけてしまっていた。

「やってくれますね」

　締めつけた瞬間、葉山がいっそう硬くなったのが分かる。忌いま々いましそうに小さく舌打ちすると何度も腰を突つき上げてきた。そのたびに玲央は嬌きよう声せいをあげ続けた。

「あ、あっ……！」

　突き上げるリズムと連動するように、葉山の長い指が性器を扱しごき上げる。解放を促すようにされるが、それを拒むようにふるふると頭を振った。

　放出してしまいたいのはやまやまだったが、終わってしまうのがなにか怖こわくも感じたのだ。

「や、やだ……っ」

　しかし、先端をグリッと引っかくように刺激を与あたえられて、背筋に電流のような刺激が走る。はじまってしまった射精にぶるっと身を震わせた。

「う、あ……ん」

　必死で我が慢まんをしても、体の奥からどくっと熱い奔ほん流りゆうがあふれ出てしまう。

　その瞬間、葉山を強く締めつけてしまったようで、最さい奥おうに熱い飛沫しぶきをたたきつけられた。葉山の放った熱い劣れつ情じようを搾しぼり取るように、内ない壁へきが自然とうねりだす。

　微かすかにうめくような吐息が聞こえて、玲央はまた体内に火が灯ともるのを抑えることはできなかった。
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　目が覚めると、玲央は自分のベッドの上にいた。

　たしかに葉山の部屋にいたはずなのに、ちゃんとパジャマを着て横たわっているということは、すべて葉山がやったことだろう。

　あの後、どうにも収まりのつかない体を持て余してしまった玲央は、もう一度達いかされてしまっていた。断だん片ぺん的にしか覚えていないが、何度も請こうような言葉を口にしていたと思う。

　それこそ正気だったら絶対に言えないようなことを口走っていた。

　玲央が卑ひ猥わいなことを言うたびに悦えつに入ったようになる葉山の表情がやけにいやらしく、情欲に濡ぬれたような瞳を見ながら、昂たかぶっていく自分を抑えることができなかった。

（あ、あんなこと……！）

　乱されてしまった自分を思い出しては、恥ずかしさに襲おそわれる。同じ年とし頃ごろの人間と比べると淡たん白ぱくなほうだと思っていたのに、自分が男に抱だかれてあんな風になってしまうなんて信じられない。

　恥ずかしさのあまりシーツの中に潜り込むと、目覚ましの音が部屋に響ひびいてビクッと肩を震ふるわせる。

　きっと葉山がセットしたのだろう。目覚ましはいつも起きる時間より五分早く設定されていた。すんなり起き上がれないことを見み越こしてのことだろうか。

　昨日の今日だ。隣となりの部屋にいるのなら様子を見に来てくれてもいいのにと思いかけて、自分たちはそんな仲ではないと思い直す。玲央の体を気き遣づかうなんて甘いことを葉山に望んでいる自分が恐おそろしかった。

（取引をしただけだ）

　そう。縁えん談だんを壊こわしてもらう交こう換かん条件に葉山に体を差し出しただけだ。

　一度体を繋げて情が移ってしまったわけではないだろうと自問自答しながら身み支じ度たくをととのえて、朝食の準備ができているだろうダイニングへ降りる。

　食事などしている気分ではなかったが、顔を出さなければ両親から不ふ審しんに思われてしまいそうだ。あの程度のことでと、葉山からも笑われてしまうかもしれない。そんな思いが玲央の足を動かしていた。

　あれでいて葉山は手加減をしてくれていたのか、多少の違い和わ感かんはあるものの体に痛みは残っていない。けれども両親の前で澄すました顔をしていることができるだろうか。昨日のことを思い出してしまったらどうしようという不安に駆かられながらダイニングのドアを開ける。

　しかし、そこに葉山の姿はなかった。

　いつもであれば玲央よりも先に席についているはずだ。それなのに葉山の席は空っぽだった。

「あの、先生は……？」

　思わず挨あい拶さつも忘れて玲央は父に尋たずねる。

　葉山に限って寝ね坊ぼうなどということは絶対にない。きっと用事でもできて早くからどこかへ出かけたのだろう。そう予想しながらなにげなく問いかけたつもりだ。

「ああ、なにか急用ができたと言ってね。今朝がた出て行ったところだよ」

「出て行った？」

『出かけた』ではなく『出て行った』と言われたことに、とっさに昔のことがよみがえる。

　六年前も葉山は急に家庭教師を辞やめたのだ。別れの言葉もなく立ち去られて、玲央はどれだけ落ち込んだことだろう。

　それがまた繰くり返されるのかと思うと、サーッと血の気が引いていくようだった。

「しばらくは戻もどらないようだから、おまえも覚かく悟ごしなさい。必要なら新しい先生を探してやろう」

「しばらくって、そんなにですか……？」

　代えの先生が必要なほど葉山は留守にするというのだろうか。それよりも本当に戻ってくるつもりでいるのか。そこが玲央には一番知りたいところだった。

「はっきりとは言っていかなかったんだが、数日で戻ってくる感じではなかったな」

　やはり、また置いていかれたのだろうかという思いに駆られる。

「なんで……っ」

　なぜ止めなかったのかと父をなじりかけて玲央は言葉を飲み込んだ。

　葉山が出て行ったのは父の責任ではない。それに、なによりこうなることは自分で望んだことじゃなかっただろうか。

　卒業までの一年を耐たえればいいとあれほど自分に言い聞かせていたというのに……。

「礼れい儀ぎ作法も身についてきたし、この間のテストもよくできていたようだ。もともとおまえは責任感も強いし、葉山がいなければなにもできないことはないだろう。来年の挙式には来てもらえたらいいんだが」

「挙式……」

　父の口ぶりからすると、どうやら結けつ婚こんの件は白紙に戻っていないらしい。

　立て続けに驚おどろくようなことが起きていて今はまだ確かめる勇気はないが、きっとそうなのだろう。

　だったらなんのために葉山と取引をしたのだろうか。もしかしたら玲央の弱みにつけ込んで、体ていよく弄もてあそばれたのではないかと、そんな疑ぎ惑わくが胸を渦うず巻まく。

　六年前のあの時以上にショックが大きくて、葉山の言葉に乗せられて体を繋げてしまった自分を愚おろかにすら思ってしまう。

　やはり葉山の言うことなど信じなければよかったのだ。

　あれほど屈くつ辱じよく的な目に遭あわされていたというのに、本当の葉山は昔憧あこがれた姿のままだと思い込んでいたのだろうか。もしそうなら自分の甘さに嫌いや気けがさす。

　自分の存在など、葉山にとっては退たい屈くつしのぎのおもちゃと一いつ緒しよだと分かっていたはずなのに。少し優やさしくされただけで簡単に靡なびいてしまうなんて……。

　あの日──。

　まるで昔を思い出したように、葉山に野外美術館へ連れて行ってもらったことがとても嬉うれしかったのだ。きりきりと巻ききったゼンマイのような玲央に、力を抜ぬくよう言ってくれているようで、心に潤うるおいを与えてくれていた。

　頑がん張ばるのが当たり前と、常に前を見ることを求められ続ける玲央に、葉山は絵を描かくという趣しゆ味みを思い出させてくれた。それが本当に嬉しくて、自分のことをちゃんと知ってくれている人がいるのだと思うと、それだけで心強いものがあった。

　そこまでしてくれたのに、また玲央を置いて出て行ってしまうとは。

　黙だまって出て行った葉山のことを恨うらんでしまいそうになるが、もう子供ではないのだからといつもと変わらない日々を送ろうと努力していた。

　一人の教育係がいなくなったところで生活までが変わることはない。葉山がいなくても毎日は同じリズムで過ぎていくのだと。

　しかし、気づくとスケッチブックには葉山と思おぼしき人物がたくさん描かれていた。特に葉山を描こうとしていたわけではなく、ぼんやりとして手を走らせていただけだ。目に映るものを書き写していただけなのに、そこかしこに葉山の横顔がちりばめられていた。

　玲央はそんな自分にはたと気づいては、葉山の描かれたページをスケッチブックから切り取る。そしてゴミ箱へ捨てようとするが、どうしても捨てることはできなかった。

　ただの絵。それも落書きに近い絵に過ぎないというのに、粗そ末まつにできずにいたのだ。

　そんなある日のこと。

　玲央はふと葉山に似た人ひと影かげを見たような気がした。

「──会長？」

　急に立ち止まった玲央を、生徒会役員が訝いぶかしがるようにして見た。

「え、ああ、なんでもない」

　気づけば葉山の面おも影かげを探していたのかと、そんな自分にも気づいて玲央は愕がく然ぜんとする。しかし、なにごともなかったようにまた歩きだした。

　新入生歓かん迎げい会かいを数日後に控ひかえて、生徒会役員の数名で買い出しに来ていたのだ。もともと催もよおしをやるようにできていない場所を会場にすることは予想以上に大変だった。小さなトラブルも続いたが、それをどう打開するかみんなで考えることはやりがいがあって充じゆう実じつしている。

　たぶん、こんな機会でもなかったら仲良く買い出しに出ることなんてなかっただろう。

　買い物ついでに立ち並ぶ店をひやかすなんてこと、今までの玲央からは想像できない。しかし、ふいに目をやった先で、葉山に似た顔を見つけてしまったのだ。

　待ち合わせ場所として定番の時計台前。まるで誰だれかを待つようにたたずんでいた。

「……悪いけど、みんな先に帰っていて」

　他人の空似だと言い聞かせて一度は通り過ぎたが、遠目で見た姿がどうしても気になって仕方がなかった。一区画先まで歩いたところでやはり足が止まってしまう。

　人ひと違ちがいだったらそれでも構わない。一度この目でしっかり確かく認にんしなければ、どうにも気がすまなかった。

「なにかありました？」

「ううん、忘れ物をした」

　そんな嘘うそまでつきながら、役員を振ふり切るようにして玲央は来た道を戻った。

　時計台に近づきながら辺りをうかがうと、さきほど見た辺りにはやはり葉山の姿がある。

　すらりとした体たい躯くに整った顔立ち、上品でいて洗練された眼鏡めがね姿というのはそうそういるものではない。求めていた人物に出くわして胸が高鳴る。

（どうしよう……）

　声をかけるべきかどうか迷うが、このときの葉山は一人ではなかった。待ち合わせていた相手がやってきたのだろう。人の陰かげに隠かくれていてよく見えないが、誰か女性と──千華と一緒にいるようだった。

「えっ？」

　どうして二人が一緒にいるのだろう？　その違和感に玲央は引っ掛かかりを覚える。

　もちろん見合いのときに会っていてお互たがいに面識はあるが、個人的に連れん絡らく先を交かわしていたわけではないし、玲央を交えず二人きりで会っているというのはどう考えてもおかしいことだろう。それに千華は濃こい色のサングラスをかけて、まるで変装でもしているようだった。

　ざわざわと不安が胸の中で騒さわぎ立てる。一つの答えを予想しながらも必死でそれを打ち消した。しかし、そんな努力もむなしく、葉山は千華の肩かたにそっと手を置いた。

「うそ？」

　とても自然なその行こう為いが、まるで恋こい人びと同士のようだった。

　玲央と千華という組み合わせよりもよほどお似合いだ。年ねん齢れい的なものも葉山と千華ならばぴったりだろう。そう思ったら、千華の言う身分違ちがいの恋人というのが葉山のことではないのかと考えずにいられなかった。

（つじつまが、合う……？）

　そうだとしたら葉山は、叔母おばの話を持ち出して玲央に結婚をあきらめさせようとしたのではないだろうか。そして、葉山の意にそぐわず千華との結婚を決めた玲央を腹いせのために抱だいたのか。

　考えるだけでショックは大きく、その場にしゃがみこんでしまいたいほどだった。しかし目立ってしまうわけにもいかず、街路樹の陰かげにさっと身を隠し二人の後を目で追う。

　千華の肩を抱いたまま、葉山は時計台から離はなれて歩き出した。人の波を縫ぬうように歩くと、その先にあるホテルのエントランスをくぐる。

「そんな……」

　二人が親しげにホテルに入っていったからといって、その関係を疑うのは早計すぎる。そう言い聞かせてこっそりロビーに入り込むと、さりげなく二人を観察した。

　葉山はフロントでチェックイン手続きをしているようだった。用紙に顧こ客きやく情報を記入してキーを受け取ると、ソファで待っている千華の許もとへ行く。それから二人は連れ立ってエレベーターへと消えていった。

　二人が乗ったエレベーターの上階には客室しかない。

　決定打となるシーンを目もく撃げきしてしまい、玲央はくらくらと目め眩まいを覚えた。

　傷ついたのは千華に裏切られたことではない。葉山が自分を騙だましていたこと、ちゃんと大切にしている人がいることだ。

　自分には向けることのない穏おだやかな微び笑しようを千華には向けていた。玲央が望んでもかなわなかったものを得られる千華に嫉しつ妬とすら覚えてしまっていた。

（こんなにも羨うらやましいとは……！）

　ちりちりとした焦しよう燥そう感かんがうねるように巻き起こる。こんなにどろどろとした感情を抱くなんて初めてのことで、そんな自分に不安すら感じてしまう。

　そして、玲央はこれほどまでに葉山のことが好きだったのだと気づいた。







　自分の気持ちに気づいた瞬しゆん間かんに、玲央は失しつ恋れんしていた。

　まさか千華の言っていた恋人が葉山だったなんて……。

　信じられない気持ちでいっぱいだが、実際に見てしまったものはなかったことにはできない。事実を突つきつけられて受け入れるしか術すべはなかった。

　今までに諦あきらめたことはたくさんある。

　たとえばその初めは幼よう稚ち園えん児じの頃ころだった。玲央はボタンやツマミのたくさんついたエレクトーンがかっこいいと言ったのに、家にはピアノの先生がやってきた。お遊ゆう戯ぎ会では大きな角を持つかぶと虫の役がやりたかったのに、王子様の役に抜ばつ擢てきされてしまった。

　聡さとい子供だった玲央は、自分がわがままを言える立場にないと知ってそれらのことをすべて受け入れてきたが、こんな人生はいったいいつまで続くのだろうかと多少疑問にも思う。

　しかし、そんなことは考えるだけ無む駄だだということも分かっていた。一度結けつ婚こんを嫌いやがって葉山に縋すがった結果がこれだ。だからこそ玲央を置き去りに結婚の準備が進んでいても、もう今さら嫌だとは言わなかったのである。

　もちろん結婚を取りやめることも考えたが、たとえ玲央が結婚を中止にしたとしても、斉藤はまた新しい相手を千華にあてがうのだろう。それを思うと、早々に自分と結婚してしまったほうが千華も都合がいいようにも思えた。

　千華の恋人が葉山だというのなら、自分と結婚することで隠れ蓑みのになりやしないだろうか。二人のためになることがあるのなら政略結婚をしてもいい。本当に形だけの夫ふう婦ふになるつもりでいた。

　それに、恋こいという感情にはならないながらも、千華には好感を抱いたままだ。一人の人として幸せを願いたい相手でもある。

　今は応おう援えんまではできそうもないが、いつか心から二人を祝福できるときが来ればいいと思っていた。







　そして日曜日がやってきた。

　バタバタと慌あわただしいスケジュールにもかかわらず、大きな問題も起こらないまま順調に婚こん約やく披ひ露ろうパーティーの当日になっていた。

　なにせ急に決まったできごとだ。なにかの不備でせめて延期にならないかと心の隅すみで期待していたが、斉藤が手を回したことに不備があるわけもなかった。

　この数日間、打ち合わせのため毎日のように千華と顔を合わせていたが、どちらも葉山の話題を持ちかけるようなことはない。玲央は何度か水を向けようかとも考えたのだが、実際に千華の口から葉山の話を聞きたくないというのが大きな理由で、そのまま来てしまっている。今後の葉山との逢おう瀬せは、玲央の分からないところでやってほしかった。

（今いま頃ごろ、どこでなにをしているんだろう）

　一いつ緒しよに野外美術館に行ったことが遠い昔のようだ。

　けれどもあの時葉山がそれとなく示してくれた会場のヒントは形になろうとしている。役員たちとアイディアを出し合って、歓迎会は三日後に本番を迎むかえるが、そんなことも本人には伝えられず終わるのだろう。カフスの下に隠した腕うで時ど計けいをそっと触さわった。

　こんな晴れの日に、心痛な面おも持もちでいるのもきっと玲央くらいなものだ。パーティーの会場である大広間は大きく取った窓からの借景が見事で、特に日曜日などは予約のキャンセル待ちがあるほど人気なのだと聞く。

「なにを暗い顔してるの？」

　がっくりと落ち込んでしまっていると、控ひかえ室に入ってきた千華から不思議そうに尋たずねられた。彼女のほうはというと、とても幸福そうに輝かがやいて見える。

　好きでもない男との婚約を発表するのにおかしなものだ。

「千華さんは、望みもしない結婚をする人には見えませんよね」

　ドレスを身にまとった千華は大変美しく、その姿を目にした瞬間、玲央は胸を痛めるほど千華のことが眩まぶしく感じられた。

　こんなにも綺き麗れいで人間的にも優すぐれた女性と葉山が付き合っているのなら、玲央の出る幕なんて少しもないと痛感したからだ。

「そんなの当たり前じゃない」

　そう言うと、千華はあたりを見回した。身内の人間は先に会場に行っていて誰だれもいない。玲央と千華の二人が入場する前に二人のうわさで盛り上がっていることだろう。

「……ねえ、もしかして聞いてないの？」

「なにがですか？」

　あまりに千華が驚おどろいた顔をしたもので、自分はなにか大切なことを知らされていないのだということに気づく。しかし、係の人から「お時間です」と声を掛かけられて、問い返すことすらできなかった。

　千華の口から「葉山」という名前が出かかったような気がしたが、玲央の勘かん違ちがいだろう。いつまでも女め々めしいことだと嘲ちよう笑しようすらしてしまう。

　ブラックフォーマルの玲央とドレスをまとった千華は、係の人間に誘ゆう導どうされて大広間に向かう。途と中ちゆうで何度か千華が話をしたそうに玲央を見ていることに気づいたが、他ほかの人間に聞かれると困ることなのか、結局口を開くことはなかった。

　一度リハーサルをしたように、玲央は千華と並んで大広間の入り口に立った。

　この扉とびらの向こうには錚そう々そうたるゲストが集まっているはずだった。もちろんそのほとんどが斉藤の関係者で、財界をはじめ各界の大物が多い。この中で婚こん約やくを発表することは、斉藤が父のバックについたとアピールするようなものだ。

「では、入場します」

　扉が押し出されるように開いた。途と端たんこのパーティーの司会進行役が自分たちを拍はく手しゆで迎えるよう盛り上げる。どよめきや歓かん声せいに包まれ、自分たちがこの場の中心にいることは夢なのではないかと思ってしまいそうになった。

　玲央は千華をエスコートするように腕うでを組んで、立食スタイルのパーティー会場をゲストの合間を縫ぬいながら中央のステージまで進んだ。

　歩きながらゲストの顔を一人ずつ見て回るが、もちろんそこに葉山の姿があるわけはない。

（出席しているはずない、か）

　いつまでも女々しい自分に突っ込みを入れながら、一段高くなったステージに千華と並ぶ。まだ十八になっていない玲央はうわさに飢うえた者たちの恰かつ好こうのネタでもあり、ひそひそと玲央を評価する声までが本人の耳に入っていた。

「では、あらためて今日の主役であるお二人を紹しよう介かいしましょう！」

　司会の女性がそう声を張り上げたときだった。どこからか千華の名前を叫さけぶ男の声がしたと思うと、すごい勢いでこちらに近づいてきているのが分かる。ゲストたちはざわめくが、突とつ然ぜんのできごとに誰も男を止めることはできなかった。

「千華っ」

　あっという間に男はステージまでたどり着く。

　二十代も後半といった年ねん齢れいだろう。パーティー会場という場所にそぐわないジーンズにサングラスという出いで立ちの男を前にして、玲央はぎょっと目を開いた。

　咄とつ嗟さに千華を背後に庇かばおうとするが、当の彼女は玲央を押しやって男の許もとへ走っていく。

「ごめんねっ」

　こういった展開になることが分かっていたのだろうか。千華は玲央を振ふり返ると短く謝る。

「え？」

　しかし、玲央が疑問を投げかける間もなく、闖ちん入にゆう者を捕とらえようと何人かの大人が駆かけ寄ってきた。だがそれも心得ていたようで、男はすぐさま千華の手を引くと、追っ手に捕らえられることもなく走って会場を出ていってしまったのである。

「追え！」

「捕つかまえろっ」

　ものの数秒のできごとだった。

　少し前まで明るい笑いに包まれていた会場は、途端に物々しい騒そう動どうの場に変わる。まるで蜂はちの巣すを突つついたように大おお騒さわぎになった。

　躍やつ起きになって二人を追うものもいれば、おろおろとただうろつく者もいる。中には面おも白しろい場面に遭そう遇ぐうしたとばかりにデジカメで写真を撮とっている者もいた。

　玲央の頭にもなにが起こっているのか理解できず、千華の去った方向をぼんやり見送っているだけだった。婚こん約やく披ひ露ろうパーティーの席で婚約者がさらわれたということは分かるが、そんな経験など初めてでどう対処していいのか考えつかない。

　大広間の隅では斉藤が倒たおれでもしたのか、「オーナーっ」という悲鳴まで聞こえてくる。

　しかし、その混乱の中、玲央の手をグイと強く引く人間がいた。

「えっ？」

　一体誰なのかと振り返ると、そこにいたのは葉山だった。

　なぜこんなところにいるのだろう。一体いつから、なにをしに──？

　様々な疑問が湧わき起こって口を開きかけるが、葉山の人差し指が唇くちびるに当てられる。

「お静かに」

　そう言ったかと思うと、ゲストが入り乱れる大広間を玲央の手を取ってこっそり抜ぬけ出す。もうすでに右往左往していたパーティー会場では、玲央までが奪うばわれたことに気づく者などいなかった。

「言ったでしょう、破談にするって。あなたを奪いにきました」

　走りながら玲央を振り向いて葉山は言う。

　玲央にはその言葉の意味がよく分からなかったが、とろけるように笑った葉山の表情に目を奪われて、ぼんやりと幻まぼろしに包まれたような気分だった。







　まるで映画のような逃とう走そうを果たすと、ホテルの外に停とめてあった葉山の愛車に乗せられる。難なく国道を走り抜けて、今は首都高を走行しているようだった。

　葉山は言葉も少なく、何度かバックミラーをチラチラうかがいながらの運転だった。追っ手らしき者はいないようだが、今の状じよう況きようを思えばそのことのほうが不思議だった。

　もしかしたら、とんでもないことをしてしまったのではないだろうか。

　導かれるままにその手を取ってしまったが、斉藤の顔に泥どろを塗ぬったことだろう。強ごう引いんなやり方であったが、斉藤は本当に玲央のことを気に入ってくれていたというのに。

　今がどういう状況にあるのか聞くのも恐おそろしいことになっていると想像できるが、当事者として聞いておかないわけにはいかなかった。

「あの……？」

　そろそろと運転席の葉山を見やる。すると葉山はちらりとこちらに視線を向けてきた。

「その恰かつ好こうで外には行けないですから、まずは着き替がえましょう。話はそれからです」

　ブラックフォーマル姿では悪目立ちしてしまう。後ろのシートに着替えを用意していると教えられて振り返ると、そこにはブランドのロゴが入ったショッピングバッグがいくつか置かれていた。

　きっと自分のために買い揃そろえてくれたものなのだろう。ただパーティーを壊こわして終わりでは済まされないようだ。こんなことをしてしまって、もしかしたら……いやきっと、家にも帰れないかもしれない。

「ホテルは足がつきそうですね。わたしの家に向かいますが、いいですか？」

「家？」

　葉山のプライベートなど想像もつかず、玲央は思わず首をかしげた。しばらく同じ家で暮らしていたせいで勘違いしていたが、葉山にもちゃんとした家があるはずだ。状況が状況とはいえ私的な場所に自分を招き入れてくれると知って嬉うれしくなる。

「ええ、すぐに見つかるようなところではありません。この近くですから、ひとまず向かっていいですね」

「うん……」

　玲央に拒きよ否ひすべき点はなにもなかった。一つの説明もされていない状況ではなにがなんだか分からなかったが、自分を見る葉山の目がいつもより優やさしいことに安心すら覚えてしまう。

　それに葉山は自分を奪いに来たと言っていた。その言葉を信じたい。

　それから十分ほど車を走らせると葉山の住むマンションに着いた。

　まるでホテルのような広いエントランスだと感じていると、元ホテルなのだと教えられる。部屋に入るまでにフロントを通る仕組みはホテルそのままで、住人以外の者が簡単に部屋にたどり着けないようになっていた。

　すぐに見つかるようなところではないと言った葉山の言葉はもっともで、ブラックフォーマル姿をフロントで見み咎とがめられることはなかったが、玲央を見定める一いつ瞬しゆんの眼光は鋭するどかった。

　葉山のゲストとして認にん識しきされたのだと教えられたが、あの面通しを受けてない人間はどうやってもフロントを突とつ破ぱすることはできないようにも感じる。

　アメリカンホテルスタイルの部屋は豪ごう奢しやな装そう飾しよくや調度品などはなかったが、とても近代的かつ機能的で、まさにスタイリッシュな葉山が好むような部屋だった。スイートルームを思わせる部屋は、一人暮らしには十分な空間だ。

　屋や敷しきとはいえ古い家に長いこと住んでいた玲央には憧あこがれる空間だ。こんなにいい部屋がありながら玲央の家に住み込んでいたなんて、やはり葉山も変わったところがある。

「着替えますか？」

　玄げん関かんを抜けたところにあるリビングのテーブルにショッピングバッグを置きながら葉山は尋たずねる。いつまでもこんな恰好でいることもなく、着替えたほうがいいことは分かっているが、それでも着替えなど二の次に思えてしまう。

「それより話がしたいです。ぼくは今、どういう状況に置かれているんでしょうか？」

　詰つめ寄るように説明を求めると、葉山はソファを勧すすめてきた。椅い子すに座ってのんびり話すような心境でもないが、葉山はというとコーヒーをいれはじめている。長い話になりそうだと判断して玲央はソファに座った。

「……そうですね。あなたは千華さんに恋こい人びとがいたことをご存じでしょう？　彼女をさらったのはその恋人です」

「えっ、恋人？」

　千華をさらっていった相手のことなど考えもしなかった。混乱させることを目的に葉山が仕組んだことだとは思っていたが、あれが恋人だったとは。

「でも、この前ホテルで……」

　葉山が恋人なのではなかったのかと、そう思い込む原因になったできごとを思わず口にする。

　ホテルで千華と親しげにしながら客室に消えた。あれはなんだったというのだろう。

「あんなところにあなたがいるなんてね」

「し、知っていたの？」

　自分が葉山に気づいていたように、葉山もこちらに気づいていたというのだろうか。

「あれほど目立つ制服姿で分からないとでも思っていたんですか？」

　そう言いながら葉山はコーヒーをテーブルに置くと、玲央の隣となりに座った。

「だったらそう言ってくれれば……。ぼくはすっかり誤解して……」

　そのせいで今ここにいるのだ。あの時点で説明をしてくれていれば、筋を通して断ったというものを……。

「誤解するよう芝しば居いをしていたんですから当たり前です。あなたに話してしまったら顔に出てしまいますから。敵を欺あざむくにはまずは味方からというでしょう？」

「じゃあ、葉山が千華さんの恋人じゃなかったんだ」

「本気でそう思っていたとはね……」

　あまりの短たん絡らくさにあきれたような葉山の声がする。ため息をつかれても葉山と千華が恋人ではないと知って嬉しい気持ちがじんわりと広がった。

　けれども、あのときなぜ葉山は千華と一いつ緒しよにホテルになんていたのだろう。一つの疑問が消えればすぐに次の疑問が浮うかんでくる。

「わたしが彼女を呼び出したからですよ」

　玲央の心中を読み取ったように葉山は答えた。

「あなたと千華さんとの見合い話が持ち上がったとき、わたしは徹てつ底てい的に彼女を調べて恋人がいることを知りました。そして、男のほうに接せつ触しよくをしたのです」

「どうして？」

「もちろんあなたと千華さんを結けつ婚こんさせないために、二人の仲を取り持とうとしたんですよ。男の意志を確認した上で、千華さんにはその計画をお伝えしました」

　そのときのことを玲央に見られていたのだと葉山は説明する。あのとき恋人のように振ふる舞まったのは演技で、二人で客室へ消えたあとに千華の恋人を呼び出したらしい。誰だれにも話を聞かれない場所としてホテルを選んだが、千華はホテル王の娘むすめだ。世間に顔が割れていないとも限らないため変装をし、チェックインを葉山にまかせたことで隠かくれたつもりだった。

「そしてこの計画がどこにも漏もれないよう、二人には堅かたく口止めをしたのです。当日まではあなたにも決して話すなとね」

　それを聞いて、今日千華が輝かがやいているように見えた理由がよくわかった。

　とても幸福そうで、これから好きでもない男との婚こん約やくを発表するようには思えなかったが、恋人がさらいに来てくれると分かっていれば当然だ。

「でも、こんな大それたことをして平気なの？」

　破談を願ったのは自分だが、まさかこんなに派手になるなんて予想外のできごとだ。こんなことを計画した葉山のことが心配にならないわけがない。

「派手に壊してしまわなければ、斉藤氏は懲こりないでしょうからね。それにあなたの許にもいつ縁えん談だんが舞まい込むか分かりません」

「まさか」

　十八にもなっていない自分に、そうそう縁談が舞い込んでくるわけがないと笑い飛ばそうとしたが、ことのほか真しん剣けんな葉山の視線に出会って笑えなくなった。

「あなたが人のものになるなんて、黙だまって見ていられなかったんですよ」

　まるで愛の告白のようで、ドキッと心臓が大きく跳はねる。

「そんな、だってぼくのこと嫌きらっているんじゃ……」

　期待してはいけない、誤解してはいけないと玲央は必死で自分に言い聞かせて視線から逃のがれる。けれども葉山はそれを許してはくれず、ついと玲央の顎あごに指をかけるとまっすぐ見るよう角度を変えた。

「なぜそんなことを思うのですか？」

「いつも、意地悪だし……」

　まるで子供のようなセリフは、言っていて顔から火が出るほど恥はずかしい。けれども葉山の前ではごまかすことなどできそうになかった。

「あなたがあまりに可愛かわいいから、いじめたくなるんですよ」

　けれども葉山の返答は玲央が想像していたものと違ちがっていた。

　きっとまた冷れい笑しようや嘲ちよう笑しようで返されると思ったのに、目の前の葉山は真顔だった。

「う、そ……？」

「六年前からずっと、あなたは特別でした」

　そう語る葉山のことを、玲央は信じられない思いでじっと見つめる。

「いきなりぼくの前から消えたのに？」

　葉山の言葉を自分の好きなように取ってしまっていいのか判断がつかなかった。

　自分を特別な目で見てくれていたらいいという願望はあるが、そこまで好かれる自信が玲央にはなかったのである。だからこそ、六年もの間ずっと疑問に思っていたことを聞かずにはいられなかった。

「あなたを可愛いと思うあまりひどいことをしてしまいそうで、その前に逃にげたんですよ。あなたの将来を考えるとあのときのわたしにはそうするしかありませんでした」

「ひどいこと？」

「そう、たとえば、こんな……」

　少し首をかしげた玲央に葉山は唇くちびるを重ねてくる。軽く触ふれるだけのものだが十分に玲央を驚おどろかせた。

「それって、ぼくを──」

　好きでいてくれるのかと問いたいが、図ずう々ずうしくはないかと途と中ちゆうで言葉が途と切ぎれる。

　しかし、もじもじする玲央に葉山はそっと笑いかけた。

「そう。ずっとこういう風に好きなんですよ」

　まるで別人のような甘い表情をさらされて、玲央はのぼせたように小さく震ふるえる。けれどもなにもかもどうでもよくなってしまう一歩手前のところで踏ふみとどまった。

　流されてしまったらもう戻もどることはできない。だからこそ用心深くもなる。

「だったら……なんで脅おどすような真似まねを？」

「気持ちを伝えるつもりはなかったのでね。取引ならまだ割り切ることができるでしょう？　けれども、あなたが誰かのものになると知って、手放すことができなかった」

「それなら、はじめからそう言ってくれればよかったのに。……ぼくも、葉山のことが好きだったんだから」

　いつからか分からないが、もしかしたら初めて会ったあの頃ころから恋こいをしていたのかもしれない。早くに気持ちを教えてくれれば、こんな回り道をする必要もなかったというのに。

「本当に？」

　葉山らしからぬ不安そうな問いに、玲央はキスで答える。少し迷いながらも葉山は徐じよ々じよに深いものへと変えていった。







　結局ブラックフォーマルを着き替がえることはなく、葉山の手によって脱ぬがされることになった。

　リビングと間続きとなっているベッドルームに連れていかれて、これから起こるだろうことに頬ほおを染める。取引でもなんでもない純じゆん粋すいな欲求からの行こう為いは、言葉などなくてもお互たがいに欲ほつしているということがよく分かった。

　葉山が普ふ段だん使っているだろうベッドのふちに座らされて、まずネクタイが解かれる。それから上着、ベストと順にゆっくりとした手つきで脱がされていった。時間をかけることで男に抱だかれるという事実を見せつけているのか、じりじりとした焦しよう燥そうに駆かられて落ち着かなくなる。

「あの……っ」

　シャツのボタンに伸のばされた葉山の手元を見ていた玲央は、無言に耐たえられず顔を上げた。

「なんですか？」

「昔みたいに、呼んで欲しい」

　言いながら羞しゆう恥ち心しんがこみ上げて、またうつむいてしまう。

　葉山はそんな玲央の顎を取って上向きにさせると「玲央」と短く呼んだ。艶つやを含ふくんだ声こわ色いろに、自分の言ったことを後こう悔かいしてしまう。

　呼び方ひとつが変わっただけなのに、葉山はなにかを脱ぎ取ったようだ。呼び捨てにすることで故意に開いていた距きよ離りがぐんと縮んでいた。

「あ……」

　名前で呼んで欲しいなんて言わなければよかった。

　呼び捨てにされた途と端たん、胸の奥がざっと乾かわいてひりひりと疼うずく。飢うえる気持ちを満たしてくれる相手は葉山しかおらず、玲央は手を伸ばしてシャツの胸の辺りをギュッと掴つかんだ。

　すると唇がふさがれる。それはすぐに深く重なり合い、お互いの舌を搦からめとるように動いた。何度か交かわしているキスだが、これほどまでに性急なのは初めてで、体の奥が沸ふつ騰とうするような感覚に襲おそわれる。

　執しつ拗ような動きに応こたえるのが精せい一いつ杯ぱいな玲央は、その背をいつ押し倒たおされたのか分からなかった。

　口づけを交わしたまま葉山はベッドに膝ひざで乗り上がる。そして下か肢しに伸ばした手でベルトを外すと、下着ごと取り去ってしまった。シャツ一枚の姿が逆に恥ずかしい。

「葉山……」

「色気がないな」

　お互い気持ちを確かめ合った後だというのに、変わることのない玲央の呼び方を聞いて葉山はくすりと笑う。非難というよりは、物慣れない玲央を楽しんでいるようだった。

「……先生？」

「それも背徳感があって悪くないんですけどね」

　いいと言わないところを見ると、望んでいたものとは違ちがうようだ。けれども葉山は強要することはなく、シャツの上から胸の突とつ起きを口に含んでくる。強く吸われて舌先で転がされると、玲央はなにも考えられなくなった。

「んっ……匡悟さん？」

　正解を知らせるように葉山は前歯で強く尖とがりを噛かんだ。じんとした甘い疼きがそこから全体に広がり、腰こしがピクリと蠢うごめく。触れられてもいないのに、葉山に馴ならされた体は少しの刺し激げきでも感じるようになってしまっていた。

「やっ……ん」

　シャツの前を開き、直接舐ねぶってくる葉山に首を振ふる。胸に吸いつかれるたびに膝をこすり合わせる玲央の反応を知っているはずなのに、葉山は下肢に触れてこようとはしない。

　このまま続けられれば自分の手を伸ばしてしまいそうで、葉山にその先をねだった。

「匡悟さん、そこじゃなくて、もっと……」

「もっと？」

　問いながら葉山は眼鏡めがねを外した。欲にくらんでいるのが自分だけではないと知って、大だい胆たんな言葉が口をついて出てくる。

「欲しくて……、おかしくなりそう……」

　熱に浮うかされたように「匡悟さん」と名を呼ぶと、葉山はくっと奥歯を噛んだようだった。

　きつく閉じていた玲央の脚あしを開くと、胸につくほど折りたたむ。

　玲央はギュッとシーツを握にぎった。

「わたしもですよ」

　まるで吐はき捨てるように葉山は言った。丁てい寧ねいではないその言い方は葉山の真情を吐と露ろしているようで、ぶるっと胸が震える。そこに葉山の本心を聞いた気がして、それだけで達してしまいそうだった。

「んっ……」

　玲央の股こ間かんに顔を寄せた葉山は、露あらわになった陰いん茎けいを口に含んでくる。湿しめった口こう腔こうでそのまま上下に動かされると、みるみるうちに前が強こわ張ばる。

「あっ、そんな……っ！」

　他人の口に含まれることが玲央には初めてのことだった。今まで葉山にされていたのは、他人の手で自じ慰いをするようなことだ。もちろんこういう行為があることは知っていたが、まさか葉山にされるとは思ってもいなかった。

「早く欲しいんでしょう？」

　屹きつ立りつを銜くわえたまましゃべられると、微び妙みような振しん動どうが快楽となって玲央に伝わった。

「あ……っ」

　ビクビクと腰が揺ゆれて、咄とつ嗟さに玲央は葉山の髪かみを掴んだ。引き離はなしたいのか押し付けたいのか分からないもどかしさが玲央を困こん惑わくさせる。

　欲しいというくせに、このまま堕おちていくことがどこか怖こわくもあった。この世に葉山しかいらないと思ってしまいそうで、好きすぎて怖いとはこういうことなのかと思う。しかし、先せん端たんの敏びん感かんな部分を舌先で弄いじられると、自ら腰を突つき出してしまった。

「はっ……ぁ」

　どうにもならない体を持て余して、玲央は葉山の舌に先端を擦こすりつける。そんな自分の行為を観察されていると分かっても腰の動きは止まらない。

「ぅん……っ」

　性器が湿っていく感覚に小さな声をあげる。屹立の先からは透とう明めいの液が滲にじみはじめていた。

　とろとろとしたたり落ちる粘ねん液えきを指で掬すくうと、葉山は奥の窄すぼまりに塗ぬりこむように軽く押し当てた。指の先を含まされて、玲央はうっと呻うなる。

「ひどくしても、いいから」

「そんな風に男を煽あおるとは……」

　それよりも早くと焦あせる玲央を宥なだめながら、入り口のあたりを探さぐっていた指はグイッと奥まで突き進んだ。

「っ……！」

　指の進む方向に粘ねん膜まくが引き攣つれているようだった。しかし、それも軽く揺するようにしてすぐに慣らされる。玲央の反応を見ながら徐々に抽ちゆう挿そうを大きくされていく。

「は……んっ」

　恐きよう怖ふ。そして、それを上回るほどの快感が体の中に生じていた。それがぐるぐると渦うずになって出口を探しているようだ。

「こんなに零こぼして、いけない子ですね」

　次々とあふれ出る先走りの液は、ペニスを伝い落ち、双そう玉ぎよくを縫ぬって後ろの窄まりへと届く。それが潤じゆん滑かつ剤ざいの代わりとなって指の動きをスムーズにさせていた。

　そのせいで二本目を飲み込んでも大きな抵てい抗こうはなく、熟うれた内ない壁へきが葉山の指に絡みつく。

「あなたの中はずいぶん熱そうだ」

　ねっとりと湿ったような葉山の瞳ひとみが玲央を見る。

「ん、はやく……」

　待ちわびた声と同時に、硬かたいものが入り込んできた。ずるずると粘膜がこすれて奥へと誘さそう。

「ひ、あ……っ」

　ドクドクとした脈動が背筋にまで伝うようだった。玲央が身じろぐだけで大きさが増していくようで、まさに縫いとめられてしまっている。

　玲央の息が整ったのを見て、葉山はいっそう奥に自身を押し込んだ。

「あっん」

　甘い悲鳴を合図に葉山は腰を打ちつけるように動きだす。抉えぐるように穿うがたれると、その刺激に内壁がきゅうきゅうに締しめつけてしまう。卑ひ猥わいな水音が室内に響ひびいた。

「いい顔してますね」

　掠かすれたような声を聞いて薄うす目めを開けると、欲望にくらんだ表情と出会った。自分とこうしていることでこんなにいやらしい顔をしているのだと思うと、それだけで感じてしまう。

「あっ」

　ぬかるんだように蕩とろける奥を突かれて、玲央の先端がピクリと跳はねた。射精の予感に目を閉じると、それを阻はばむように葉山がきゅっときつく握ってくる。達いきたくても達けない状じよう況きようが玲央の体を余計に敏感にさせていた。

「あ、あ、あ……っ」

　一ひと際きわ強くがくがくと突かれて、そのたびに嬌きよう声せいが唇くちびるから溢あふれていく。止められない声を恥はずかしく感じて顔を背そむけると、葉山の片手で阻まれてしまう。

「みっ、見ないでっ」

　自分がそうとうみっともない顔をしているだろうことは百も承知だった。それを間近で見られて、これ以上もないほどに顔が熱くなる。嫌きらわれたりしないだろうかと不安でいっぱいになるが、「本当に可愛かわいい人ですね」と囁ささやかれて悦よろこびが走った。

「わたし以外にこんな顔を見せたら許しませんよ」

「見せない。葉山だけだからっ」

　首に手を回すと繋つながりがいっそう深くなったように感じる。汗あせで湿った葉山の髪先が触ふれて、よく見れば葉山の息も荒あらいことに気づいた。

「本当に？」

「ん、約束するから」

　誘うように唇を開くと、葉山が啄ついばんでくる。そのキスが深くなる頃ころ、玲央は自分からも求めるように腰を揺らしていた。

「いか、せて……」

　なにを口走っているのかなど、玲央にはもう分からなくなっていた。

「あっ、や……っ。それ、すごいっ」

　動きが激しくなることで葉山も終わりが近いのだと感じられた。送りこまれる熱を息も切れ切れにきゅっと締めつけてしまう。

「で、出るっ」

「いいですよ」

　前を縛いましめていた葉山の指が外される。

「あっ」

　その瞬しゆん間かん玲央は背筋を震ふるわせた。びくびくと小刻みな痙けい攣れんをしながら粘液を吐き出すと、後こう孔こうに埋うめ込まれていた葉山を締めつけてしまう。それが刺し激げきになったようで葉山もくっと息を詰つめたのが分かった。

　最さい奥おうに迸ほとばしる熱いものを受けて、玲央はひと時の幸福を感じていた。







　閉じていたまぶたがひんやりするのを感じて玲央は目を覚ました。

　眠ねむっていたわけではないが、ふと意識が途と切ぎれていたようだ。かすかに身じろぐと両目に当てられていた冷たいタオルをずらす。

「もう少し冷やしていたほうがいい。どうやら泣かせてしまったようですからね」

「な、泣いてなんて……！」

　違ちがうといえば嘘うそになる。行こう為いの最後のほうは勝手にぽろぽろと溢れてくる涙なみだをシーツで拭ぬぐっていた。

　辛つらいわけでもないのに、敏感になりすぎて涙るい腺せんがおかしくなってしまったようだ。冷たいタオルにまぶたを押し付けると、熱っぽかった部分が収まっていくような気がする。

「どこかに行くの？」

　まぶたを閉じていても、葉山が服を着ているということは気配で分かる。置いていかれるのではないかという不安に駆かられてそう問いかけた。

「そうですね、まずは理事長のところに」

　その一言で急激に現実に引き戻もどされる。

「まさか、アビリティを乗っ取る話をするんじゃ……？」

　この機に父を追い込むことなど葉山には簡単なことのように思える。考えただけでいても立っても居られず、玲央は目元からタオルを退どけた。

「まさか。あれは可能性のお話ですよ。ＴＯＢもするつもりはない。政略結けつ婚こんがくだらないと言ったのは本心ですが、叔母おばのことを根に持って理事長になにかするほど子供ではないですからね」

「本当に？」

　シーツにくるまれていた上半身を起こす。すると素す肌はだに白いシャツを羽織った葉山が近づいてきた。

「いえ、実を言うとあなたに初めて会った頃のわたしは、理事長になにかしてやらなければ気がすまなかった。大学生の頃に家庭教師を引き受けたのも、叔母のことがあったからです。叔母を捨てた男のことが知りたかったのでね」

　けれど、と言葉を区切ると葉山はまっすぐ玲央を見る。

「わたしの思惑も知らず、純粋に慕ってくるあなたのことがいつしか大切になっていた。だからあなたが悲しむことはやめようって決めたんですよ」

　そして葉山は、玲央の許を去ってからも玲央のことが忘れられなかったのだと告げる。

「教育係を引き受けたのも、もう一度あなたに会いたかったからです。見ているだけのつもりでしたが、結婚と聞いて居ても立ってもいられなくなった。周りくどいことをしましたが、すべてあなたを手に入れたいと思ってやったことです」

　その言葉を聞いて安心する。確約などどこにもないが、今の葉山の言葉は信じられるような気がした。

「だったらなんのためにうちに？　あっ、パーティーを台無しにしたことを謝りにいくなら、ぼくも一いつ緒しよに行かなきゃ」

「あなたをあの場から連れ去ったことは謝りますが、婚こん姻いんに関しては宮前家は被ひ害がい者しやということになっているはずですよ。あなたは婚約者を奪うばわれた可哀かわい想そうな男ってところでしょうね」

　そう言いながら葉山はベッドのふちに腰こし掛かける。シャワーを浴びたのか、漆しつ黒こくの髪かみは湿しめっていた。

「ぼくも被害者なの？」

「そうです。責任はすべて千華さんとその恋こい人びとが取るということで話をつけましたからね」

　葉山は職場をリストラされてバイト生活を送っていたという千華の恋人に、死ぬ気で英語を覚えさせてアメリカでの仕事を紹しよう介かいしたそうだ。職だけではなく住まいも整え、飛行機のチケットまで用意してあげたのだという。

　その見返りは、宮前玲央およびその家族を騒そう動どうに巻き込まないことだった。

「あの二人を駆け落ちさせたのはそのためです。あなたに責任はないと一筆したためてもらっていますからね。斉藤氏もそろそろその手紙に気づく頃でしょう」

　やはり玲央にはとうてい太た刀ち打ちできない相手だ。そんな葉山が恐おそろしく思えることもあるが、千華たちをちゃんと幸せに導いてあげているところは頼たのもしく感じる。斉藤には気の毒だが、やはりあの二人を応おう援えんしたい。

「今いま頃ごろは宮前家も斉藤家も大変な騒さわぎでしょうね。わたしが行って収しゆう拾しゆうをつけてくるので、ここで待っていてもらえますか？」

「ここで？」

　そんな大変な中に葉山一人を向かわせて、自分は安全なところにいてもいいのだろうか。

「もしかしたら今夜は帰れないかもしれませんが、心配することはないですよ」

　葉山はそう言うが、ことがすべてうまく運ぶとも限らない。悪いほうに考えが及およんで、玲央は引き止めるように葉山の腕うでを掴つかんだ。

「ぼくも一緒に行くよ」

「玲央……？」

　その答えを予想していなかったのか、葉山は驚おどろいたように玲央を見下ろす。

「匡悟さんだけを矢や面おもてに立たせるなんてできない。ダメだと言ってもついて行くから」

「あなたは、本当に……」

　なにか懐なつかしいものを見るような目で葉山は玲央を見つめた。

「そうやっていつもわたしの後を離はなれまいとついてきて、そういうところは少しも変わらない。これ以上わたしを狂くるわせてどうしようって言うんですか」

「え……？」

　葉山の言う言葉の意味が分からず、叱しかられているのかと玲央は一いつ瞬しゆん顔を曇くもらせる。

「好きだと言っているんですよ」

「あ……」

　ストレートな言葉を貰もらって、かあっと頬ほおが染まった。

「心配はいりません。あなたを学園の跡あと継つぎにと望んでいるのはわたしも同じです。経済の専門家として、学園を存続させるために取るべき道を提案しに行くだけですよ。斉藤氏のような大物のコネを使わずとも生き残る方法はいくらでもあると知ってもらわなければね」

　もしかしたらそういう意味もあって、葉山は斉藤との繋がりを断たち切ったのだろうか。葉山のことだ。きっとそこまで考えて取った行動に違ちがいない。

　仕事の込み入った話をするなら自分は邪じや魔まになるだろう。そうと分かっても、ただ葉山の帰りを待っているだけだなんてこと、玲央にはできそうもなかった。

「まあ、でもあなたは次期理事長ですからね。……同席しますか？」

「──はいっ」

　問う顔に優やさしい微び笑しようが乗る。大きな手のひらが差し出されて、玲央は迷わずその手を取った。



【終】
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